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埼経協ニュース３５７号

平
成
二
二
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月

一
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
ご
出
席
者
は
各
界
の
ご
来
賓

の
方
々
、
な
ら
び
に
会
員
、
と
く
に
多

く
の
企
業
代
表
者
自
ら
の
ご
出
席
を
含

め
て
、
あ
わ
せ
て
三
〇
〇
名
様
に
ご
参

集
頂
い
た
。

こ
の
総
会
に
先
立
ち
、
四
月
二
二
日

�
に
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
で

正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
の
提
案
議
題
は
原
案
通
り
承
認

さ
れ
て
い
る
（
前
号
会
報
で
既
報
）。

第
一
部
で
は
利
根
忠
博
会
長
（
埼
玉

り
そ
な
銀
行
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

の
開
会
挨
拶
（
二
頁
参
照
）
に
は
じ
ま

り
、
続
い
て
ご
来
賓
の
塩
川

修

埼
玉
県
副
知
事
、
高
原
一

郎
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
局
長
、
宮
本
重
雄
日
本
労
働

組
合
総
連
合
埼
玉
県
連
合
会
会

長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
（
ご
来
賓
の
ご

芳
名
は
三
頁
参
照
）。

次
に
ご
来
賓
紹
介
、
定
足
数
確
認
後
、

議
事
録
署
名
人
と
し
て
常
任
理
事
の
�

ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
荻
野

芳
朗
代
表
取
締
役
、
同
じ
く
常
任
理
事

の
マ
ル
キ
ュ
ー
�
宮
澤
政
信
代
表
取
締

役
を
選
任
し
、
定
款
に
基
づ
き
利
根
議

長
の
も
と
で
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
事
は
事
業
報
告
、
決
算
報
告
（
監

査
報
告
は
監
事
の
富
士
電
子
�
中
込
秀

明
代
表
取
締
役
社
長
）、
事
業
計
画（
前

号
会
報
で
既
報
）、
収
支
予
算
、
理
事

の
辞
任
並
び
に
選
任

（
前
号
会
報
で
既

報
）、
申
し
合
わ
せ

事
項
に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
三
国
雅
裕

専
務
理
事
か
ら
事
務

局
報
告
が
あ
り
、
利
根
会
長
か
ら
組
織

拡
大
協
力
会
員
（
前
号
会
報
で
既
報
）

に
感
謝
状
・
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。第

二
部
の
講
演
会
の
部
は
「
成
熟
化

社
会
に
お
け
る
事
業
戦
略
―
長
い
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
た
後
の
勝
ち
残
り
作
戦

―
」
と
題
し
て
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
�
特
別
顧
問
（
元
日
本
経
済
団

体
連
合
会
労
使
関
係
委
員
会
委
員
長
）

加
藤
丈
夫
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
た
（
講

演
要
旨
は
六
頁
以
降
を
参
照
）（
第
一

部
・
第
二
部
の
閉
会
挨
拶
・
講
演
の
謝

辞
は
本
多
康
夫
副
会
長
〔
フ
ジ
ノ
ン
�

元
会
長
〕）。

第
三
部
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
は
森

谷
文
昭
副
会
長
（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン

グ
�
名
誉
顧
問
）
の
開
会
の
辞
で
開
会

し
、
苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
局
長
か
ら

ご
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
塩
川
副
知

事
の
一
言
の
の
ち
、
星
野
進

埼
玉
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
の
祝
辞
・

乾
杯
の
音
頭
か
ら
参
会
者
全
員
が
な
ご

や
か
に
交
流
後
、
菊
池
勇
副
会
長
（
ポ

ー
ラ
イ
ト
�
代
表
取
締
役
会
長
）
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
散
会
し
た
。

（
関
連
記
事
を
含
め
て
各
ご
役
職
名
は

総
会
当
日
の
も
の
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報
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日本経団連 埼玉

提
案
議
題
を
原
案
通
り
承
認

２２
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定
時
総
会
開
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さ
れ
る

６・７
平
成
２２
年
度
定
時
総
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（
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）
で
あ
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つ
す
る
利
根
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長
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会
長
の
利
根
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
各
地

よ
り
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
会
員
の
皆
様
方
に
ご

出
席
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に
ご
ざ
い

ま
す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変
ご
多
忙
の
中
、

埼
玉
県
副
知
事
の
塩
川

修
様
、
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
局
長
の
高
原
一
郎
様
、
埼
玉

労
働
局
局
長
の
苧
谷
秀
信
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
日
本
経
済
の
現
状
を
み
ま
す
と
、
一

部
に
明
る
さ
は
出
て
き
た
も
の
の
、
直
近
の
鉱

工
業
生
産
指
数
、
稼
働
率
指
数
等
は
、
世
界
経

済
危
機
前
の
水
準
に
比
べ
、
８０
％
半
ば
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
依
然
、

内
需
の
自
律
的
回
復
力
は
乏
し
く
、
デ
フ
レ
脱

却
の
目
処
も
立
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
格

的
な
回
復
は
期
待
で
き
ず
、
２２
年
の
実
質
経
済

成
長
率
は
１
％
台
と
低
成
長
で
推
移
す
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
県
内
経
済
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
県

内
中
小
企
業
の
景
況
感
は
、
改
善
傾
向
に
転
じ

た
も
の
の
、
引
き
続
き
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
完
全
失
業
率
、
有
効
求

人
倍
率
等
の
雇
用
失
業
情
勢
も
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
埼
玉
県
で
は
、「
埼

玉
県
の
新
た
な
挑
戦
―
雇
用
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
」
と
題
し
て
、
雇
用
の
創
出
に
全
力
を
投
入

中
で
あ
り
ま
す
が
、
雇
用
に
関
連
し
て
こ
こ
で

一
言
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
よ

く
企
業
の
将
来
を
占
う
に
は
、「
営
業
力
」、「
商

品
企
画
・
商
品
開
発
力
」
と
「
新
卒
採
用
レ
ベ

ル
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
１
年
後
そ
の

企
業
が
儲
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
会

社
の
営
業
力
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
５
年
後
を
占

い
た
け
れ
ば
商
品
企
画
力
や
商
品
開
発
力
を
見

れ
ば
よ
い
。
そ
し
て
、
１０
年
後
を
占
い
た
け
れ

ば
、
現
時
点
で
の
そ
の
会
社
の
新
卒
採
用
レ
ベ

ル
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
計
画
的
な
人
材
の
確
保
は
、

い
か
な
る
経
営
環
境
下
に
あ
っ
て
も
企
業
に
と

っ
て
の
最
重
要
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
是
非
と

も
雇
用
の
拡
大
に
向
け
て
、
も
う
一
段
の
お
取

組
み
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
こ
の
後
、
平
成
２１
年
度
の
事
業
の
ご

報
告
と
２２
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
平
成
２１
年
度
は
厳
し

い
経
済
情
勢
下
、
会
員
減
少
を
最
小
限
に
食
い

止
め
つ
つ
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
向
上
さ

せ
る
か
を
重
点
に
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
概
ね
当
初
計
画
通
り
の
活
動
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
本
日
ご
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
会
員
の
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
重
ね
て
感
謝
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
２２
年
度
は
、
特
に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
企
業
革
新
の
実
現
に

向
け
、
企
業
と
県
、
国
、
大
学
な
ど
の
外
部
の

知
の
集
団
を
つ
な
ぐ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
機
能
・
役
割
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で

す
。本

日
は
、
総
会
終
了
後
、
富
士
電
機
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

特
別
顧
問
の
加
藤
丈

夫
様
か
ら
、「
成
熟
化
社
会
に
お
け
る
事
業
戦

略
―
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
後
の
勝
ち
残
り

作
戦
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
が
ご
ざ
い
ま
す
。

是
非
と
も
ご
拝
聴
い
た
だ
き
、
企
業
革
新
に
向

け
た
日
々
の
経
営
に
生
か
し
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
先
程
、
経
済
情
勢
に
つ
い
て
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
の
世
界
経
済
危
機

は
、
２１
年
１
―
３
月
期
に
前
期
比
年
率
で

１３
・
７
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
戦
後
最
悪
の

不
況
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
危
機

は
暗
く
絶
望
的
ば
か
り
で
は
な
く
、
過
去
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
効
用
も
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
危
機
を
バ
ネ
に

し
て
、
企
業
変
革
、
具
体
的
に
は
新
し
い
事
業

構
造
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
と
い
う
効
用
で
す
。

皆
様
ご
高
承
の
と
お
り
、
今
回
の
世
界
経
済

危
機
以
前
の
戦
後
最
悪
の
経
済
危
機
は
、
昭
和

４８
年
の
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
直
後
の
１
〜
２
年
に
当
時
は

ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
大
き
く
変
革
さ

せ
る
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
す
。

代
表
的
な
変
革
事
例
を
２
つ
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

１
つ
目
は
、昭
和
４９
年
に
第
１
号
店
を
東
京
・

豊
洲
に
出
店
し
た
�
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
�
で
す
。

そ
の
後
、
様
々
な
困
難
の
中
で
、
日
本
型
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
作
り
出
し
て
、
日
本

人
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
大
き
く
変
え
る
ま
で
の

イ
ン
パ
ク
ト
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
昭
和
５０
年
の
こ
と
で
す
。
そ
れ

ま
で
の
主
力
事
業
で
あ
っ
た
商
業
貨
物
輸
送
が

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に
ジ
リ
貧
に
な
り
、
昭
和

５０
年
に
個
人
用
の
宅
急
便
に
乗
り
出
し
た
ヤ
マ

ト
運
輸
で
す
。
そ
れ
は
あ
っ
と
い
う
間
に
日
本

中
に
広
ま
り
、
今
で
は
宅
配
便
な
し
で
は
日
本

人
の
生
活
は
成
り
立
た
な
い
ほ
ど
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
と
宅
配
便
は
、
こ
の
３０
数
年
間
で

日
本
人
の
生
活
を
極
め
て
大
き
く
変
え
た
新
事

業
展
開
の
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

経
済
危
機
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
そ
の
後
の
事
業

発
展
に
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
事
例
で
す
。

私
た
ち
は
今
こ
そ
、
環
境
の
厳
し
さ
、�
危

機
�を
厳
粛
に
受
け
止
め
つ
つ
も
、
し
か
し�
危

機
�
に
打
ち
負
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
危
機

を
効
用
、
バ
ネ
と
し
て
、
自
社
の
事
業
構
造
の

変
革
に
取
組
み
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
探
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
私
ど
も
は
結
集

し
、
そ
し
て
危
機
感
を
共
有
し
、
地
域
経
済
を

支
え
る
気
概
を
持
っ
た
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
ま
す
ま
す
の
事
業
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
今
迄
以
上

の
ご
支
援
と
、
併
せ
て
、
協
会
経
営
基
盤
強
化

の
た
め
、
新
会
員
の
ご
紹
介
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
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ー
部
品
内
覧
会

２６

�
教
職
者
民
間
企
業
派
遣
制
度
、
２１
年
度
教

育
功
労
者

２７

�
県
教
育
制
度
諸
施
設
説
明
会

２８

�
仕
事
出
会
い
フ
ェ
ア
、
連
載
１７６
回
「
こ
ん

な
時
に
こ
ん
な
事
を
！
」

２９

�
連
載
５４
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話

題

南
・
北
・
中
・
西

３０
〜
３１

�
連
載
６０
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

３２

�
連
載
第
４０
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ

う
こ
そ

３３

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
５４
回

３４

�
２８
期
担
当
者
養
成
講
座
終
了
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

安
西

�

弁
護
士

３５

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど
、
広
告

３６
〜
３８

�
会
長
杯
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

３９

�
第
１０４
回
日
本
経
団
連
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
案
内

４０
〜
４１

�
第
４６
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
案
内

４２

�
事
業
だ
よ
り
、告
知
版
、会
員
の
動
き

４３

�
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

４４

利根会長

計
画
的
人
材
確
保
が
最
重
要

依
然
厳
し
い
中
小
企
業
の
景
況
感

― ２ ―



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

▽
埼
玉
県
副
知
事

塩
川

修

《
講
師
》

▽
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
�

特
別
顧
問

加
藤
丈
夫

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

局
長

高
原
一
郎

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
長

吉
澤
雅
隆

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

局
長

苧
谷
秀
信

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

野
口
茂
喜

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

安
川
裕
久

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

三
輪
宗
文

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

長
森

恵

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

松
岡

進

▽
産
業
労
働
部

副
部
長

大
島
誠
一
郎

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

飯
島

寛

▽
産
業
労
働
部

新
産
業
育
成
課
長

竹
永
祥
久

▽
産
業
労
働
部商

業
支
援
課
長

星
野
喜
治

▽
産
業
労
働
部企

業
立
地
課
長

小
川
良
和

▽
産
業
労
働
部

金
融
課
長

加
藤
和
男

▽
産
業
労
働
部

産
業
拠
点
整
備
課
長

新
井
勝
己

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

齋
藤
修
一

▽
産
業
労
働
部就

業
支
援
課
長

杉
野
勝
也

▽
労
働
委
員
会

会
長

馬
橋
隆
紀

▽
労
働
委
員
会

事
務
局
長

田
中

寿

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

荒
木
純
一

▽
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

鈴
木
康
之

▽
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長

藤
井
春
彦

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
役
所経

済
局
長

矢
代
直
文

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会代

表
幹
事

相
川

博

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会会

長

都
筑

信

▽
�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

理
事
長

山
本
碩
�

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

会
長

菰
田
勇
司

▽
�
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

江
田
元
之

▽
�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

専
務
理
事

石
井
長
一

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会参

事

西
島
文
治

▽
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

専
務
理
事

杉
戸
雄
司

▽
�
埼
玉
県
物
産
観
光
協
会

常
務
理
事

山
本
忠
史

▽
�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務

所

所
長

神
山
哲
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

篠
原
保
夫

▽
�
２１
世
紀
職
業
財
団

埼
玉
事
務
所

所
長

小
島
富
男

▽
�独
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

埼
玉
セ
ン

タ
ー

統
括
所
長

徳
留
光
明

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長

上
條
正
仁

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長
兼
執
行
役
員

戸
所
邦
弘

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員

北
村
静
夫

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

吉
田

豊

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

平
岡
三
明

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員

吉
岡
善
治

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

小
林
義
信

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

西
村
浩
紀

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

猪
俣

章

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長飯

島
荘
衛

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

副
学
長

渋
谷
治
美

▽
埼
玉
大
学

地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

知
的
財
産
・
技
術
移
転
推
進
部
門
長

太
田
公
廣

▽
埼
玉
大
学

地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

准
教
授

木
下
裕
美

▽
埼
玉
大
学

事
務
局
参
事
役

小
林
裕
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学

学
長

神
本
武
征

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

井
上
佳
一

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

会
長

宮
本
重
雄

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合

会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉

会
長

小
林
直
哉

▽
全
労
済

埼
玉
県
本
部

理
事
長

片
山
修
三

▽
富
士
電
機
機
器
制
御
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長

佐
藤

宏

▽
�
埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

丸
山

晃

▽
�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
産
業
経
済
部
記
者

秋
谷
明
宣

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

岩
崎
勝
義

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
制
作
部
長

出
井
恭
一

▽
日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局
長

佐
野
謙
三

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

川
合

知

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

芦
内
秀
郎

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

久
保
田
浩

▽
産
経
新
聞
社

元
編
集
委
員

野
口
貢
一

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

来来
賓賓
にに
塩塩
川川
副副
知知
事事
らら
多多
士士
清清
々々

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
総
会
日
現
在
）

来
賓
の
皆
様

本
会
役
員

― ３ ―
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来
賓
祝
辞

塩
川
修
埼
玉
県
副
知
事

第
二
部
講
演
会

来
賓
祝
辞

高
原
一
郎
経
済
産
業
省
関

東
経
済
産
業
局
局
長

来
賓
祝
辞

宮
本
重
雄
日
本
労
働
組
合

総
連
合
埼
玉
県
連
合
会
会
長

総
会
前
控
室
で
の
記
念
撮
影

熱
心
に
耳
を
傾
け
る
会
員

講
演
会
講
師

加
藤
丈
夫
富
士
電
機
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
特
別
顧
問

― ４ ―



※
各
ご
役
職
名
は
総
会
当
日
の
も
の

組
織
拡
大
協
力
会
員
に

感
謝
状
・
記
念
品
の
贈
呈

パ
ー
テ
ィ
ー

乾
杯

星
野
進
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
会
長

講
演
謝
辞
並
び
に

第
一
部
・
第
二
部
閉
会
挨
拶

開
宴
の
辞

森
谷
文
昭
副
会
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
に

感
謝
状
・
記
念
品
の
贈
呈

パ
ー
テ
ィ
ー

閉
宴
の
辞

菊
池
勇
副
会
長

パ
ー
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
挨
拶

苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
局
長

― ５ ―



ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
加
藤
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
は
埼
玉
県
の
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆

さ
ん
に
、
お
話
す
る
機
会
を
得
ま
し
て
私
自
身
、

誠
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
講
演
の
テ
ー
マ
は
、「
成
熟
化
社
会
に

お
け
る
事
業
戦
略
―
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
後

の
勝
ち
残
り
作
戦
―
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
社

会
経
済
情
勢
を
ど
う
見
る
か
、
そ
し
て
そ
う
し
た

情
勢
下
で
、
わ
れ
わ
れ
経
営
者
は
ど
う
立
ち
向
か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
、
主
と
し
て
「
人
」
の
観
点
か
ら
、
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
の
現
状
と今

後
の
見
通
し

ま
ず
、
今
日
の
講
演
の
レ
ジ
ュ
メ
に

添
い
ま
し
て
、
今
の
経
済
情
勢
を
ど
う

見
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
、
皆
さ
ん
に
ご
説
明
す
る
ま

で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
八
か
月
前
に

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
世
界

経
済
が
大
混
乱
に
陥
っ
た
わ
け
で
す
が
、

ど
う
や
ら
昨
年
ま
で
に
全
体
の
経
済
の
縮
小
傾
向

は
終
わ
り
、
心
配
さ
れ
た
二
番
底
も
切
り
抜
け
ら

れ
そ
う
で
す
。

こ
こ
数
日
、
こ
の
三
月
期
決
算
が
一
斉
に
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
想
よ
り
も
い
い
結
果
に
な

っ
て
お
り
、
経
済
全
体
が
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
と
い
う
の
が
、
一
般
の
見
方
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
ど
う
も
こ

の
ま
ま
、
景
気
が
回
復
し
て
い
く
と
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

将
来
を
見
る
と
、
懸
念
材
料
が
多
く
、
む
し
ろ

今
の
停
滞
感
、
閉
塞
感
ム
ー
ド
か
ら
、
景
気
は
一

進
一
退
を
繰
り
返
す
状
況
が
こ
こ
し
ば
ら
く
続
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
経
営
者
の
一
般
的

な
見
方
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

レ
ジ
ュ
メ
に
も
、「
景
気
の
先
行
き
に
は
懸
念

材
料
が
多
く
、
企
業
は
引
き
続
き
当
面
の
収
益
確

保
に
注
力
」
と
書
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
三
月
期

決
算
が
良
く
な
っ
た
最
大
の
理
由
は
経
費
の
圧
縮
、

も
う
一
つ
は
思
い
の
ほ
か
中
国
な
ど
発
展
途
上
国

の
景
気
が
良
く
な
っ
て
、
輸
出
が
好
調
だ
っ
た
こ

と
。
そ
れ
に
国
内
で
は
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
、
環
境
対

策
に
対
す
る
政
府
の
補
助
が
か
な
り
手
厚
く
あ
っ

た
こ
と
。
こ
の
三
つ
が
増
益
の
要
因
で
あ
り
、
本

当
に
国
内
の
景
気
が
し
っ
か
り
と
し
た
回
復
基
調

に
入
っ
た
と
言
っ
て
い
る
経
営
者
は
、
ほ
と
ん
ど

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
先
行
き
の

懸
念
材
料
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
は
日
々
の
経
営
の
中
で
、
肌
で
感
じ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
懸
念
材
料
と
し
て
は
、
一
つ

は
デ
フ
レ
、
も
う
一
つ
は
円
高
が
上
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
、
デ
フ
レ
に
つ
い
て
で
す
が
、
デ
フ
レ
は
、

学
者
に
よ
る
と
今
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
も
う
二
〇
年
位
、
経
済
全
体

の
総
供
給
量
が
総
需
要
を
上
回
る
状
態
、
い
わ
ゆ

る
モ
ノ
余
り
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

現
実
に
今
モ
ノ
は
売
れ
な
い
↓
値
段
は
下
が
る
↓

雇
用
が
縮
小
す
る
↓
さ
ら
に
モ
ノ
が
売
れ
な
く
な

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
が
じ

り
じ
り
と
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
払
拭
で

き
な
い
限
り
、
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
景
気
が
回
復

し
た
と
い
う
実
感
が
持
て
な
い
の
で
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
懸
念
材
料
は
円
高
の
問
題
で
す
。

今
日
は
対
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
が
一
ド
ル
九
三
円

位
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
の
経
営
計
画
を

つ
く
る
に
あ
た
り
、
大
体
今
の
日
本
の
会
社
で
み

て
い
る
円
ド
ル
レ
ー
ト
は
、
一
ド
ル
九
〇
円
位
だ

定
時
総
会
特
別
講
演
要
旨

成
熟
化
社
会
に
お
け
る
事
業
戦
略

―
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
後
の

勝
ち
残
り
作
戦
―

富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
�
特
別
顧
問

加
藤

丈
夫

氏
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ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
九
〇
円
で
為
替
が

推
移
す
る
と
、
他
の
変
動
要
因
が
な
い
と
し
て
で

す
が
、
策
定
し
た
売
上
・
利
益
計
画
が
達
成
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
世
界
の
経
済
情
勢
次
第
で
、

八
〇
円
台
前
半
に
ま
で
円
高
が
進
む
と
、
恐
ら
く

二
〇
一
〇
年
度
の
利
益
計
画
は
半
分
、
或
い
は
全

部
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
位
の
影
響
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
申
し
上
げ
た
デ
フ
レ
と
円
高
と
い
う
二
つ
の

懸
念
材
料
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
ま
だ
は
っ
き

り
見
え
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
が
経
営
者
に
積
極

的
な
手
を
た
め
ら
わ
せ
て
い
る
、
大
き
な
原
因
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
世
界
経
済
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
見
通
し
が
不
透
明
な
こ
と
に
加

え
て
、
こ
こ
数
日
ギ
リ
シ
ャ
の
経
済
不
安
が
大
き

な
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ

Ｕ
と
も
に
経
済
的
な
混
乱
・
停
滞
が
続
く
も
の
と

見
込
ま
れ
ま
す
。
特
に
欧
州
経
済
は
こ
の
ま
ま
ユ

ー
ロ
圏
が
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
最

悪
の
観
測
も
出
て
お
り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
そ
の
も
の
が

壊
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ユ
ー
ロ
が
統
一

通
貨
と
し
て
維
持
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
言
う
人
さ
え
出
て
き
て
い
ま
す
。
欧
州
経
済
は

そ
ん
な
状
態
に
ま
で
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
世
界
経
済
情
勢
の
中
で
、
日
本
企
業

の
業
績
が
回
復
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
中

国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
経
済
成
長
に
大
き

く
依
存
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
。
上
海
万
博
が
終
わ
っ
た
後
、
ど
う
な
る
の

か
、
そ
ん
な
こ
と
が
懸
念
材
料
で
な
か
な
か
経
営

者
は
、
積
極
的
な
経
営
に
打
っ
て
出
ら
れ
な
い
の

が
現
状
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
不
況
感
は

な
か
な
か
拭
え
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ
の
レ
ジ
ュ

メ
の
二
番
目
に
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
現
在
の

日
本
経
済
は
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て

き
た
よ
う
な
、
景
気
循
環
の
谷
間
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
一
つ
の
新
し
い
社
会
に
変
わ
る
「
社
会
構

造
転
換
の
節
目
」
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
、
そ
う

し
た
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

い
ま
の
経
済
界
に
は
、
こ
う
し
た
認
識
で
、
こ

れ
か
ら
の
経
営
の
舵
取
り
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
見
方
を
す
る
人
が
、
か
な
り
増
え
て
参
り
ま
し

た
。社

会
構
造
転
換
の
要
因

次
に
社
会
構
造
転
換
の
要
因
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
四
つ
あ

る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
社
会
時
代
の
到
来
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
口
減

少
は
す
で
に
二
〇
〇
七
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
に
き
て
本
当
に
人
口
が
減
り
始
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
実
感
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
二

つ
目
は
環
境
重
視
社
会
の
実
現
、
三
つ
目
は
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
更
な
る
進
展
、
そ
し
て
四

つ
目
が
働
く
者
の
勤
労
価
値
観
に
大
き
な
変
化
が

起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
長
い
経
済
の
停
滞

を
通
じ
て
、
社
会
構
造
を
大
き
く
変
え
つ

つ
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
経

営
者
は
、
こ
う
し
た
社
会
構
造
の
変
化
に

積
極
的
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

一
番
目
の
本
格
的
な
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
表
１
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
の
表
は
何
度
も
御
覧
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
の
見
通
し
を
表
に
纏
め
て
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
二
〇
〇
九
年
と
、
二
〇
五
五
年
、

約
五
〇
年
後
の
人
口
動
態
を
比
較
し
た
も

の
で
す
が
、
平
均
寿
命
は
男
性
が
現
在
の
七
九
歳

に
対
し
、
五
〇
年
後
は
約
八
四
歳
に
な
り
、
女
性

は
現
在
八
六
歳
が
、
な
ん
と
九
〇
歳
を
超
え
ま
す
。

女
性
の
平
均
寿
命
が
九
〇
歳
を
超
え
る
社
会
を
想

像
す
る
と
、
少
々
心
配
に
な
り
ま
す
が
、
人
口
予

測
で
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
測
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
、
一
組
の
夫

婦
が
産
む
子
供
の
数
を
一
・
二
六
人
と
し
て
い
ま

す
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
人
口
が
今
の
水
準
を
キ

ー
プ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が

二
・
一
な
い
と
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
一
・
二
六
で

推
移
す
れ
ば
、
当
然
人
口
は
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
の
推
計
に
よ
り
ま
す
と
現
在
の
総
人
口
約
一
億

二
六
〇
〇
万
人
が
、
五
〇
年
後
に
は
九
〇
〇
〇
万

人
を
切
っ
て
、
八
九
〇
〇
万
人
台
に
な
る
。
比
率

で
は
現
在
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
、
約
七
〇
に
な
り
、

三
〇
％
も
人
口
が
減
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
題
な
の
は
、
そ
の
中
で
の
人
口
構
成
で
あ
り
、

十
四
歳
以
下
の
年
少
人
口
が
現
在
の
一
三
％
か
ら
、

五
〇
年
後
に
は
一
〇
％
を
切
っ
て
八
％
に
な
る
。

今
の
一
三
％
と
い
う
年
少
人
口
自
体
は
極
め
て
少

な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
が
一
〇
％
を
切
り
、
一
五

歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
実
際
に
国
の
富
を
つ
く
り

出
す
、
い
わ
ゆ
る
生
産
年
齢
人
口
が
現
在
の
六
四

〈表１〉人口減少と少子高齢化の見通し

２０５５年

８３．６７年

９０．３４年

１．２６

８９９３万人

（１００→７０．４）

８．３％

５１．１％

４０．６％
（３６４６万人）

１．２６人

（出典：国立人口問題研究所資料）

２００９．１０

７９．２９年

８６．０５年

１．２６→１．３７

１億２５８２万人

１３．４％

６３．６％

２３．０％
（２８８８万人）

２．７７人

平 均 寿 命 男 子

平 均 寿 命 女 子

合 計 特 殊 出 生 率

総 人 口

年 少（１４才以下）

生産年齢（１５～６４才）

老 年（６５才以上）

老年人口一人当たり生産人口

― ７ ―



％
か
ら
人
口
の
半
分
、
五
一
％
に
ま
で
減
少
し
ま

す
。
そ
し
て
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
が
現
在
の

二
三
％
か
ら
四
〇
％
に
な
り
、
総
人
口
が
三
割
減

る
中
で
、
老
年
人
口
は
逆
に
今
の
二
九
〇
〇
万
人

か
ら
三
六
〇
〇
万
人
に
ま
で
増
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
こ
で
生
産
年
齢
人
口
が
老
年
人
口

一
人
を
養
う
の
に
、
何
人
掛
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
み
る
と
、
現
在
は
約
三
人
で
一
人
を
支
え

て
い
る
の
に
対
し
て
、
五
〇
年
後
に
は
一
・
二
六

人
、
ほ
ぼ
一
対
一
で
支
え
る
関
係
に
な
っ
て
き
ま

す
。こ

の
こ
と
は
、
何
を
も
た
ら
す
の
か
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
容
易
に
想
像
で

き
る
の
は
、
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
、
国
の
活
力

が
低
下
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
下
が
っ
て
く
る
。
今
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
約
五
〇
〇
兆
円
で
す
が
、
こ
の
国
の
富
を

産
み
出
す
力
が
減
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
四
〇

〇
兆
円
と
か
、
そ
れ
を
切
る
事
態
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

国
の
富
が
減
れ
ば
、
今
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら

調
達
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
は
、
思
う
よ

う
に
買
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
か
ら
国
の
富
が
減
れ
ば
、
税
収
も
減
る

わ
け
で
、
国
や
地
方
自
治
体
が
や
っ
て
い
る
、
い

わ
ゆ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
く
る
。
教
育

で
あ
っ
た
り
、
福
祉
で
あ
っ
た
り
、
介
護
で
あ
っ

た
り
、
こ
う
い
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
も
低

下
し
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
番
問
題
な
の
は
や
は
り
年
金
で
す
。
今
は
い

わ
ゆ
る
賦
課
方
式
と
い
っ
て
、
世
代
間
で
負
担
し

合
い
、
若
い
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
保
険
料
で
、

高
齢
者
の
年
金
を
賄
い
、
そ
れ
が
循
環
し
て
い
く

と
い
う
形
で
、
年
金
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
三
人
で
一
人
を
養
う
と
い
う
時
代

さ
え
負
担
が
大
き
い
の
に
、
一
人
が
一
人
を
養
う

と
い
う
関
係
に
な
っ
た
ら
、
今
の
シ
ス
テ
ム
で
は

年
金
制
度
が
維
持
で
き
な
い
こ
と
は
確
実
で
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
と
い
う
こ
と

で
容
易
に
想
像
で
き
る
の
は
、
今
お
話
し
し
た
よ

う
な
こ
と
で
す
が
、
た
だ
問
題
な
の
は
こ
れ
は
五

〇
年
後
に
起
こ
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
既

に
日
本
の
各
地
で
こ
れ
と
同
じ
様
な
現
象
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
今
、
青
森
県
の
産
業
活
性
化
の
仕
事
の
お

手
伝
い
を
し
て
お
り
、
年
に
五
、
六
回
青
森
に
参

り
ま
し
て
、
青
森
県
の
経
営
者
協
会
の
皆
さ
ん
や

経
営
の
ト
ッ
プ
の
皆
さ
ん
た
ち
と
お
話
を
す
る
機

会
が
あ
る
の
で
す
が
、
例
え
ば
青
森
県
と
か
、
秋

田
県
な
ど
地
方
の
各
県
、
各
都
市
で
は
今
若
者
の

人
口
流
出
が
止
ま
ら
な
い
。
急
速
に
人
口
減
少
と

老
齢
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
っ
て
高

齢
化
が
進
行
す
る
と
、
経
済
が
停
滞
し
産
業
が
伸

び
な
い
。
そ
こ
で
ま
た
若
者
た
ち
が
外
に
出
て
い

く
。
こ
の
人
口
減
少
、
老
齢
化
の
悪
循
環
に
、
地

方
は
も
う
す
で
に
陥
っ
て
い
る
の
で
す
。
加
え
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
財
政
が
ひ
っ
迫
し
た
状
態
に
あ

る
。
今
こ
こ
で
五
〇
年
後
に
大
変
で
は
な
い
か
と

い
っ
て
い
る
こ
と
が
、
日
本
の
各
地
で
既
に
現
実

の
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
直
視
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
社
会
構
造
転
換
の
要
因
と
し
て
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

と
い
う
こ
と
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
、
政
治
の
世
界
で
も
、
経
済
界
で
も
一
番
大

き
い
問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
ま
ず
第
一
の
要
因
で
す
。

二
、
環
境
重
視
社
会
の
実
現

二
点
目
の
環
境
重
視
社
会
の
到
来
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
十
二
月
、
鳩
山

首
相
が
国
連
総
会
で
日
本
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
を
九
〇
年
比
で
二
五
％
削
減
す
る

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
、
各
国
の
喝
采
を
浴
び
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
経
団
連
を
始
め
経
済
界
の
人

た
ち
が
カ
ン
カ
ン
に
な
っ
て
怒
り
ま
し
た
。
特
に
、

鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
産
業
な

ど
の
ト
ッ
プ
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
定
着
す

る
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
に
工
場
を
つ
く
れ

な
い
。
外
に
出
て
い
く
。
日
本
の
雇
用
は
ま
す
ま

す
縮
小
し
、
経
済
は
停
滞
す
る
と
、
今
で
も
ず
っ

と
怒
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

た
だ
、
あ
の
時
の
首
相
発
言
は
日
本
は
二
五
％

削
減
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
世
界
各

国
の
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
…
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
が
、
前
提
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
、

二
五
％
の
数
字
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

た
だ
、
二
五
％
削
減
が
実
現
す
る
か
し
な
い
か

は
別
に
し
て
、
世
界
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
環

境
を
重
視
し
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
。
い
わ

ゆ
る
低
炭
素
化
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
の
は
、

も
う
流
れ
と
し
て
止
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
が
社
会
の
た
た
ず
ま
い
を
大
き
く

変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
会
社
経
営
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ

が
造
っ
て
い
る
製
品
も
環
境
重
視
型
に
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
が
使
っ
て
い
る
オ

フ
ィ
ス
、
工
場
も
環
境
重
視
型
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
家
庭

生
活
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
環
境

重
視
と
い
う
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
、
社
会
構
造

全
体
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
で
も

う
少
し
お
話
し
ま
す
。

三
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

更
な
る
進
展

三
点
目
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

つ
い
て
は
、
も
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
あ
ま
り

お
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
め
て
近
年

は
Ｉ
Ｔ
の
発
展
に
伴
っ
て
世
界
が
小
さ
く
な
り
、

そ
し
て
世
界
基
準
で
物
事
を
考
え
な
け
れ
ば
、
経

済
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

か
な
り
前
に
円
高
不
況
に
襲
わ
れ
た
時
、
私
が

い
た
電
機
産
業
で
も
、
こ
れ
で
は
も
う
日
本
で
は

モ
ノ
を
造
れ
な
い
と
考
え
、
海
外
に
ど
ん
ど
ん
工

場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
空
洞
化
す
る
ば
か
り
だ
と

心
配
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
も
う
二
〇
年
以
上
前
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の
こ
と
で
し
た
が
、
結
果
と
し
て
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
は
壊
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
何
故
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
当
時
モ
ノ

づ
く
り
に
取
組
み
は
じ
め
た
中
国
を
は
じ
め
、
新

興
国
の
賃
金
は
日
本
労
働
者
の
三
〇
分
の
一
と
か
、

ち
ょ
っ
と
地
方
へ
い
く
と
五
〇
分
の
一
く
ら
い
で

し
た
。
そ
こ
で
家
電
製
品
や
、
自
転
車
、
オ
ー
ト

バ
イ
を
造
り
始
め
た
の
で
す
が
、
賃
金
で
大
き
な

差
が
あ
っ
て
も
日
本
が
揺
る
が
な
か
っ
た
の
は
、

こ
の
賃
金
格
差
を
埋
め
る
だ
け
の
品
質
格
差
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
日
本
の
製
品
は
そ
の
価
格
水
準

で
国
際
的
に
競
争
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
〇
年
位
経
っ
て
み
る
と
、
今
新
興

国
で
つ
く
っ
て
い
る
家
電
製
品
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
、

わ
れ
わ
れ
が
よ
く
使
う
耐
久
消
費
財
の
品
質
は
日

本
と
殆
ど
差
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
じ
に
な
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
賃
金
は
だ
い
ぶ
上
が

っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
ま
だ

一
〇
分
の
一
と
か
、
五
分
の
一
。

日
本
企
業
は
、
今
は
こ
う
し
た

状
態
で
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
か
つ
て
わ
れ
わ
れ

が
円
高
で
国
内
製
造
業
が
空
洞

化
す
る
と
大
騒
ぎ
を
し
ま
し
た

が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
よ
り
、
そ
れ
を
は
る

か
に
上
回
る
影
響
が
今
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
い
ま
国

内
で
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
は
ま

っ
た
く
造
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
と
い
え
ば
今
は
い

わ
ゆ
る
薄
型
・
大
型
の
高
級
テ

レ
ビ
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
恐
ら
く
近
い
う
ち
に
中

国
な
ど
新
興
国
に
生
産
が
移
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
白
物
家
電
は
既
に
殆

ど
、
日
本
で
は
造
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
製
品
の
構

造
も
ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
わ
れ

わ
れ
の
身
の
周
り
に
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る

こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
の
経
営
の
中
で
実
感
し

て
お
ら
れ
る
通
り
で
す
。

も
う
一
つ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
言

っ
て
お
き
ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
会
社
の
決
算
、
経

営
に
つ
い
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
（
国
際
会
計
基
準
）
へ
の

コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（
収
斂
）
あ
る
い
は
ア
ド
プ

シ
ョ
ン
（
適
用
）
の
観
点
か
ら
企
業
会
計
基
準
が

順
次
変
更
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
導

入
可
否
に
つ
い
て
大
議
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
変
更
さ
れ
た
会
計
基
準
の
中
に
は
、
企
業

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
が
相
当
あ
り

ま
す
。

例
え
ば
、
そ
の
一
つ
に
退
職
給
付
会
計
の
導
入

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
は
、
退
職
一

時
金
と
退
職
年
金
を
包
括
し
て
企
業
の
債
務
と
し

て
認
識
し
、
退
職
給
付
債
務
と
年
金
資
産
等
と
の

差
額
（
積
立
不
足
）
を
貸
借
対
照
表
に
退
職
給
付

引
当
金
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
会
計
基
準
の
変
更
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
モ
ノ
づ
く
り
で
一
所
懸
命
苦
労
し
て
や

っ
と
ク
ロ
に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
会
計
の
ル
ー

ル
変
更
に
よ
り
、
大
幅
な
赤
字
を
計
上
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
も
っ
と
身
近
な
例
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

業
績
の
四
半
期
開
示
の
ル
ー
ル
で
す
。
多
く
の
日

本
の
会
社
は
、
年
度
末
主
義
で
し
た
か
ら
、
年
初

は
殆
ど
売
上
も
立
た
な
い
し
、
利
益
も
真
っ
赤
で
、

年
度
末
に
一
挙
に
売
上
を
纏
め
て
、
利
益
の
大
半

を
三
月
末
に
計
上
す
る
。
こ
れ
が
当
た
り
前
の
こ

と
で
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
四
半
期
単

位
で
売
上
や
利
益
を
開
示
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
、
か
な
り
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
日
本
の
経
営
は
、
短
期
的
な
利
益
よ

り
、
長
期
的
な
利
益
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
従
業
員
の
た
め
で
も
あ
る
し
、
株
主
の
た

め
で
も
あ
る
と
い
う
考
え
で
や
っ
て
き
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
四
半
期
単
位
、
一
年
単
位
で
利
益

を
厳
し
く
追
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ど
う
し

て
も
経
営
者
は
長
期
的
な
目
で
、
考
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
割
合
短
期
的
な
こ
と
で
、
物
事

を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
も
お
話
し
し
た
国
際
会

計
基
準
導
入
に
向
け
て
の
様
々
な
会
計
ル
ー
ル
変

更
も
あ
る
意
味
で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
に
伴
う
も
の
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

四
、
働
く
者
の
勤
労
価
値
観
の
変
化

―
「
個
」
の
時
代

最
後
の
四
点
目
が
、
働
く
者
の
勤
労
価
値
観
の

変
化
で
す
。
こ
れ
は
言
い
だ
す
と
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
後
の
人
事
管
理
の
話
で
も
出
て
き
ま
す
の

で
、
簡
単
に
お
話
し
ま
す
が
、
一
言
で
言
え
ば
、

「
個
」
の
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
働

く
人
一
人
ひ
と
り
が
自
己
主
張
を
し
、
自
己
実
現

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
も
情
報
化
の
進
展
で
、

講
演
風
景
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周
り
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
自
分

と
周
り
と
の
比
較
が
よ
く
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
一
人
ひ
と
り
の
希
望
も
膨
ら
む
し
、

希
望
が
叶
え
ら
れ
な
っ
た
時
の
挫
折
感
、
失
望
感

も
大
き
く
な
る
。
こ
の
こ
と
が
い
ま
働
く
人
た
ち

の
間
の
勤
労
意
識
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
の
で

す
。一

昔
前
、
私
も
人
事
部
長
な
ど
で
採
用
活
動
を

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
学
生
に
採
用
面
接
を
し
て
、

君
は
何
を
や
り
た
い
と
聞
く
と
、「
会
社
に
お
任

せ
致
し
ま
す
」。
ど
こ
に
勤
め
た
い
と
聞
く
と「
会

社
に
お
任
せ
致
し
ま
す
」。
元
気
で
何
で
も
や
り

ま
す
と
い
う
学
生
が
、
一
番
い
い
人
材
だ
っ
た
。

体
育
会
系
で
会
社
の
言
う
こ
と
を
何
で
も
聞
き
、

あ
ま
り
自
分
を
主
張
し
な
い
人
が
、
会
社
に
と
っ

て
は
都
合
の
い
い
人
で
、
そ
れ
を
一
所
懸
命
採
用

し
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
学
生
は
入
社
面
接
の
時
か
ら

私
は
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
。
こ
う
い
う
こ

と
を
や
る
た
め
に
こ
の
会
社
を
志
望
し
た
。
勤
務

地
は
こ
こ
で
や
ら
せ
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
出
来
な

け
れ
ば
、
別
の
会
社
に
行
く
と
、
は
っ
き
り
言
う

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に

い
い
こ
と
だ
と
は
思
う
の
で
す
が
、
会
社
の
経
営

に
と
っ
て
は
、
そ
う
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
主
張

を
持
っ
た
人
た
ち
が
沢
山
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
を
纏
め
る
管
理
が
ま
す
ま
す
難
し
く

な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
働

く
者
の
価
値
観
の
変
化
は
、
会
社
を
そ
し
て
社
会

を
大
き
く
変
え
る
一
つ
の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
企
業
の
事
業
戦
略

次
は
、
今
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
た
四
つ
の
大
き

な
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
戦
略
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
幾
つ
か
を
レ
ジ
ュ
メ
に

記
載
し
た
の
で
、
こ
れ
に
沿
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
企
業
経
営
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
で
す

が
、
こ
れ
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
か
つ
不
透
明
で

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
当
面
の
収
益

確
保
に
注
力
す
る
と
同
時
に
、
今
申
し
上
げ
た
よ

う
な
社
会
構
造
転
換
へ
の
対
応
と
い
う
両
面
作
戦
、

い
わ
ば
耐
え
る
こ
と
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の

両
方
を
、
並
行
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
と
し
て
今
ま
で
あ

ま
り
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
難
し
い
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
で
、
率
直
に
言
え
ば
、
企
業
は
こ

れ
か
ら
も
リ
ス
ト
ラ
を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

雇
用
問
題
と
い
う
の
は
、
そ
う
簡
単
に
は
解
決
で

き
な
い
。
も
し
か
す
る
と
雇
用
環
境
は
、
全
体
と

し
て
は
今
よ
り
も
悪
く
な
っ
て
い
く
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

現
在
、
完
全
失
業
率
は
五
％
前
後
で
、
一
年
前

に
く
ら
べ
少
し
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
注
目

す
べ
き
指
標
は
労
働
力
人
口
比
率
だ
と
思
い
ま
す
。

一
五
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
就
業
者
人
口
の
割
合

を
「
労
働
力
人
口
比
率
」
と
い
い
ま
す
が
、
最
近

の
調
査
で
、
平
成
二
一
年
度
の
労
働
力
人
口
比
率

が
初
め
て
六
〇
％
を
切
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
新

聞
等
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
職
を
失
っ
た
人
が
職
を
探
さ
ず
に
、
そ

の
ま
ま
家
に
籠
っ
て
い
る
人
た
ち
が
四
〇
％
を
超

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
こ
の
数
字
は
年
々
悪
化
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
問
題
な
の
は
新
卒
の
就
職
率
で
、
今

年
四
月
に
入
社
し
た
大
卒
の
就
職
率
は
約
九
〇
％
。

一
割
近
い
人
た
ち
が
、
卒
業
と
同
時
に
就
職
出
来

な
か
っ
た
。
高
校
生
も
約
八
五
％
と
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
し
た
。
就
職
氷
河
期
の
再
来
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
卒
の
就
職
事
情
は
多
分
、

来
年
も
急
速
に
は
好
転
し
な
い
。
そ
う
い
う
事
態

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
後
で
少
し
お
話
し
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
の
わ
れ
わ
れ

の
経
営
は
当
面
、
ま
ず
は
収
益
確
保
で
あ
り
、
こ

の
三
月
期
に
ち
ょ
っ
と
よ
く
な
っ
た
状
態
を
、
更

に
増
収
・
増
益
レ
ベ
ル
に
持
っ
て
い
く
こ
と
に
注

力
す
る
と
同
時
に
、
必
ず
到
来
す
る
社
会
構
造
転

換
へ
の
対
応
と
い
う
両
面
作
戦
の
姿
勢
を
と
る
と

い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
戦
略
を
考
え
る
上

で
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

一
、
社
会
構
造
の
転
換
に
対
応
し
た

事
業
戦
略

そ
し
て
、
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
事
業

戦
略
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一
言
で
い
え
ば
新
し

い
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
で
す
。
そ
れ
は
企
業
に
と

っ
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

先
程
、
鳩
山
首
相
の
温
暖
化
ガ
ス
二
五
％
削
減

と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
が
、
怒
る
産
業
も
あ

る
が
電
機
産
業
に
と
っ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
増
え
る
可
能
性
が
高
い
。一
つ
は
省
エ
ネ
機
器
・

省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
。
そ
れ
か
ら
石
油
や
石

炭
な
ど
の
化
石
燃
料
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
な
ど
で
す
。
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
造

の
転
換
を
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て

い
く
か
が
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
一
つ
の
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

お
手
元
の
レ
ジ
ュ
メ
に
、
ま
ず
、「
環
境
重
視
、

低
炭
素
社
会
へ
の
対
応
」
と
い
う
こ
と
で
省
エ
ネ
、

新
エ
ネ
に
関
す
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
電

気
自
動
車
、
風
力
発
電
、
燃
料
電
池
、
太
陽
電
池
、

そ
し
て
い
ま
話
題
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
等
々
を

あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
急
速
に
普
及
し

て
い
く
に
違
い
な
い
で
す
し
、
環
境
重
視
、
低
炭

素
社
会
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

次
に
「
安
心
・
安
全
社
会
へ
の
対
応
」
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
安
心
・
安
全
社
会
の

実
現
へ
向
け
て
の
取
組
み
が
益
々
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
水
や
空

気
の
浄
化
設
備
・
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
そ
れ
か
ら

安
全
な
国
産
農
産
物
の
生
産
・
供
給
シ
ス
テ
ム
の

充
実
な
ど
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

続
い
て
「
長
寿
社
会
へ
の
対
応
」
で
す
が
、
こ

の
テ
ー
マ
も
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
重
要
な

課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
元
気
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な
高
齢
者
向
け
に
は
旅
行
と
か
、
教
養
に
関
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
れ
か
ら
ア
パ
レ
ル
に
関
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
も
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
急
増
し
ま
す
こ
と
か
ら
、

介
護
・
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
市
場
が
拡
大
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

第
四
は
、「
知
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
」
で

す
。
日
本
は
現
在
成
熟
化
社
会
に
向
か
っ
て
お
り
、

「
知
」
の
重
要
性
、
活
用
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
知
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
観
光
、
食
文
化
、
ア
ニ

メ
、
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
等
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
承
知
の
よ
う
に
今
日
本
の
ア
ニ
メ
は
、

世
界
で
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
新

し
く
出
た
本
を
買
っ
て
読
み
ま
し
た
ら
、
自
動
車
、

家
電
に
次
い
で
日
本
が
世
界
に
発
展
す
る
産
業
は

ア
ニ
メ
だ
と
出
て
い
ま
し
た
。
自
動
車
の
次
が
漫

画
？
。
ち
ょ
っ
と
首
を
傾
げ
た
く
な
り
ま
す
が
、

そ
う
み
て
い
る
人
も
多
い
の
で
す
。

去
年
の
夏
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
を
訪
ね
た
際
、

駐
在
大
使
に
市
内
の
高
校
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

生
徒
た
ち
と
話
を
し
ま
し
た
。
日
本
の
何
が
好
き

か
？
と
聞
く
と
、
一
斉
に
ア
ニ
メ
と
答
え
、
更
に

ア
ニ
メ
の
中
で
も
何
が
好
き
か
と
聞
く
と
、『
ド

ラ
え
も
ん
』
が
一
番
人
気
で
し
た
。
ド
ラ
え
も
ん

は
毎
日
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
意
地
悪
を
し
て
、
作
者
の
名

前
を
尋
ね
る
と
高
校
生
た
ち
が
一
斉
に
藤
子
不
二

雄
と
い
う
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
位
タ
イ
で

は
日
本
の
ア
ニ
メ
が
浸
透
し
て
い
る
の
で
す
。
海

外
旅
行
を
さ
れ
た
方
は
、
ご
承
知
と
思
い
ま
す
が

世
界
殆
ど
の
国
で
夕
方
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
必

ず
日
本
の
ア
ニ
メ
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
、
中
国
で
北
京
大
学
と
清
華
大

学
の
学
生
た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
若
者
た
ち
の
間
で
は
、
驚

く
ほ
ど
日
本
語
学
習
熱
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

何
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
の
か
と
質
問
す
る
と
、

日
本
語
で
漫
画
を
読
み
た
い
と
か
、
日
本
語
で
ポ

ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
唄
い
た
い
、
日
本
語
の
小

説
が
読
み
た
い
と
い
う
の
が
動
機
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
日
本
の
小
説
で
は
、「
村
上
春
樹
」「
渡

辺
淳
一
」
な
ど
が
、
中
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
て
い
ま
す
。

意
外
に
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
ま
り
気
の
つ
か
な
い

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
「
知
」「
文
化
」
は
世
界
中

に
相
当
浸
透
し
て
い
る
の
で
す
。
恐
ら
く
こ
れ
か

ら
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
一
つ
に
な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

最
後
は
「
地
方
の
活
性
化
へ
の
対
応
」
に
つ
い

て
で
す
。
社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

い
ま
盛
ん
に
い
わ
れ
て
い
る
地
方
の
活
性
化
に
、

ど
う
取
組
む
か
と
い
う
問
題
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
い
ま
述
べ
た
一
つ
ひ
と
つ
を

ど
う
具
体
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
去
年

の
一
二
月
に
民
主
党
が
新
成
長
戦
略
を
発
表
し
ま

し
た
。
大
体
こ
の
レ
ジ
ュ
メ
と
同
じ
こ
と
が
書
い

て
あ
る
の
で
す
が
、
六
月
に
は
新
成
長
戦
略
の
具

体
策
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
進

む
べ
き
道
標
に
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
の
批
判
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
問
題
な
の
は
そ
の
戦
略
を
誰
が
や
る
の
か
。

そ
の
財
源
は
ど
う
用
意
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

れ
か
ら
日
本
の
社
会
構
造
が
変
わ
っ
て
、
新

し
い
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
時
に
、
そ
の
成
長

の
担
い
手
は
誰
な
の
か
、
そ
れ
を
賄
う
資
金
は
、

ど
こ
か
ら
持
っ
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

な
の
で
す
。
そ
の
こ
と
考
え
な
い
と
、
こ
う
い
う

話
は
絵
に
描
い
た
モ
チ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
こ
れ
は
や
や
我
田
引
水
の
話
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
私
は
や
は
り
民
が
や
ら
な
け
れ
ば
ダ

メ
だ
と
思
い
ま
す
。
各
地
域
で
会
社
が
元
気
に
な

ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
、
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
新
し
い
事
業
モ
デ
ル
を
策
定
し
、
そ
し
て
会
社

が
自
分
の
力
で
そ
の
事
業
を
立
ち
上
げ
る
。
こ
の

こ
と
以
外
に
地
方
の
活
性
化
を
図
る
方
法
は
あ
り

得
な
い
と
考
え
ま
す
。

い
ま
新
し
く
で
き
た
二
〇
一
〇
年
度
の
国
家
予

算
は
ご
承
知
の
通
り
、
総
額
が
九
二
兆
円
で
税
収

が
三
七
兆
円
し
か
な
い
。
そ
の
間
を
埋
め
る
国
債

が
四
四
兆
円
で
す
。
さ
ら
に
足
り
な
い
分
は
埋
蔵

金
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
家
計
で
考

え
て
み
る
と
、
三
七
〇
万
円
の
年
収
の
人
が
子
供

の
教
育
費
、
老
父
母
の
介
護
費
等
で
九
二
〇
万
円

の
支
出
計
画
を
組
み
、
う
ち
四
四
〇
万
円
を
借
金

し
た
。
し
か
も
借
金
が
一
億
円
近
く
あ
る
。
こ
う

し
た
家
計
状
態
を
続
け
な
が
ら
、
こ
の
成
長
戦
略

を
や
れ
ま
す
か
と
い
う
話
で
す
。

答
え
か
ら
い
う
と
、
政
府
依
存
で
は
無
理
で
、

私
は
こ
れ
こ
そ
企
業
が
元
気
を
出
し
企
業
の
力
、

民
間
の
力
を
中
心
に
し
て
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。
以
上
が
社
会
構
造
の

転
換
に
対
応
し
た
事
業
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

二
、
こ
れ
か
ら
の
人
材
戦
略

次
に
お
話
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
人
材
戦
略
と

い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
社
会
構

造
の
転
換
と
い
う
大
き
な
変
化
の
中
で
、
人
の
問

題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
大
き
く
三
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
へ
に
対
応

一
番
目
は
、
先
程
来
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
結
論
か

ら
言
え
ば
、
雇
用
延
長
を
し
て
出
来
る
だ
け
長
く

働
い
て
貰
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
は
六
〇
歳
定
年
が
定
着
し
、
再
雇
用
や
嘱

託
な
ど
の
形
で
、
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
が
何
と
か

維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
六
〇
―
六
五
歳
ま
で
の
高

齢
者
の
雇
用
に
は
か
な
り
不
安
定
な
面
が
あ
る
と

い
う
の
が
実
態
で
す
。

た
だ
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を

考
え
る
と
、
あ
と
五
―
一
〇
年
後
は
必
ず
労
働
力

不
足
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
若
者
の
数
が
減
り
、

人
口
が
減
り
ま
す
か
ら
、
企
業
は
、
近
い
将
来
労

働
力
不
足
と
い
う
事
態
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
こ
と
を
今
か
ら
考
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
国
の
労
働
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
、

七
〇
歳
ま
で
の
雇
用
を
確
保
し
て
、
そ
の
後
は
元
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気
で
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
幾
つ
に
な
っ
て
も
働
け

る
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
も
労
働
政
策
審
議
会
で
政
策
の
立
案
に

参
画
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
「
今
リ
ス

ト
ラ
を
や
っ
て
い
る
の
に
、
幾
つ
に
な
っ
て
も
働

け
る
社
会
と
い
う
の
を
打
ち
出
す
の
は
、
如
何
な

も
の
か
。
ち
ょ
っ
と
先
走
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
五
年
と
か
一
〇
年
の

単
位
で
考
え
る
と
や
は
り
、
そ
う
い
う
方
向
に
向

か
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
企
業
は
ど
れ
だ
け
人
を
長
く
、
大
事
に
働
か
せ

ら
れ
る
か
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
口
に
雇
用
の
延
長
、
長
く
働
け
る
社
会
を

つ
く
ろ
う
と
い
っ
て
も
、
現
実
に
は
、
企
業
に
と

っ
て
解
決
す
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
手
元
の
資
料
の
図
１
、「
日
本
企
業
に
お
け

る
報
酬
と
成
果
の
相
関
」
と
い
う
グ
ラ
フ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
、
ご
承
知
の
通
り
で

す
が
、
日
本
の
賃
金
制
度
は
こ
の
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
、
横
軸
に
年
齢
、
縦
軸
に
報
酬
と
成
果
を
記
す

と
、
若
い
う
ち
は
仕
事
の
成
果
に
比
べ
て
給
料
が

低
い
。
あ
る
時
点
か
ら
給
料
が
高
く
て
仕
事
の
成

果
は
落
ち
て
く
る
。
常
に
仕
事
と
報
酬
の
間
で
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
れ
が
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
成
果
と
報
酬

は
イ
ー
ブ
ン
と
な
る
。
こ
れ
が
日
本
の
賃
金
制
度

の
基
本
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

近
年
は
成
果
主
義
と
か
、
実
力
主
義
な
ど
が
入

っ
て
き
て
賃
金
制
度
に
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
の
企
業
の
給
与
パ
タ
ー

ン
は
こ
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。
従
っ

て
今
定
年
延
長
し
、
雇
用
を
延
ば
す
と
な
る
と
こ

の
�
の
ギ
ャ
ッ
プ
部
分
が
更
に
拡
大
す
る
。
そ
し

て
、
人
件
費
負
担
が
増
え
る
。
だ
か
ら
企
業
が
踏

み
切
れ
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

高
齢
者
雇
用
は
�
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
縮
め
る

か
と
同
時
に
、
成
人
病
対
策
や
職
場
の
照
明
、
工

場
で
は
重
量
物
の
運
搬
、
管
理
の
仕
組
み
等
々
会

社
の
管
理
の
仕
方
、
職
場
環
境
の
在
り
方
も
全
く

変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
の
�
の
部
分
を
一
挙
に
点
線
部
分

に
く
っ
付
け
て
し
ま
え
ば
、
働
く
人
に
と
っ
て
は

若
い
時
に
我
慢
し
て
い
た
の
に
、
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
急
に
線
を
合
わ
さ
れ
た
ら
、
一
生
損

を
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
高
齢
者
雇
用
を
進
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
�
と
�
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
両
方
を
埋
め

る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
、
そ
こ
が
難
し
い
と
こ

ろ
な
の
で
す
。
し
か
も
日
本
の
場
合
、
最
後
に
定

年
退
職
一
時
金
が
あ
る
。
月
額
報
酬
の
二
〇
カ
月

―
三
〇
カ
月
分
の
一
時
金
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
決
し
な

い
と
、
本
当
の
意
味
で
の
高
齢
者
雇
用
は
実
現
出

来
な
い
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
こ
れ
は
心
理
的
問
題
と

し
て
私
な
ど
も
経
験
が
あ
る
で
す
が
、
か
な
り
割

り
切
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
年
長
者
を
部
下
と
し

て
は
使
い
難
い
。
職
制
は
ど
ん
ど
ん
若
返
っ
た
方

が
い
い
。
雇
用
は
延
長
す
る
。
そ
う
な
る
と
ど
う

し
て
も
自
分
よ
り
年
上
の
部
下
を
多
く
使
う
職
場

が
出
て
き
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
感
情
と
し
て
は

で
き
れ
ば
若
い
人
に
変
わ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

今
公
務
員
制
度
改
革
な
ど
で
肩
た
た
き
を
や
め

よ
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
公
務
員
も
民
間

と
同
じ
で
な
か
な
進
ま
な
い
の
で
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
日
本
の
職
場
の
風
土
か
ら
、

賃
金
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
職
場
環
境
か
ら
、
そ
う
い

う
も
の
を
全
部
ひ
っ
く
る
め
て
、
雇
用
延
長
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、

本
当
に
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

�
多
様
な
価
値
観

を
生
か
す
雇
用

対
策

二
番
目
は
、
多

様
な
価
値
観
を
生

か
す
雇
用
対
策
と

い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
働
く
者

の
ニ
ー
ズ
を
生
か

し
た
雇
用
・
就
労

形
態
の
多
様
化
の

推
進
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
資
料

の
表
２
、
雇
用
形

態
別
雇
用
者
数
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
体
の
雇
用
者
が

約
五
〇
〇
〇
万
人
。

こ
れ
を
正
規
雇
用

と
非
正
規
雇
用
を

分
け
る
と
正
規
雇

用
が
六
六
％
で
、

い
わ
ゆ
る
非
正
規

雇
用
者
が
全
就
業

者
の
三
四
％
と
三

分
の
一
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
非
正
規
雇
用
者

の
数
は
こ
の
一
〇
年
間
で
急
速
に
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
の
内
訳
を
見
る
と
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派

遣
、
そ
の
他
で
す
が
、
こ
れ
は
直
近
の
数
字
を
取

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
年
前
に
比
べ
派
遣
の
数
は

か
な
り
減
っ
て
い
ま
す
。

〈図１〉日本企業における報酬と成果の相関

〈表２〉雇用形態別雇用者数

その他

４６０

１０％

派遣

１０８

２％

アルバイト

３３１

６％

パート

８２１

１６％

非正規
雇用者

１７２１

３４％

正 規
雇用者

３３８０

６６％

雇用者
合計（万人）

５１０２

１００％

―１２―



こ
の
数
字
を
ど
う
見
る
か
で
す
が
、
近
年
会
社

は
仕
事
量
が
増
え
た
時
に
、
費
用
の
面
で
負
担
の

重
い
正
規
社
員
を
採
用
せ
ず
に
、
非
正
規
社
員
で

埋
め
て
い
き
、
立
場
の
不
安
定
な
非
正
規
社
員
が

急
増
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
ひ
ど
い
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
率
直
に
言
っ

て
私
は
急
速
に
三
分
の
一
に
な
っ
た
と
い
う
の
は

少
し
や
り
過
ぎ
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
基
本
的
に
は
こ
れ
か
ら
も
雇
用
形
態
、

就
労
形
態
の
多
様
化
は
ど
ん
ど
ん
進
む
し
、
そ
れ

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
、
会
社
の
雇
用
政

策
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

い
ま
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
一
〇
〇
〇
万
人

以
上
い
る
わ
け
で
す
が
、
私
が
承
知
し
て
い
る
限

り
で
は
本
当
は
正
社
員
に
な
り
た
い
が
、
そ
の
道

が
開
け
ず
、
止
む
を
得
ず
非
正
規
で
留
ま
っ
て
い

る
人
が
全
体
の
約
半
分
、
後
の
半
分
の
人
た
ち
は

自
分
か
ら
進
ん
で
い
ろ
ん
な
働
き
方
を
選
ぶ
。
そ

れ
は
ご
主
人
が
働
い
て
い
て
自
分
は
補
助
的
に
パ

ー
ト
で
働
け
ば
い
い
。
そ
れ
か
ら
時
間
も
フ
ル
タ

イ
ム
よ
り
は
短
い
方
が
働
き
易
い
。
そ
う
い
う
幾

つ
か
の
働
き
方
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
働
く
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
は
ど
ん
ど
ん
多
様
化
し

ま
す
か
ら
、
様
々
な
働
き
方
を
選
ぶ
人
た
ち
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
こ
れ

か
ら
は
在
宅
勤
務
に
し
た
い
。
子
供
も
い
る
し
、

出
来
れ
ば
家
に
近
い
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
。
子
供

が
大
き
く
な
る
ま
で
、
で
き
る
だ
け
短
時
間
勤
務

で
働
き
た
い
、
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
れ
か
ら
学

校
に
も
行
き
た
い
。
自
己
実
現
の
た
め
に
い
ろ
ん

な
こ
と
も
や
り
た
い
。
そ
う
い
う
多
様
な
働
き
方

に
関
し
て
、
経
営
側
が
出
来
る
だ
け
多
く
の
選
択

肢
を
用
意
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

問
題
な
の
は
現
在
国
会
で
法
案
の
審
議
が
行
わ

れ
て
い
る
派
遣
法
の
改
正
で
す
。
登
録
型
派
遣
の

禁
止
、
製
造
業
へ
の
派
遣
禁
止
等
が
そ
の
柱
で
す

が
、
こ
れ
が
施
行
さ
れ
れ
ば
、
会
社
は
登
録
型
派

遣
・
製
造
業
派
遣
の
採
用
を
止
め
る
で
し
ょ
う
し
、

派
遣
で
働
き
た
い
と
い
う
人
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
一
方

的
な
派
遣
切
り
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す

が
、
こ
の
解
決
は
、
法
規
制
よ
り
、
企
業
が
自
分

で
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

先
程
、
非
正
規
雇
用
が
急
速
に
三
分
の
一
に
な

っ
た
の
は
、
や
り
過
ぎ
だ
と
い
う
お
話
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
非
正
規
雇
用
者
処
遇
の
問
題
で
す
。
パ
ー
ト

と
か
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
く
人
た
ち
は
契
約
の
内

容
か
ら
、
身
分
は
不
安
定
だ
し
、
給
料
が
他
の
人

に
比
べ
て
低
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

会
社
の
中
で
責
任
は
軽
い
。
自
分
の
都
合
に
よ
っ

て
仕
事
の
調
整
も
出
来
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
承

知
し
て
入
っ
て
く
る
人
が
多
い
の
で
す
。

し
か
し
、
入
社
し
て
び
っ
く
り
す
る
の
は
自
分

よ
り
も
仕
事
が
出
来
な
い
。
真
面
目
に
働
か
な
い

人
が
正
社
員
と
い
う
名
前
だ
け
で
、
自
分
の
倍
も

給
料
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
対
し
て
怒
り

を
感
ず
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
春
闘
な
ど
、
い
ろ

ん
な
職
場
の
会
議
・
会
合
が
あ
る
。
そ
の
時
に
正

社
員
、
組
合
員
の
人
は
非
正
規
雇
用
の
人
た
ち
に

留
守
番
を
さ
せ
て
席
を
外
し
て
し
ま
う
。
或
い
は

社
内
会
議
の
時
も
正
社
員
だ
け
が
出
席
し
、
非
社

員
は
や
は
り
机
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
賃
金
の
格
差
と
か
、
職
場
参
加
と
か

に
対
す
る
不
公
平
感
が
非
正
規
雇
用
の
問
題
を
大

き
く
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
が
、
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
契
約

社
員
の
雇
い
止
め
、
派
遣
切
り
な
ど
に
対
し
て
起

こ
っ
た
問
題
は
、
雇
用
形
態
よ
り
も
、
今
お
話
し

し
た
よ
う
な
こ
と
に
対
す
る
会
社
の
対
応
と
か
、

配
慮
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
社
員
の
格
差
問
題
は
、

ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
が
本
質
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
働
き
方
で
問
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
長
時
間
労
働
の
問
題
で
す
。

全
体
の
仕
事
量
が
減
少
し
、
リ
ス
ト
ラ
も
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
特
定
の
人
、
特
定
の
職

場
の
長
時
間
労
働
は
、
ま
だ
余
り
減
っ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

確
か
に
こ
れ
は
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
よ
く
考
え
て
見
る
と
単
に
長
時
間
労
働

に
罰
則
的
な
割
増
を
つ
け
る
と
か
い
う
こ
と
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
自
身
も
経
験
が
あ
る
こ
と
で

す
が
、
日
本
の
職
場
は
集
団
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
か
ら
自
分
だ
け
早
く
帰
る
、
自
分
の
都
合
で
時

間
を
調
整
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
た
が
ら
な
い

と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
若
い
人
た

ち
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
自
分
の

都
合
よ
り
も
や
は
り
会
社
の
仕
事
を
優
先
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
日
本
の
職

場
で
本
当
の
プ
ロ
の
養
成
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、

あ
る
特
定
の
職
場
、
あ
る
特
定
の
人
に
負
荷
が
か

か
っ
た
時
に
、
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
い
な
い
。
そ

う
い
う
こ
と
の
積
み
重
ね
で
、
長
時
間
労
働
は
な

か
な
か
解
決
し
な
い
ま
ま
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

去
年
も
今
年
も
春
闘
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
雇
用

確
保
の
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
や
ろ
う

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
生
産
性
本
部
は
力
を

入
れ
て
日
本
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
定
着
さ

せ
よ
う
と
提
唱
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
、

成
功
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
場
合

あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い

う
の
は
、
八
時
間
の
労
働
を
六
時
間
に
短
縮
し
て

余
っ
た
二
時
間
分
で
、
他
の
人
の
雇
用
を
確
保
す

る
。
ま
さ
し
く
仕
事
を
分
け
合
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
と
こ
ろ
が
日
本
で
や
っ
て
み
た
ら
、
八
時
間

を
六
時
間
に
し
て
も
六
時
間
で
帰
る
人
は
な
く
、

皆
が
八
時
間
分
働
い
て
し
ま
い
、
本
当
の
意
味
で

の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
多
分
日
本
人
の
仕
事
や
職
場
に
対
す
る
考

え
方
に
起
因
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

勿
論
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
は
重
要
で
す
が
、

長
時
間
労
働
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の

働
く
気
持
ち
と
い
う
か
、
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
、

そ
こ
か
ら
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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�
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
定
着

次
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
定
着

に
つ
い
て
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
国
も
二
〇
〇
七
年
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
を
制
定
し
、
一
所

懸
命
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
改
め
て
定
義
を
説
明

す
る
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

働
く
人
が
出
産
・
育
児
、
介
護
、
教
育
参
加
、
更

に
は
自
己
実
現
等
の
時
間
を
し
っ
か
り
確
保
し
、

人
間
的
な
充
実
し
た
生
活
を
送
る
。
そ
の
一
方
で

仕
事
に
取
組
む
際
は
、
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
会
社
の
生
産
性
も
向
上
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
、
会
社
と
働
く
人
と
双
方
に
と
っ
て
Ｗ
ｉ

ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
確
立
す
る
。
こ
れ
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
企
業
で
は
、

業
績
が
よ
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

り
ま
す
。

経
団
連
が
毎
年
発
行
し
て
い
る
「
経
営
労
働
政

策
委
員
会
報
告
」
で
は
三
年
ほ
ど
前
か
ら
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
か
ら
の
労
使
関
係

の
基
本
で
あ
り
、
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
だ
と
主

張
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
推
進
に
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
経
営
者
協
会
を
訪
れ
協
力
を
要
請
し
て
歩
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
経
営
ト
ッ
プ
の
方
た

ち
か
ら
は
、「
そ
ん
な
こ
と
言
え
る
の
は
首
都
圏

に
本
社
の
あ
る
、
余
裕
の
あ
る
企
業
の
や
る
こ
と

で
、
わ
れ
わ
れ
に
は
そ
ん
な
ゆ
と
り
は
な
い
」
と

い
う
答
え
が
決
ま
っ
て
返
っ
て
き
ま
し
た
。
恐
ら

く
今
も
そ
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
多
分
、
経
営
者
と
し
て
の
率
直
な
気
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
あ
え
て
申
し
上
げ
れ
ば
、

社
会
構
造
が
転
換
し
て
い
く
中
で
、
経
営
が
そ
の

よ
う
に
ず
う
っ
と
凝
り
固
っ
て
い
た
ら
、
多
分
そ

の
会
社
は
存
続
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
第
一
に
い
い
人
材
が
来
な
く
な
る
。
こ
れ

か
ら
五
年
、
一
〇
年
経
っ
た
時
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
組
ん
で
い
な
い
会
社
に
は

人
材
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
の
損

得
を
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

い
ま
言
い
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
一
番
大
事
な
の
は
、
先
程
申
し
上
げ

た
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

働
く
側
に
と
っ
て
の
Ｗ
ｉ
ｎ
は
わ
か
る
。
経
営
に

は
こ
の
こ
と
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｗ
ｉ
ｎ
と

は
何
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の

で
す
。
ど
う
し
て
も
会
社
は
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
の
よ
う
な
感
じ
で
受
け
止
め
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。
む
し
ろ
そ
れ
は
会
社
に
と
っ
て
、

生
産
性
向
上
の
た
め
の
コ
ス
ト
な
ん
だ
と
、
こ
の

問
題
を
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
事
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

こ
こ
で
特
に
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
の
は
、
こ

れ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
を
沢
山
産
ん

で
も
ら
い
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と

い
う
少
子
化
対
策
が
目
的
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
勿
論

大
事
で
す
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

本
来
、
生
涯
を
通
じ
た
取
組
み
な
の
で
す
。
若
い

時
に
は
出
産
も
あ
る
、
育
児
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら

自
己
実
現
も
あ
る
。
介
護
も
あ
る
。
ま
た
、
年
を

と
っ
て
か
ら
の
働
き
方
や
生
き
が
い
、
健
康
な
ど

な
ど
、
生
涯
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
通
じ
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
か
な
い
と
取
組
み
方
を
間
違
え
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
中
で
今
緊
急
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
、
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
れ
と
い
う
話
。

今
女
性
は
か
な
り
育
児
休
業
を
と
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
男
性
の
取
得
率
は
女
性
の
一
〇
分
の

一
に
も
満
た
な
い
。
や
は
り
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
と
い
う
課
題
に
取
組
む
時
に
、
男
性
が
ど

れ
だ
け
、
育
児
休
業
を
取
り
易
く
な
る
か
と
い
う

仕
組
み
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

三
、
教
育
訓
練
の
充
実

最
後
に
教
育
訓
練
の
話
で
す
が
、
先
程
、
事
業

構
造
の
転
換
は
企
業
に
と
っ
て
リ
ス
ク
と
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
考
え

る
べ
き
だ
と
い
う
話
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
そ
の
事
業
転
換
を
誰
が

担
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
業
転
換
を
推
進
す
る
た
め
に
、
新
し
い
人
材

を
採
用
す
る
。
そ
の
こ
と
も
勿
論
必
要
で
す
が
、

一
番
大
事
な
の
は
、
会
社
で
今
ま
で
働
い
て
き
た

人
た
ち
を
、
会
社
が
新
し
い
事
業
に
向
か
う
に
あ

た
っ
て
、
ど
れ
だ
け
再
訓
練
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
の
一
〇
年
位
、
企
業
の
教
育
費
を
み
て
い

る
と
、
実
は
私
の
会
社
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
ど

ん
ど
ん
減
り
つ
つ
あ
る
。
景
気
が
悪
く
な
る
と
、

広
告
費
と
交
際
費
、
教
育
費
、
俗
に
３
Ｋ
と
呼
ぶ

費
目
か
ら
削
減
す
る
。
教
育
に
つ
い
て
も
、
ち
ょ

っ
と
手
を
抜
い
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
を
反
省
し
、
今
後
の
事
業
転

換
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
人
材
の
再
教
育
に
ど

れ
だ
け
取
組
む
か
。
こ
の
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
喫
緊
か
つ
最
重
要
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
先
程
の
非
正
規
社
員
の
教
育
と

い
う
問
題
。
こ
れ
ま
で
は
わ
れ
わ
れ
も
そ
う
で
し

た
が
、
非
正
規
社
員
に
つ
い
て
新
し
い
事
業
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
教
育
に
つ
い
て
、
殆
ど
目
を
向

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
非
正
規
社

員
の
教
育
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
取
組
む
決
め
手
は
何
か
い
う
と
、
わ
れ

わ
れ
が
、
働
く
人
の
同
一
価
値
労
働
に
対
し
て
、

同
一
労
働
条
件
で
報
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
年
齢
、
勤
続
年
数
、
性
別
、
国

籍
な
ど
の
属
人
的
な
要
件
を
出
来
る
だ
け
除
い
た
、

同
一
価
値
労
働
に
対
し
て
同
一
労
働
条
件
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。先

程
の
正
規
、
非
正
規
の
問
題
も
そ
う
で
す
が
、

格
差
と
い
う
こ
と
が
何
故
問
題
に
な
る
か
。
そ
れ

は
同
一
価
値
労
働
に
対
し
て
、
同
一
労
働
条
件
が

保
障
さ
れ
な
い
か
ら
格
差
が
起
こ
る
の
だ
と
思
い
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ま
す
。
今
の
就
職
氷
河
期
の
問
題
も
そ
う
だ
し
、

そ
れ
か
ら
高
齢
者
雇
用
の
問
題
も
そ
う
な
ん
で
す

が
、
先
程
ご
覧
い
た
だ
い
た
図
１
、
日
本
企
業
に

お
け
る
報
酬
と
成
果
の
相
関
グ
ラ
フ
の
�
�
の
ギ

ャ
ッ
プ
も
、
同
一
価
値
労
働
・
同
一
労
働
条
件
が

実
現
で
き
て
い
な
い
矛
盾
な
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
対
し
て
企
業
が
本
当
に
し
っ
か
り

取
組
ん
で
、
一
定
の
社
会
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

得
ら
れ
れ
ば
、
私
は
今
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
関
す
る
問
題
も
全
部
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

か
な
り
の
部
分
が
解
消
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
こ
の
同
一
価
値
労
働
同

一
労
働
条
件
に
対
し
て
、
労
使
と
し
て
ど
ち
ら
の

抵
抗
が
大
き
い
か
と
い
う
と
、
労
の
方
が
抵
抗
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
去
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
同
一
価
値
労
働
・
同
一
労
働
条
件
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
話

を
し
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
話
を
し
ま
す
と
真

っ
先
に
手
を
挙
げ
て
反
論
さ
れ
る
の
は
、
労
組
の

幹
部
の
方
た
ち
で
し
た
。
使
用
者
側

は
決
断
す
れ
ば
出
来
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
同
一
価
値
労
働
・
同

一
労
働
条
件
の
実
現
に
向
け
乗
り
越

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
壁
は
、
労
側

の
方
が
大
き
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
難
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、

同
一
価
値
労
働
・
同
一
労
働
条
件
の

実
現
に
向
け
て
、
労
使
双
方
が
真
剣

に
協
議
し
、
合
意
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た

人
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
解
決
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
も
の
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

官
の
役
割
、
民
の
役
割

そ
こ
で
最
後
に
、
今
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
こ

と
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
国
の
役
割
と
民
の
役

割
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

先
程
製
造
業
派
遣
の
禁
止
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

た
が
、
私
は
国
が
少
し
口
出
し
過
ぎ
だ
と
い
う
気

が
致
し
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
か
ら
人
に
纏
わ
る
い

ろ
ん
な
施
策
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
要
は

国
と
民
が
、
し
っ
か
り
話
し
合
っ
て
分
担
を
決
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

例
え
ば
、
保
育
所
の
待
機
児
童
問
題
。
地
方
は

子
供
が
来
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
が
、
首
都
圏
は

ま
だ
三
万
―
四
万
人
の
待
機
児
童
を
抱
え
た
ま
ま

な
の
で
、
仕
方
な
く
企
業
が
短
時
間
勤
務
を
や
っ

た
り
、
企
業
内
に
託
児
所
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、

か
な
り
の
負
担
を
負
い
な
が
ら
や
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
む
し
ろ
高
校
授
業
料
の
無
償
化
よ
り
、
先

ず
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
し
、
そ
し
て
安
心
し
て
子

供
を
預
け
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
。
そ
の
こ
と

が
私
は
国
の
役
割
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

う
し
た
問
題
を
国
が
も
っ
と
早
く
解
消
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
供
と
か
、
介
護
と
か
の
負
担
の

か
な
り
の
部
分
を
国
が
受
け
持
つ
こ
と
が
で
き
る

な
ら
ば
、
先
程
申
し
上
げ
た
同
一
価
値
労
働
・
同

一
労
働
条
件
と
い
う
の
は
、
民
の
力
で
も
っ
と
実

現
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
教
育
と
い
う
問
題
で
言

え
ば
、
今
盛
ん
に
福
祉
だ
と
か
、
介
護
と
か
い
う

分
野
へ
の
人
の
シ
フ
ト
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
も
と
も
と
こ
の
分
野
は
付
加
価
値
の

非
常
に
小
さ
い
産
業
で
す
。
そ
う
し
た
産
業
に
人

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
充
分
な
教
育
が
で
き

る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
人
を

配
置
す
る
ま
で
の
教
育
は
国
が
し
っ
か
り
受
け
持

つ
。
そ
し
て
雇
用
は
民
が
責
任
を
持
っ
て
担
う
と

い
う
よ
う
に
、国
と
民
の
役
割
を
明
確
に
し
、各
々

の
責
任
で
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か

ら
益
々
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら
先
、
特

に
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
人
口
が
減
少

す
る
。
そ
し
て
少
子
高
齢
化
が
進
む
。
こ
う
し
た

環
境
の
中
で
の
企
業
経
営
は
多
く
の
難
題
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
新
た
な
事
業
戦

略
、
人
材
戦
略
を
構
築
・
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

必
ず
こ
れ
ら
の
難
題
は
ク
リ
ア
で
き
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

大
変
雑
駁
な
話
に
な
り
ま
し
た
け
ど
も
、
時
間

が
参
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
私
の
話
を
終
わ
ら

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
清
聴
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
文
責
・
事
務
局
）

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

一
九
三
八
年
一
〇
月
、
東
京
生
ま
れ
。
一
九
六
一
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
同
年
富
士
電

機
製
造
（
現
・
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
�
入
社
。
一
九
八
九
年
取
締
役
就
任
、
一
九

九
八
年
代
表
取
締
役
副
社
長
、
二
〇
〇
〇
年
取
締
役
会
長
、
二
〇
〇
四
年
相
談
役
、
二
〇
〇
九

年
特
別
顧
問
に
就
任
。

ま
た
、
主
な
社
外
役
職
は
二
〇
〇
四
年
�
東
洋
経
済
新
聞
社
監
査
役
、
二
〇
〇
八
年
�
日
本

経
済
団
体
連
合
会
顧
問
・
推
薦
会
員
、
二
〇
〇
九
年
一
般
社
団
法
人
日
本
取
締
役
協
会
監
事
、

同
年
マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
�
取
締
役
、
二
〇
一
〇
年
日
本
年
金
機
構
理
事
。
そ
の
他
、
日
本

経
済
団
体
連
合
会
・
労
使
関
係
委
員
会
委
員
長
、
中
央
労
働
委
員
会
・
使
用
者
委
員
、
学
校
法
人

開
成
学
園
・
理
事
長
等
を
歴
任
。
著
書
に
二
〇
〇
二
年
『
漫
画
少
年
』
物
語（
都
市
出
版
）が
あ
る
。

講演の謝辞を述べる本会本多副会長
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青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
二
年

度
定
時
総
会
が
五
月
十
八
日
�
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、
ご
来
賓
に
利

根
忠
博
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
を
迎

え
二
十
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
古
川
元
一
部
会
長
（
川
口
土

木
建
築
工
業
�
・
社
長
）
が
議
長
と
な

り
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
、
同

決
算
報
告
。
続
い
て
平
成
二
十
二
年
度

事
業
計
画
案
、
同
事
業
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。こ

の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
別
表
の

役
員
が
新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
松
本
伸
一
郎
新
部
会

長
（
�
松
本
商
会
・
社
長
）
は
、「
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
、
常
に
高
い
目
標

を
掲
げ
前
進
す
る
会
に
し
た
い
。
ま
た
、

組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、
会
員
増
強
を

図
り
、
企
業
経
営
に
役
立
つ
例
会
や
勉

強
会
を
企
画
す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
部

会
に
し
て
い
き
た
い
と
、
さ
ら
に
五
年

後
の
全
国
大
会
埼
玉
開
催
に
向
け
基
礎

を
固
め
る
べ
く
邁
進
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年

度
は
、
桑
原

崇
氏（
サ
イ
エ
ン
ス
�
・

専
務
）、
が
新
た
に
入
会
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、
テ

ー
マ
を
「
初
代

二
代
目

三
代
目
」

（
経
営
の
概
念
）
と
題
し
、
�
デ
サ
ン

の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
り
、
当
会
初

代
部
会
長
の
藤
池
誠
治
氏
の
講
演
を
拝

聴
し
た
。

そ
の
豊
富
な
経
験
、
経
歴
に
基
づ
い

た
話
は
、
今
後
の
経
営
や
思
想
、
哲
学

等
々
、
大
変
参
考
と
な
る
ご
講
演
を
頂

い
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
の
部
で
は
、
利
根
埼
玉
県
経
営
者

協
会
会
長
か
ら
部
会
長
を
始
め
新
役
員

へ
の
依
嘱
状
の
授
与
と
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

会
長
は
「
青
年
経
営
者
部
会
の
活
動

は
多
く
の
若
手
経
営
者
の
手
本
に
も
な

っ
て
お
り
、
多
く
の
会
員
を
集
め
、
大

い
に
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
今
後
と
も
、
親
会
と
一
致
団
結

し
、
県
産
業
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
活

動
を
展
開
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ

た
。
続
い
て
、
新
特
別
会
員
へ
の
記
念

品
贈
答
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
吉
野

寛
治
五
代
部
会
長（
吉
野
電
化
工
業
�
・

社
長
）
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、
利

根
親
会
会
長
を
囲
み
な
が
ら
、
本
来
の

目
的
で
あ
る
会
員
相
互
の
啓
発
、
情
報

交
換
が
一
層
深
め
ら
れ
て
、
散
会
し
た
。

新
部
会
長
に
松
本
伸
一
郎
氏

青
年
経
営

者

部

会

２２
年
度
定
時
総
会
開
く

青
年
経
営
者
部
会
役
員

平
成
２２
年
度
定
期
総
会

部
会
役
職
名

氏

名

会
社
役
職

部
会
役
職
名

氏

名

会
社
役
職

部
会
長

松
本
伸
一
郎

�
松
本
商
会

代
表
取
締
役
社
長

幹

事

�
島

英
司

�
シ
ー
エ
ス
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長

副
部
会
長

川
本

武
彦

�
サ
イ
サ
ン

代
表
取
締
役
社
長

幹

事

山
口

浩
人

守
屋
八
潮
建
設
�

代
表
取
締
役
社
長

副
部
会
長

梶
原

靖
友

梶
原
工
業
�
東
京
工
場

代
表
取
締
役
専
務

幹

事

飯
塚

元
一

埼
栄
不
動
産
�

代
表
取
締
役
専
務

副
部
会
長

藤
池

一
誠

�
デ
サ
ン

専
務
取
締
役

幹

事

坂
本

哲
郎

カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
�

専
務
取
締
役

幹

事

増
田

学

友
栄
塗
装
�

代
表
取
締
役
社
長

会
計
監
事

内
山

泰
成

ウ
チ
ヤ
マ
建
設
�

代
表
取
締
役
社
長

幹

事

矢
部

利
人

丸
和
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

会
計
監
事

栗
原

志
功

も
し
も
ん
�

代
表
取
締
役
社
長

幹

事

町
田

渉

狭
山
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
�

代
表
取
締
役
社
長

顧

問

古
川

元
一

川
口
土
木
建
築
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

来
賓
の
挨
拶
を
す
る
利
根
忠
博
会
長

松
本
伸
一
郎
新
部
会
長
�右
と
古
川
元
一

前
部
会
長

講
演
す
る
藤
池
誠
治
初
代
部
会
長

―１６―



��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

本会が平成２２年５月１１日現在でまとめた県内事業所の今次春季労使交渉・回答状況は、集計可能な２７社の単純
平均（表１）で、回答額４，０６７円、率では１．４６％となっている。これは昨年同企業の妥結実績（３，９８５円、１．４２％）
と比べて、金額で８２円、率では０．０４％のプラスとなっている。
従業員規模別にみると、従業員１，０００人以上の大手企業１３社の平均は、金額で５，１０９円、率では１．６９％となって

おり、昨年の実績（５，２８０円、１．７５％）と比べて、金額で１７１円、率で０．０６％のマイナスとなっている。
また、従業員１，０００人未満の１４社では、額で３，０９９円、率で１．２１％となっており、昨年の実績（２，８７５円、１．０７

％）と比べて、金額で２２４円、率では０．１４％のプラスとなっている。
なお、今回の調査では金額等未回答企業も散見され、その中には厳しい経営環境を踏まえ、定昇の見直しや諸

手当の減額等を実施している企業も見られる。（これらは集計には反映されていない）

一方、各調査機関の中間集計結果（表２）では、日本経団連大手７６社の単純平均は５，２３７円、１．７３％で昨年比、
金額では４６円のマイナスとなった。また、日本経団連・中小１３２社の単純平均は３，７１６円、１．４６％で昨年比、金額
で２６９円、率では０．１５％のプラスとなった。
また、単純比較はできないが、県産業労働部調査４５社の加重平均では、金額は４，２３１円、率は１．４２％と昨年比、

金額で１７１円、率は０．０１％のプラスとなっている。

（表１）〈県内事業所〉（単純平均） ―５月１１日現在集計・本会調べ―

平成２１年

妥 結 額

率

１．０７

１．１３

１．１８

０．００

１．７５

１．４２

１．３１

１．６５

（注）�調査対象は、本会会員企業の中で労働組合が組織されている約１３０社。
�５月１１日現在、回答ないし妥結の報告が届いた企業３１社の内、金額集計可能な企業について集計したもの。
�昨年の妥結額は集計した企業の昨年妥結額。

金額

２，８７５

３，０４４

３，１１１

０

５，２８０

３，９８５

３，８３４

４，８１１

平成２２年

回答・妥結額

率

１．２１

０．９３

１．３１

１．００

１．６９

１．４６

１．４６

１．４４

金額

３，０９９

２，５０９

３，３５３

２，３２７

５，１０９

４，０６７

４，０３２

４，２６４

勤 続

１５．５

１７．１

１４．５

２１．０

１５．３

１５．４

１４．９

１８．１

年 齢

３８．３

４１．４

３７．０

４１．４

３８．０

３８．２

３７．９

３９．５

所定内賃金

２５７，０４５

２６８，５０７

２５６，０３９

２３２，７１３

３０２，５３６

２７８，９４８

２７６，１３４

２９５，１２８

社 数

１４

３

１０

１

１３

２７

２３

４

区 分

１，０００人未満計

９９９～３００人

２９９～１００人

１００人未満

１，０００人以上

総 平 均

製 造 業 平 均

非製造業平均

（表２）〈調査機関別賃金妥結状況〉 ―中間集計―

平成２１年（２００９年）

率（％）

１．７６

１．６９

１．４０

１．３１

１．４１

１．４２

１．０７

（注）�日本経団連大手は主要２１業種・大手２５１社、中小は従業員数５００人未満・１７業種・７５２社を対象としたもの。
�埼玉県は県産業労働部調査。

妥結額

５，７９８

５，２８３

３，６９４

３，４４７

４，０６０

３，９８５

２，８７５

平成２２年（２０１０年）

率（％）

１．８１

１．７３

１．５４

１．４６

１．４２

１．４６

１．２１

回答・妥結額

５，８３８（＋４０）

５，２３７（－４６）

４，０２８（＋３３４）

３，７１６（＋２６９）

４，２３１（＋１７１）

４，０６７（＋８２）

３，０９９（＋２２４）

集計方法

加 重

単 純

加 重

単 純

加 重

単 純

社 数

７６

１３２

４５

２７

１４

集計月日

４月２３日

４月２３日

４月１９日

５月１１日

調 査 機 関

大 手 企 業

中 小 企 業

総 平 均

総 平 均

１０００人未満計

日本経団連

埼 玉 県

埼 玉 経 協

平平成成２２２２年年春春季季労労使使交交渉渉・・回回答答状状況況
�埼玉県経営者協会

（ ）内は対２００９年
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調査ご協力のお願いついて

本会では、本年度より調査機能の充実と会員企

業への情報提供機能の強化を図る観点から「企業

経営動向調査」「特別調査」を原則四半期に一度

実施することといたしました。ご負担をお掛けい

たしますが、何卒ご協力を賜わりますようお願い

いたします。

企業動向調査・特別調査（１０年４月実施）調査結果

DI
（「増加」－「減少」）

＋２１．１

＋４２．２

０．０

－１．１

０．０

－２．２

＋２０．２

＋３１．１

＋９．１

減少
（％）

２７．８

２０．０

３５．５

３３．７

３５．５

３１．８

１８．０

１１．１

２５．０

変らない
（％）

２３．３

１７．８

２９．０

３３．７

２９．０

３８．６

４３．８

４６．７

４０．９

増加
（％）

４８．９

６２．２

３５．５

３２．６

３５．５

２９．６

３８．２

４２．２

３４．１

１．売上高
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

■実績
１０／１－３月

■見通し
１０／４－６月

■見通し
１０／７－９月

DI
（「増加」－「減少」）

＋３２．３

＋４２．０

＋２２．３

－８．９

－１１．１

－６．５

＋１７．７

＋２６．７

＋８．９

減少
（％）

２２．２

２０．０

２４．４

３７．８

４０．０

３５．５

１６．７

１３．３

２０．０

変らない
（％）

２３．３

１７．８

２８．９

３３．３

３１．１

３５．５

４８．９

４６．７

５１．１

増加
（％）

５４．５

６２．２

４６．７

２８．９

２８．９

２９．０

３４．４

４０．０

２８．９

２．経常利益
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

■実績
１０／１－３月

■見通し
１０／４－６月

■見通し
１０／７－９月

�－１．経営動向（売上高）

DI
（「上昇」－「下降」）

＋１３．８

＋２２．８

＋４．６

＋２８．１

＋２６．７

＋２９．６

下降
（％）

１１．５

６．８

１６．３

１１．２

８．９

１３．６

変らない
（％）

６３．２

６３．６

６２．８

４９．５

５５．５

４３．２

上昇
（％）

２５．３

２９．６

２０．９

３９．３

３５．６

４３．２

１．国内景気

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�．景況判断

DI
（「上昇」－「下降」）

－２．２

＋１７．７

－２２．７

＋１１．２

＋２８．８

－６．８

下降
（％）

２５．８

１７．８

３４．１

１６．９

１５．６

１８．２

変らない
（％）

５０．６

４６．７

５４．５

５５．０

４０．０

７０．４

上昇
（％）

２３．６

３５．５

１１．４

２８．１

４４．４

１１．４

２．貴社の属する
業界の景気

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

DI
（「上昇」－「下降」）

＋１１．２

＋２８．８

－６．８

＋８．９

＋２６．７

－８．９

下降
（％）

１６．９

１５．６

１８．２

２０．０

１３．３

２６．７

変らない
（％）

５５．５

４０．０

７０．４

５１．１

４６．７

５５．５

上昇
（％）

２８．１

４４．４

１１．４

２８．９

４０．０

１７．８

３．貴社の業況

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

企業経営動向調査結果

�．その他

DI
（「過大」－「不足」）

＋１０．７

＋１７．７

＋２．６

＋３．５

＋６．７

０．０

不足
（％）

４．８

４．５

５．１

４．８

２．２

７．７

適正
（％）

７９．７

７３．３

８７．２

８６．９

８８．９

８４．６

過大
（％）

１５．５

２２．２

７．７

８．３

８．９

７．７

１．製品の在庫水準

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

DI
（「過剰」－「不足」）

＋１０．４

＋１５．５

＋４．７

＋５．８

＋８．９

＋２．３

不足
（％）

５．７

８．９

２．４

８．０

８．９

７．２

適正
（％）

７８．２

６６．７

９０．５

７８．２

７３．３

８３．３

過剰
（％）

１６．１

２４．４

７．１

１３．８

１７．８

９．５

２．生産・営業用設備

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―１８―



回答比率
（％）

５．８

５．４

４．７

９．０

今後重視する経営課題

事業の再編・再構築

経営組織の見直し

グローバル化への対応

その他

順位

８

１０

１１

１２

回答比率
（％）

８．６

７．８

６．２

５．８

今後重視する経営課題

製品・ブランド力の強化

新技術（製商品）の研究開発

社内設備への投資

後継者の育成

順位

５

６

７

８

回答比率
（％）

１６．０

１０．５

１０．１

１０．１

今後重視する経営課題

人材の確保・育成

マーケティング・販売開拓

新分野への進出

品質管理の強化

順位

１

２

３

３

DI
（「過剰」－「不足」）

＋１８．２

＋１５．６

＋２０．９

＋４．４

＋２．２

＋６．９

不足
（％）

６．８

１３．３

０．０

１２．６

２０．０

４．７

適正
（％）

６８．２

５７．８

７９．１

７０．４

５７．８

８３．７

過剰
（％）

２５．０

２８．９

２０．９

１７．０

２２．２

１１．６

３．雇用人員

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

DI
（「楽」－「厳しい」）

＋１６．０

＋１７．８

＋１３．９

＋６．９

＋８．９

＋４．７

厳しい
（％）

４．５

２．２

７．０

１０．２

８．９

１１．６

普通
（％）

７５．０

７７．８

７２．１

７２．７

７３．３

７２．１

楽
（％）

２０．５

２０．０

２０．９

１７．１

１７．８

１６．３

４．資金繰り

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

DI
（「上昇」－「下落」）

－１２．７

－１５．６

－９．５

－２４．１

－２０．１

－２８．６

下落
（％）

２０．７

２０．０

２１．４

３１．０

２４．５

３８．１

もちあい
（％）

７１．３

７５．６

６６．７

６２．１

７１．１

５２．４

上昇
（％）

８．０

４．４

１１．９

６．９

４．４

９．５

５．販売価格

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

DI
（「上昇」－「下落」）

＋１３．９

＋２０．０

＋７．４

＋１６．２

＋２６．６

＋４．９

下落
（％）

７．０

４．５

９．７

１０．５

６．７

１４．６

もちあい
（％）

７２．１

７１．０

７３．２

６２．８

６０．０

６５．９

上昇
（％）

２０．９

２４．５

１７．１

２６．７

３３．３

１９．５

６．仕入価格

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

回答比率
（％）

３．９

３．５

２．７

１３．３

経営上の問題点

人件費の増加

従業員満足度の向上

新規参入業者の増加

その他

順位

９

１０

１１

１２

回答比率
（％）

６．７

５．９

５．１

４．７

経営上の問題点

現場の強化（技術伝承・安全）

設備の老朽・不足

品質向上

顧客満足度の向上

順位

５

６

７

８

回答比率
（％）

１７．３

１６．９

１１．０

９．０

経営上の問題点

競争激化

売上・受注の低迷

販売価格の低下

原材料不足・原材料価格の上昇

順位

１

２

３

４

回答比率
（％）

４．２

４．２

３．８

１４．４

経営上特に影響のある項目

産業空洞化

税制・財政構造改革

取引構造・流通システム

その他

順位

９

９

１１

１２

回答比率
（％）

６．５

５．７

５．３

４．６

経営上特に影響のある項目

金融環境

為替レート

グローバル化

デフレ

順位

４

６

７

８

回答比率
（％）

２１．３

１４．８

８．７

６．５

経営上特に影響のある項目

市場の変化（拡大・縮小）

原油・素材価格

少子高齢化

地球環境

順位

１

２

３

４

�．貴社が今後重視する経営課題

�．貴社が直面している経営上の問題点（重複回答／３つ以内）

�．貴社における経営上、特に影響のある経済社会環境の変化（重複回答／３つ以内）

特別調査

―１９―
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こ
の
人
は
、
名
実
と
も
に
国
際
派
経
営
者
と
あ
っ
て
、

さ
す
が
に
視
野
が
広
く
、
よ
く
通
る
声
の
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
語
り
口
は
ス
マ
ー
ト
で
あ
る
。
が
、
先
ず
何
よ
り
も

印
象
的
な
の
は
、
や
は
り
自
ら
の
経
験
と
重
ね
「
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
魅
力
を
発
揮
し
、
楽
し
ん
で
仕
事
を
す
る

の
が
一
番
」
と
語
る
、
経
営
者
の
ロ
マ
ン
溢
れ
る
顔
で
あ

っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
十
二
日
、
東
京
都
生
ま
れ
。
四
十

八
年
三
月
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
を
出
て
、
四
月
三
井
物

産
�
に
入
社
。
平
成
十
一
年
五
月
同
社
繊
維
本
部
繊
維
第

一
部
長
、
十
五
年
三
月
イ
タ
リ
ア
三
井
物
産
�
社
長
、
十

七
年
十
月
三
井
物
産
�
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
事
業
本
部
副
本

部
長
、
十
八
年
四
月
同
社
食
糧
・
リ
テ
ー
ル
本
部
副
本
部

長
、
十
九
年
三
月
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
�
非

常
勤
取
締
役
、
二
十
年
四
月
同
社
常
務
執
行
役
員
総
務
広

報
環
境
担
当
を
経
て
、
二
十
一
年
三
月
同
社
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
（
現

任
）。始

ま
っ
た
新
中

期
経
営
構
想

こ

の
人
は
、
昨
年
三

月
、
同
社
十
代
目

社
長
に
就
任
し
た

が
、
就
任
当
時
の

心
境
を
「
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
経

営
環
境
が
極
め
て

厳
し
か
っ
た
が
、

こ
う
し
た
状
況
下

で
も
、
真
っ
先
に

思
い
浮
か
ん
だ
の

が
、
ザ
コ
カ
・
コ
ー
ラ
カ
ン
パ
ニ
ー
会
長
の
ム
ー
タ
ー
・

ケ
ン
ト
氏
の
『
ど
ん
な
に
強
い
逆
風
の
時
で
も
、
そ
れ
と

同
じ
だ
け
の
追
い
風
が
ど
こ
か
で
吹
い
て
い
る
は
ず
だ
』

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。
今
の
厳
し
い
情
勢
の
中
、
消
極
的

に
な
る
こ
と
な
く
、
常
に
視
野
を
広
く
保
ち
、
ど
う
や
っ

た
ら
追
い
風
が
掴
め
る
か
と
い
う
よ
う
に
、
全
従
業
員
が

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
に
変
革
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
、

焦
ら
ず
に
工
夫
し
な
が
ら
進
む
こ
と
に
決
意
し
た
」
と
披

瀝
す
る
。

二
〇
一
三
年
に
創
立
五
〇
周
年
を
控
え
、
新
中
期
経
営

構
想
ス
タ
ー
ト
の
今
年
は
、「
夢
に
向
か
っ
て
進
化
す
る

�
１
ボ
ト
ラ
ー
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『C

H
A

N
G

E
3

』（
チ
ェ
ン
ジ
・

チ
ェ
ン
ジ
・
チ
ェ
ン
ジ
）
と
定
め
た
。
私
た
ち
が
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
常
に
過
去
の
実

績
に
慢
心
せ
ず
、
自
ら
変
革
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
従
業
員
一
人
ひ
と
り

が
、
自
ら
建
設
的
な
疑
問
を
持
ち
、
改
善
へ
の
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
変
革
の
第
一
歩
で
あ
る
。
現
場
で
生
ま
れ
た

沢
山
の
芽
を
育
て
な
が
ら
、
俯
瞰
的
に
検
証
と
改
善
を
行

う
仕
組
み
を
構
築
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
全
社
一
丸
と
な

っ
て
目
指
し
た
い
と
し
て
い
る
。

海
外
へ
の
憧
れ
と
三
井
物
産

椎
名
さ
ん
は
中
学
校
の

時
、
何
と
な
く
世
界
に
縁
が
あ
り
そ
う
な
商
社
に
憧
れ
て

い
た
。
そ
の
頃
、
海
外
は
ま
だ
遠
い
存
在
で
あ
り
、
毎
週

日
曜
日
朝
の
テ
レ
ビ
番
組
『
兼
高
か
ほ
る
世
界
の
旅
』
を

楽
し
ん
で
見
て
い
る
う
ち
、
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
各
国
の

政
・
財
界
人
を
筆
頭
に
各
界
著
名
人
と
英
語
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
す
る
彼
女
の
姿
と
、「
日
本
で
生
ま
れ
て
、世
界
で
育

っ
た
」
と
い
う
番
組
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
っ
た
三
井
物
産
の
コ

ピ
ー
が
椎
名
少
年
の
心
を
強
く
捉
え
て
、
そ
の
頃
海
外
へ

の
憧
れ
と
三
井
物
産
と
い
う
会
社
へ
の
興
味
は
生
ま
れ
た
。

そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
高
校
、
大
学
に
進
ん
だ
椎
名
さ

ん
は
昭
和
四
十
八
年
、
夢
で
あ
っ
た
三
井
物
産
へ
入
社
。

そ
し
て
繊
維
部
時
代
の
昭
和
五
十
七
年
に
は
、
念
願
の
海

外
勤
務
も
決
ま
り
イ
タ
リ
ア
で
五
年
半
を
過
ご
す
が
、「
ヴ

ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
や
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
な
ど
、
一
流
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
の
出
会
い
は
と
て
も
刺
激
的
だ
っ
た
し
、
ル
ネ
サ
ン

ス
時
代
か
ら
培
わ
れ
た
、
芸
術
を
育
む
文
化
や
風
土
を
実

感
で
き
た
の
は
、
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
」
と
、
振
り
返
る
。

ま
た
、
五
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
三
井
物
産
の
繊
維
第
一

部
長
時
代
に
も
自
ら
希
望
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ａ
Ｍ

Ｐ
コ
ー
ス
に
短
期
留
学
し
て
い
る
。「
海
外
と
言
え
ば
や

は
り
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学
で
少
し
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
い
。
そ
う
思
い
試
験
に
パ
ス
す
る
べ
く
、
短

期
間
の
勉
強
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
を
ア
ッ
プ
、
希
望

を
叶
え
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
い
う
。

「
留
学
中
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
韓
国

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
国
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
人
と
の
交

流
が
あ
り
、
貴
重
な
自
分
の
糧
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一

番
学
ん
だ
の
は
最
後
の
修
了
式
で
、
担
当
教
授
か
ら
『
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
会
社
に
持
ち
帰
っ
て
、
仕
事
に
活
か

せ
る
と
思
う
な
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
明
日
に
な
れ

ば
も
う
古
く
な
る
。
死
ぬ
ま
で
勉
強
だ
。
周
囲
の
環
境
は

常
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が

重
要
で
あ
る
が
、
あ
な
た
達
自
身
、
新
た
に
学
び
続
け
な

け
れ
ば
対
応
は
不
可
能
で
あ
る
』
と
言
わ
れ
た
時
は
、
ま

さ
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
」
と
当
時

を
述
懐
す
る
。

地
域
社
会
か
ら
愛
さ
れ
る
企
業
市
民
に

同
社
は
地
域

に
密
着
し
た
企
業
市
民
と
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
」「
環

境
」「
社
会
福
祉
」
な
ど
、
各
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
実
施
。
そ
の
一
つ
と
し
て
今
、
環
境
教
育
で
小
学
生
を

対
象
に
「
森
に
学
ぼ
う

コ
カ
・
コ
ー
ラ

エ
コ
ロ
ジ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
、
埼
玉
・
群
馬
・
新
潟
各
県
で
開
催
し
、

実
際
に
森
林
内
で
「
間
伐
」「
枝
打
ち
」
体
験
の
ほ
か
、

社
員
に
よ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
を
通
じ
て
、
森
林

保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
た
が
、
昨
年
か
ら
は
こ
れ
に

加
え
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
埼
玉
県
内
の
小
学
校

を
訪
問
。
児
童
に
�
水
の
涵
養
性
�
と
�
水
を
育
む
森
�

の
理
解
と
、
そ
の
大
切
さ
を
伝
え
る
「
出
前
授
業
」
を
実

施
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
十
一
月
に

は
、
埼
玉
県
よ
り「
社
会
貢
献
活
動
実
践
企
業
表
彰
」、「
社

会
福
祉
事
業
共
助
者
表
彰
」
を
、
更
に
本
年
三
月
に
は
、

「
さ
い
た
ま
環
境
賞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
中
期
経
営
構
想
の
ス
ロ
ー
ガ
ン『C

H
A

N
G

E
3

』

を
実
現
す
る
た
め
に
、「
全
従
業
員
に
対
し
、
自
分
が
何

を
チ
ェ
ン
ジ
す
る
か
を
考
え
提
案
し
て
貰
い
、
提
案
通
り

チ
ェ
ン
ジ
が
実
現
し
て
い
る
か
を
評
価
し
、『C

H
A

N
G

E
3

大
賞
』
と
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
従
業
員
を
表
彰
し
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

要
は
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
「
建
設

的
な
不
満
」
を
バ
ネ
に
、
自
分
のC

H
A

N
G

E

、
仕
事
の

C
H

A
N

G
E

、
会
社
のC

H
A

N
G

E

を
！
で
あ
る
。

父
を
尊
敬
し
日
々
努
力

椎
名
さ
ん
に
最
も
尊
敬
す
る

人
物
を
訊
ね
る
と
、
亡
き
父
親
・
孝
一
さ
ん
と
い
う
。「
尋

常
高
等
小
学
校
卒
業
で
学
歴
は
な
い
が
、
こ
つ
こ
つ
勉
強

し
て
上
場
企
業
の
製
薬
会
社
の
部
長
に
ま
で
昇
進
。
私
が

三
井
物
産
に
入
っ
て
か
ら
も
、
さ
り
げ
な
く
い
ろ
い
ろ
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
し
た
。

家
庭
も
裕
福
で
は
な
か
っ
た
が
、
男
ば
か
り
の
三
人
の

子
供
を
大
学
（
い
ず
れ
も
私
立
）
ま
で
出
し
て
お
り
、
さ

ぞ
学
費
の
捻
出
に
苦
し
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
愚
痴
も
言
わ

ず
私
達
に
は
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
父

に
感
謝
も
す
る
し
、
学
歴
も
な
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
世
界

を
立
派
に
生
き
抜
い
た
父
を
尊
敬
し
て
い
る
。

私
は
遣
り
甲
斐
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
仕
事
に
日
々
挑

戦
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
父
の
姿
を
見
て
い
て
、
そ
ん
な

気
持
ち
に
な
っ
た
と
思
う
」。

家
族
は
東
京
在
住
で
、
妻
文
美
恵
さ
ん
、長
女
、そ
れ
に

義
母
。
ご
自
身
は
現
在
、
単
身
赴
任
で
さ
い
た
ま
市
に
住

み
、
土
・
日
は
自
宅
に
帰
り
、
高
尾
山
な
ど
の
散
策
を
楽

し
ん
で
い
る
。
長
男
は
結
婚
し
て
、
独
立
し
て
い
る
。（
葛
）

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社

社

長

椎

名

幹

芳
氏
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当
社
は
、
一
九
六
三
年
に
ザ
・

コ
カ
・コ
ー
ラ
カ
ン
パ
ニ
ー
か
ら
コ
カ
・コ
ー
ラ

社
製
品
の
製
造
・
販
売
の
権
利
の
許
諾

を
受
け
た
、
ボ
ト
ラ
ー
（
現
在
日
本
で

十
二
社
）
と
し
て
設
立
さ
れ
、
現
在
は
、

埼
玉
・
群
馬
・
新
潟
三
県
に
三
六
ヵ
所

の
営
業
拠
点
、
約
一
〇
万
軒
の
お
得
意

さ
ま
、
九
万
九
千
台
の
販
売
機
器
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地
域
に

密
着
し
た
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社
七
社
と
連
携
し
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
で
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
以
外
の
分
野
に
も
積
極
的
に
進
出
し

て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
・
喫
茶
店
の
経
営
、
輸

入
ワ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
ア
ル
コ
ー
ル

製
品
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
領
域
で

事
業
を
展
開
し
、
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
ル

ー
プ
効
果
を
活
か
し
た
保
険
代
理
業
や

リ
ー
ス
業
、
環
境
保
全
を
テ
ー
マ
に
し

た
事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
多
彩
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

健
康
的
で
心
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
こ
う
し
た
事
業
活
動
に

加
え
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
ず
、
清
涼
飲
料
水
の
製
造
・
販
売

会
社
で
あ
る
当
社
の
事
業
は
、
水
な
く

し
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
し
た
が
い

ま
し
て
、
大
量
の
水
を
扱
う
企
業
の
責

任
と
し
て
、
水
を
大
切
に
使
う
と
と
も

に
、「
森
に
か
く
れ
て
い
る
水
を
さ
が

そ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
小
学

校
等
を
訪
問
し
て
「
森
の
大
切
さ
」
と

「
森
の
保
水
性
」
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
行
う
出
前
授
業
、
水
源
涵
養
機

能
の
高
い
森
林
を
守
り
育
て
る
「
植
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
、
日
本
の

水
資
源
を
守
る
様
々
な
取
り
組
み
を
続

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
企
業
市
民

と
し
て
、
地
元
の
小
学
校
、
各
種
団
体

さ
ま
を
対
象
に
、「�
森
に
学
ぼ
う
�

コ
カ
・
コ
ー
ラ
エ
コ
ロ
ジ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
埼
玉
・
群
馬
・
新
潟
の
各
県
で
開
催

す
る
と
と
も
に
、
食
育
支
援
活
動
、
環

境
セ
ミ
ナ
ー
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
、「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
教
育
・

環
境
財
団
」及
び「
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ

育
成
会
」
に
よ
る
奨
学
金
支
給
、
さ
ら

に
は
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
、
高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
校
英
語
弁

論
大
会
な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
、「
環

境
」「
社
会
福
祉
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
」

な
ど
に
か
か
わ
る
幅
広
い
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、「
創
造
（Crea -

tion

）」「
協
調
（Cooperation

）」「
挑
戦

（Challenge

）」
の
�
３
Ｃ
�
を
社
是

と
し
て
、
社
会
環
境
・
経
済
環
境
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
、
お
客
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
成

長
・
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
当
社
は
、
二
〇
一
三
年
に
創
立
五

〇
周
年
、�
半
世
紀
�
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ま
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
教
育
・
福
祉
・
環
境
へ
の

支
援
活
動
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
や
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
「
常
に
期
待
さ
れ
、

そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
企
業
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

顧顧
客客
満満
足足
とと
とと
もも
にに
期期
待待
にに
応応
ええ
るる

信信
頼頼
のの
企企
業業
でで
ああ
りり
続続
けけ
たた
いい

三国コカ・コーラ

ボ ト リ ン グ

本
社
全
景

「
森
に
か
く
れ
て
い
る
水
を
さ
が
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
出
前
授
業

コ
カ
・
コ
ー
ラ
エ
コ
ロ
ジ
ー
ス
ク
ー
ル

―２１―
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平成22年

代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

理
事
長

利

根

忠

博

財
団
法
人
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団

社

長

上

條

正

仁

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

日

本

伸

管

株

式

会

社

到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長

岡

村

裕

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代

表

取
締
役

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

平

沼

一

幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

会

長

吉

見

商

事

株

式

会

社

名
誉
顧
問

森

谷

文

昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

日

野

勝

義

埼

玉

機

器

株

式

会

社

会

長

株
式
会
社

島

村

工

業

代
表
取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

―２２―



代
表
取
締
役

社

長

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

八
木
橋

宏
純

株
式
会
社

八

木

橋

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社

到着順掲載紙上名刺交換会

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

会

長

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代

表

取
締
役

株
式
会
社

こ
も
だ
建
総

執
行
役
員

埼
玉
製
作
所
所
長

片

山

行

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

代

表

取
締
役

株
式
会
社

シ
ョ
ー
モ
ン

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

―２３―



よ
り
良
い
事
業
の
方
向
性
探
る

埼
玉
音
協
定
時
総
会
開
か
る

埼
玉
音
楽
文
化
協
会
（
会
長
�
利
根
忠
博

�
埼
玉

り
そ
な
銀
行

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
は
六
月
十
日

�
午
前
十
一
時
よ
り
、
理
事
会
及
び
第
四
五
回
定
時
総

会
を
、
大
宮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は

十
名
。

利
根
会
長
は
「
埼
玉
音
協
は
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の

下
部
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
間
も
な
く
四
五
年
に
な
る

が
、
本
年
五
月
に
は
全
国
文
化
団
体
連
盟
（
全
文
連
）

の
解
散
や
、
東
京
音
協
の
法
人
化
な
ど
、
音
協
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
音

協
の
あ
り
方
、
事
業
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
拝
聴
し
た
い
。」
と
挨
拶
、

そ
の
後
会
長
が
議
長
を
つ
と
め
議
事
は
進
行
し
た
。

議
事
は
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決

算
報
告
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
収

支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
に
承
認

さ
れ
た
。

二
十
二
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
十
二
月
十
七
日
に

恒
例
と
な
っ
た
「
三
遊
亭
歌
之
介
独
演
会
」
の
主
催
、

そ
の
他
特
別
事
業
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
第
二

回
埼
玉
県
障
害
者
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
協

賛
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
三
国
専
務
理
事
か
ら
事
務
局
報
告
を
行
い
、

全
国
文
化
団
体
連
盟
（
全
文
連
）
及
び
、
東
京
音
協
の

動
向
や
、
全
国
音
協
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

最
後
に
藤
池
誠
治
副
会
長
（
�
デ
サ
ン

代
表
取
締

役
）が「
音
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い

る
が
、
親
会
で
あ
る
経
営
者
協
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

よ
り
良
い
事

業
の
方
向
性

を
探
っ
て
い

き
た
い
」
と

挨
拶
し
閉
会

し
た
。

総
会
後
の

懇
談
会
で
は
、

出
席
者
に
よ

る
活
発
な
意

見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取

締

役

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

代
表
取
締
役

社

長

�
田

純

一

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

三
国

雅
裕

職

員

一

同

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

東

京

電

力

株

式

会

社

埼

玉

支
社
長

齋

藤

尚

久

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社

代

表

取
締
役

志

賀

司

株
式
会
社

セ
レ
モ
ニ
ー

代
表
取
締
役

社

長

森

川

雅

人

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

※

平
成
二
二
年
度
埼
玉
音
協
定
時
総
会
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平
成
二
十
二
年
度
の
第
一
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
が
、
六
月
十
四
日
、
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
本
会

会
員
企
業
の
代
表
者
や
役
員
を
中
心
に
、

関
係
者
も
含
め
約
一
三
〇
名
が
出
席
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
は
、
開
会
に
先
立
ち
、
利

根
忠
博
本
会
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

利
根
会
長
は
、「
日
本
経
済
の
現
状

は
、
二
〇
一
〇
年
一
―
三
月
期
の
経
済

成
長
率
が
、
対
前
期
比
年
率
で
、
五
・

〇
％
と
高
い
伸
び
を
示
し
、
世

界
金
融
危
機
の
震
源
地
で
あ
る

米
国
の
同
時
期
の
成
長
率
三
・

〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
景
気
回
復
を
受
け
、

今
年
度
の
成
長
率
も
、
二
％
前

半
か
ら
半
ば
を
予
測
す
る
声
が

主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
成
長
率
で
は
な
く
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
水
準
で
み
る
と
、

米
国
は
既
に
、ほ
ぼ
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
ま
で
回

復
し
て
い
る
の
に
対
し
、
我
が

国
は
、
二
年
前
の
二
〇
〇
八
年

一
―
三
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
し
、

二
七
兆
円
も
下
回
っ
て
お
り
、

景
気
が
回
復
傾
向
に
あ
る
と
は

い
う
も
の
の
、
そ
の
水
準
は
依

然
二
年
前
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、

経
営
者
の
方
々
は
、
今
期
の
業
績
目
標

の
必
達
に
向
け
、
日
々
ご
奮
闘
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た

ち
の
拠
っ
て
立
つ
日
本
経
済
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
等
、
大
き
な
構
造
変
革
の
時
を
迎
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
時
に
は
、

長
期
的
な
視
点
、
そ
し
て
幅
広
い
視
点

か
ら
自
ら
の
事
業
構
造
を
見
つ
め
直
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
本
会
と
し
て
も
、
本
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
経
営
者
の
皆
様

に
対
し
自
ら
変
革
し
て
い
く
た
め
の
視

点
を
引
き
続
き
提
供
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

続
い
て
、
三
國
雅
裕
専
務
理
事
よ
り
、

事
務
局
報
告
が
り
、
そ
の
後
、
財
団
法

人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
・
理
事
長

渋

沢
雅
英
氏
よ
り
、『
日
本
の
近
代
化
の

軌
跡
』と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
た（
講

演
録
は
別
冊
に
て
配
布
）。

渋
沢
氏
は
、
渋
沢
栄
一
と
岩
崎
弥
太

郎
両
氏
の
足
跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

明
治
維
新
以
降
の
日
本
の
近
代
化
の
歩

み
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
結
び
に
、
渋
沢
栄
一
、
岩
崎

弥
太
郎
と
同
世
代
に
生
ま
れ
、
米
国
を

世
界
最
大
の
産
業
国
家
へ
と
発
展
さ
せ

た
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
、

モ
ル
ガ
ン
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
米
国

と
日
本
の
企
業
文
化
の
違
い
に
つ
い
て

語
ら
れ
、
講
演
を
終
了
し
た
。

平
成
２２
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

渋
沢
雅
英（
渋
沢
栄
一
記
念

財
団
理
事
長

）氏
が
講
演

『
日
本
の
近
代
化
の
軌
跡
』
テ
ー
マ
に

平成２２年度のトップセミナーの運営について

トップセミナーは平成２０年度にスタートし、本年度で３年目を迎えますが、経営者の

皆様方に幅広い視点をご提供する場として位置づけ、本年度より内容等を充実させ、原

則年３回の開催といたします。

なお、第２回目のトップセミナーは以下の内容で開催いたします。多くの経営者の皆

様のご参加をよろしくお願い致します。

１．日 時 平成２２年１０月１８日�
■トップセミナー １５時３０分～１７時１０分

演題 「CSR経営の確立に向けて 経営者はどう行動すべきか

―企業不祥事例を踏まえて―」

講師 中島茂弁護士・弁理士（中島経営法律事務所代表）

■交流会 １７時２０分～１８時２０分

２．会 場 パレスホテル大宮 ４階ローズルーム

３．定 員 １５０名（会費無料）

なお、第３回目の開催は、２３年２月頃の開催を目指して、現在企画検討中です。

開
会
挨
拶
を
す
る
利
根
忠
博
会
長

講
演
す
る
渋
沢
雅
英
氏

―２５―



今
年
度
よ
り
県
が
事
業
化
し
、
本
会

が
実
施
団
体
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て

い
る
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
情

報
交
換
会
を
五
月
二
十
八
日
�
午
後
、

上
尾
市
の
聖
学
院
大
学
を
会
場
に
開
催

し
た
。
当
日
は
、
受
入
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
ま
た
は
受
入
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
る
企
業
・
団
体
、
送
出
し

側
の
県
内
お
よ
び
首
都
圏
大
学
関
係
者
、

こ
の
事
業
を
所
管
す
る
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
、
事
務
局
の
本
会
も

含
め
七
十
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
三
國
雅
裕
本
会
専
務
理
事
が

「
本
会
は
若
年
者
の
人
材
育
成
に
は
約

十
年
前
か
ら
特
に
注
力
し
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
そ
の
一
つ
。
就
職

環
境
が
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
就
業

観
を
養
う
こ
の
事
業
が
真
価
を
発
揮
す

る
。
ぜ
ひ
、
こ
う
い
う
機
会
に
日
頃
の

お
考
え
や
要
望
を
率
直
に
論
議
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
開
会
挨
拶
を
行
い
、

そ
の
後
、
宮
田
信
久
本
会
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
務
局
統
括
が
「
大
学
生
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
の
特
徴
と

効
果
、
実
施
の
流
れ
な
ど
を
説
明
し
、

「
よ
り
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
に
は
、
実
習
し
た
学
生
が
そ
の

後
の
学
生
生
活
や
就
職
、
そ
し
て
社
会

人
生
活
に
活
か
せ
る
よ
う
、
家
庭
、
教

育
界
、
行
政
、
産
業
界
が
連
携
し
な
が

ら
支
え
て
い
く
べ
き
」
と
ま
と
め
た
。

続
い
て
、
鈴
木
隆
聖
学
院
大
学
広
報

企
画
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
課
長
が

「
よ
り
良
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実

現
に
向
け
て
」
と
題
し
、
講
演
を
行
っ

た
。
鈴
木
課
長
は
受
入
側
に
対
し
、
�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す
る
理
解
度

は
向
上
し
、
受
入
先
に
よ
る
温
度
差
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
あ
り
が
た

い
。
�
採
用
と
は
違
う
の
で
、

志
望
動
機
を
重
視
し
た
選
考

は
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

�
幅
広
い
学
生
に
実
習
の
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
ほ
し
い
と

要
望
、
実
習
し
た
学
生
の
感

想
を
紹
介
し
、「
学
生
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、

働
く
こ
と
の
喜
び
や
仕
事
で

の
達
成
感
な
ど
を
体
験
し
、

そ
の
経
験
は
就
職
活
動
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

な
ど
の
効
果
あ
る
。
ま
た
、

学
生
と
社
会
人
の
違
い
や
積

極
性
や
自
主
性
な
ど
も
学
び
、

学
生
が
成
長
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
」
と
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
効
性
を

強
調
し
た
。

講
演
後
は
、
聖
学
院
大
学

が
誇
る
約
一
〇
〇
〇
名
収
容
で
き
る
チ

ャ
ペ
ル
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
ス
ケ
ー
ル
と
音
響
効
果
の
良
さ
に
参

加
者
か
ら
も
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
約
一
時
間

に
わ
た
り
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
は
、
単
な
る
名
刺
交
換
会
で
は

な
く
、
企
業
・
団
体
側
と
大
学
側
に
分

か
れ
、
双
方
が
テ
ー
ブ
ル
を
巡
回
し
な

が
ら
あ
い
さ
つ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
向

上
や
、
よ
り
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
実
現
に
向
け
て
今
年
度
の
状
況

や
今
後
の
見
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
留
意

事
項
や
要
望
事
項
な
ど
を
忌
憚
な
く
出

し
合
う
こ
と
が
目
的
で
、
会
場
で
は
積

極
的
に
か
つ
熱
心
に
情
報
交
換
す
る
姿

が
見
て
と
ら
れ
た
。

情
報
交
換
会
後
、
今
橋
幸
夫
ヤ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
セ
ン
タ
ー
長

が
こ
の
事
業
へ
の
積
極
参
加
を
お
願
い

す
る
あ
い
さ
つ
な
ど
を
行
い
、
閉
会
し

た
。な

お
、
六
月
末
日
現
在
の
「
大
学
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
へ
の

登
録
状
況
は
、
受
入
側
の
企
業
・
団
体

が
七
二
社
・
団
体
で
一
一
六
部
署
、
大

学
は
県
内
お
よ
び
関
東
近
県
か
ら
六
〇

の
大
学
に
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
七
月
中
旬
か
ら
九
月

初
旬
に
か
け
て
の
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
実
施
に
向
け
、
本
格
化
す
る
。
詳

し
い
事
業
内
容
や
実
施
方
法
な
ど
は
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事

業
」
で
検
索
す
る
か
、
ま
た
は
、

http
://w
w
w
.saitam

a-internship.jp

を
直
接
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
情

報
交
換
会

参
加
大
学
、
企

業
・
団
体

（
五
十
音
順
）

◇
大
学
◇

跡
見
学
園
女
子
大
学
、
浦
和
大
学
、

群
馬
大
学
、
埼
玉
学
園
大
学
、
埼
玉
県

立
大
学
、
埼
玉
工
業
大
学
、
埼
玉
大
学
、

十
文
字
学
園
女
子
大
学
、
城
西
大
学
、

尚
美
学
園
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
、
聖

学
院
大
学
、
成
蹊
大
学
、
西
武
文
理
大

学
、
大
東
文
化
大
学
、
東
京
家
政
大
学
、

東
京
経
済
大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
東

京
電
機
大
学
、
東
洋
大
学
、
獨
協
大
学
、

日
本
大
学
、
日
本
薬
科
大
学
、
法
政
大

学
、
武
蔵
大
学
、
明
星
大
学
、
も
の
つ

く
り
大
学
、
立
正
大
学

◇
企
業
・
団
体
◇

青
木
信
用
金
庫
、
ア
ズ
企
画
設
計
、

ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
、
エ
イ
リ
イ
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
オ
ガ
ワ
製
作
所
、
カ

ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ
、
共
同
土
木
、

サ
イ
エ
ン
ス
、
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
就
業

支
援
課
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
サ
ン
ケ

ン
電
気
、
ス
テ
ッ
プ
ワ
ン
、
生
活
協
同

組
合
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
、
セ
ン
ト
ラ
ル

自
動
車
技
研
、
東
彩
ガ
ス
、
東
洋
ク
オ

リ
テ
ィ
ワ
ン
、
ハ
ナ
カ
ツ
、
隼
人
会
ま

き
ば
園
、
武
蔵
野
銀
行
、
ユ
ニ
ッ
ク
ス

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
情
報
交
換
会
開
く

開
会
挨
拶
す
る
本
会
三
国
雅
裕
専
務
理
事

講
演
「
よ
り
良
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
現
に
向

け
て
」
聖
学
院
大
学
広
報
企
画
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
課
課
長

鈴
木

隆
氏

会
場
の
様
子

聖
学
院
大
学
内
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２１
年
度
産
業
教
育
功
労
者
に
本
会

推
薦
の
埼
玉
り
そ
な
銀
行
が
決
定

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー（
ホ
ン
ダ

イ
ン
サ
イ
ト
）部
品
の
内
覧
会

平
成
二
十
二
年
度
の
民
間
企
業
等
派
遣

研
修
（
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
と

し
て
教
員
を
事
務
局
で
研
修
員
と
し
て
受

け
入
れ
三
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
峰

稔
浩
研

修
員
（
県
立
浦
和
商
業
高
等
学
校
教
頭
）

は
、
こ
の
三
ヶ
月
本
会
の
業
務
に
携
わ
り
、

理
事
会
・
総
会
の
準
備
・
実
施
や
各
種
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、
ま
た
教
育
局
と
の
連

絡
調
整
な
ど
の
本
会
業
務
を
精
力
的
に
こ

な
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
生
の
求
人
数

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
非
常
に
厳
し
い

就
職
状
況
に
対
応
す
る
た
め
埼
玉
県
教
育

委
員
会
が
非
常
勤
職
員
の
求
人
開
拓
員
と

し
て
採
用
し
た
五
名
の
「
リ
ク
ル
ー
ト
マ

ス
タ
ー
」
を
統
括
し
、
本
会
会
員
企
業
を

中
心
に
、
企
業
訪
問
計
画
を
企
画
・
立
案

し
、
五
月
よ
り
求
人
開
拓
を
行
っ
て
い
る
。

六
月
末
ま
で
に
四
八
〇
社
を
訪
問
し
、
一

三
九
社
か
ら
高
校
生
の
求
人
が
あ
る
旨
回

答
を
得
て
お
り
、
求
人
数
は
延
べ
で
八
〇

〇
名
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の

求
人
情
報
に
つ
い
て
は
県
教
育
委
員
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
随
時
学
校
へ
情
報

を
提
供
す
る
。

ま
た
、「
第
一
回
就
職
支
援
特
別
対
策

会
議
」
を
五
月
十
四
日
に
埼
玉
会
館
に
て

開
催
し
、
本
会
か
ら
は
宮
田
調
査
部
長
が

出
席
し
、
他
の
経
済
団
体
や
企
業
、
進
路

指
導
担
当
教
員
、
教
育
委
員
会
担
当
者
も

顔
を
そ
ろ
え
、
学
校
か
ら
の
求
職
状
況
、

企
業
側
か
ら
の
求
人
情
報
、
ま
た
、
リ
ク

ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
か
ら
の
企
業
訪
問
状
況

な
ど
、
就
職
に
関
す
る
情
報
を
交
換
し
、

様
々
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

続
く
「
第
二
回
就
職
支
援
特
別
対
策
会

議
」
は
七
月
二
日
に
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
に
て
開
催
し
、
本
会
か
ら
は
根
岸
常
務

理
事
が
出
席
し
、
本
会
か
ら
推
薦
し
た
㈱

ヤ
オ
コ
ー
中
村

健
取
締
役
人
事
部
長
も

参
加
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
か
ら
の

情
報
も
加
え
て
、
就
職
状
況
を
分
析
し
、

効
果
的
に
求
人
開
拓
を
進
め
て
い
く
た
め

の
対
策
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
企

業
訪
問
に
お
け
る
情
報
な
ど
も
含
め
、

様
々
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
学
校
に
お
け

る
就
職
指
導
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
会
は
、
県
教
育
委
員

会
と
連
携
を
強
化
し
て
、
高
校
生
の
就
職

状
況
の
改
善
の
取
組
に
協
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
会
に
お
い
て
も
、
こ
の

取
組
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
求
人
が
出
さ

れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

リ
ク
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
が
本
会
会
員
企
業

を
訪
問
し
、
人
事
担
当
者
へ
高
校
生
の
求

人
状
況
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
御
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
主
催
の
「
平

成
二
十
一
年
度
産
業
教
育
功
労
者
」
の
表

彰
企
業
が
決
定
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、本
県
産
業
教
育
の
振
興
に

特
に
功
労
の
あ
る
企
業
・
事
業
所
等
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
、今
回
は
本
会
が
推
薦
し
た

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行
が
受
賞
し
た
。

表
彰
式
�
写
真
�
は
六
月
九
日
�
、
さ

い
た
ま
市
の
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
有
朋
に
て
開

催
さ
れ
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
上
條

正
仁

社
長
に
大
野

松
茂
埼
玉
県
産
業
教
育
振

興
会
長
か
ら
表
彰
状
、
副
賞
が
贈
呈
さ
れ

た
。
当
日
は
、
他
に
十
四
名
の
受
賞
者
が

参
加
さ
れ
、
厳
か
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行
は
、地
域
・

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
並
び
に
産
業
教
育

振
興
の
観
点
か
ら
、
平
成
一
七
年
か
ら
金

融
や
経
済
の
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に

付
け
る
子
供
向
け
金
融
経
済
教
育
「
り
そ

な
キ
ッ
ズ
マ
ネ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
〇
年
に
開
催
さ

れ
た
高
校
生
へ
の
金
融
知
力
普
及
を
目
的

と
し
た
第
三
回
全
国
高
校
生
金
融
経
済
ク

イ
ズ
選
手
権
「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」

（
埼
玉
大
会
）の
共
催
、
さ
ら
に
は
、
平
成

一
三
年
度
か
ら
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
取
組
を

積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
（
ホ
ン
ダ
イ
ン
サ

イ
ト
）
分
解
部
品
展
示
内
覧
会
の
本
会
会

員
企
業
向
け
特
別
展
示
が
五
月
二
七
日
�

に
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
に
て
開
催
�
写
真
�
さ
れ
、

会
員
企
業
十
一
社
、
二
十
八
名
が
参
加
し

た
。内

覧
会
で
は
ま
ず
、
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
技

術
革
新
支
援
室

棚
橋
綱
男
室
長
よ
り
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
事
業
説
明
や
分
解
展
示
を

す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

一
階
の
展
示
室
に
移
動
し
、
見
学
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
展
示
室
で
は
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

荒
木
純
一
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
分
解
部
品
に

つ
い
て
の
細
部
に
わ
た
る
説
明
が
あ
り
、

展
示
さ
れ
た
イ
ン
サ
イ
ト
は
本
田
技
研
工

業
の
ご
好
意
で
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
さ

い
た
ま
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
趣
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。
部
品
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
イ
ン
サ
イ

ト
本
体
を
中
心
に
エ
ン
ジ
ン
部
分
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
モ
ー
タ
ー
部
分
、
バ
ッ
テ
リ
ー

関
係
、
Ｃ
Ｖ
Ｔ
関
係
、
足
回
り
関
係
と
細

部
に
渡
っ
て
分
解
さ
れ
て
お
り
見
学
さ
れ

た
会
員
企
業
に
と
っ
て
は
今
後
の
製
品
開

発
に
役
立
つ
部
分
が
多
く
、
時
間
い
っ
ぱ

い
ま
で
熱
心
に
見
学
し
、
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

見
学
終
了
後
、
全
員
集
合
し
て
セ
ン
タ

ー
よ
り
展
示
内
覧
会
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
県

産
業
労
働
部
の
企
業
支
援
施
策
に
つ
い
て

の
意
見
・
要
望
調
査
が
行
わ
れ
、
終
了
と

な
っ
た
。

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
で
は
今
後
こ
の
イ
ン
サ

イ
ト
の
常
設
展
示
を
行
い
、
関
連
技
術
分

野
の
研
究
会
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、

関
係
会
員
企
業
の
研
究
会
へ
の
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

民
間
企
業
派
遣
制
度
三
ヵ
月

県
立
浦
和

商
高
教
頭

峰
稔
浩
氏
、業
務
精
力
的
に
消
化
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埼
玉
県
産
業
支
援
諸
施
策
説
明
会
が
、

四
月
二
七
日
�
九
時
三
〇
分
か
ら
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
六
階
六
〇
四
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県
産
業
労
働

部
松
岡
進
部
長
を
は
じ
め
、
産
業
労
働

部
の
幹
部
四
名
と
本
会
会
員
企
業
四
〇

社
六
五
名
の
参
加
で
会
場
は
ほ
ぼ
満
席

と
な
っ
た
。

説
明
会
は
埼
玉
県
経
営
者
協
会
利
根

忠
博
会
長
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
そ

の
中
で
「
経
営
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現

状
を
受
け
止
め
、
自
社
の
事
業
領
域
を

再
構
築
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
会
員
の
皆
様
に
お
い
て

は
、
普
段
考
え
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
、

こ
の
場
を
大
い
に
活
用
し
て
、
県
の

方
々
に
ぶ
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
こ
の
説
明
会
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、
挨
拶
並
び
に
埼
玉
県
の
産

業
支
援
諸
施
策
全
体
説
明
を
埼
玉
県
産

業
労
働
部
部
長
松
岡
進
氏
が
行
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
「
埼
玉
県
雇
用
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
―

雇
用
を
軸
と
し
た
政
策
の
展
開
―
」
に

基
づ
い
て
一
般
会
計
が
一
兆
六
千
七
百

六
十
四
億
一
千
万
円
で
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
公

共
事
業
費
は
二
、
三
割
カ
ッ
ト
さ
れ
て

お
り
、
緊
急
雇
用
基
金
関
係
が
大
き
く

増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
県
内
雇
用

情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、「
当
面
の
経
済
対
策
」「
未
来

へ
の
投
資
」「
暮
ら
し
の
安
全
保
障
」

を
三
本
の
政
策
の
柱
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
の
横
軸
に
雇
用
の
創
出
・
確
保

を
位
置
づ
け
、
官
民
連
携
で
三
年
間
で

七
万
人
の
雇
用
創
出
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
雇
用
創

出
も
民
間
企
業
の
活
性
化
が
あ
っ

て
こ
そ
で
、
今
後
は
制
度
融
資
を

中
心
と
し
た「
短
期
的
産
業
振
興
」、

経
営
革
新
・
技
術
支
援
・
企
業
誘

致
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
中
期
的

産
業
振
興
」、
創
業
支
援
・
次
世

代
産
業
支
援
な
ど
を
中
心
と
し
た

「
長
期
的
産
業
振
興
」
を
産
業
・

労
働
施
策
の
体
系
に
位
置
づ
け
る

と
し
、
特
に
、
中
小
企
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
中
で
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
」
を
目
標
一

〇
〇
〇
件
と
し
て
五
月
か
ら
県
職

員
が
八
千
社
を
訪
問
し
、
意
見
を

聞
い
て
様
々
な
対
応
を
行
い
、
企

業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
支
援
を
展
開

し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

休
憩
の
後
、
支
援
諸
施
策
個
別
説
明

を
行
い
、
ま
ず
最
初
に
「『
中
小
企
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
』『
チ
ャ

レ
ン
ジ
経
営
宣
言
』
制
度
に
基
づ
く
総

合
支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
埼
玉

県
産
業
労
働
部
産
業
支
援
課
課
長
吉
田

幸
夫
氏
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。『
中
小

企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
』
に

つ
い
て
は
経
営
向
上
へ
意
欲
的
な
企
業

を
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
』
企
業
と

し
て
、
県
職
員
の
支
援
チ
ー
ム
が
と
こ

と
ん
支
援
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

続
い
て
「『
中
小
企
業
次
世
代
産
業

参
入
支
援
事
業
』『
地
域
産
業
の
競
争

力
強
化
に
向
け
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
』
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
埼
玉
県
産
業
労
働
部
新
産
業
育
成

課

課
長
竹
永
祥
之
氏
よ
り
、『
エ
コ

住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』、『
次
世
代
自
動

車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』、『
農
商
工
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
中
小
企
業
が
先

端
的
で
ハ
イ
リ
ス
ク
な
取
組
、
経
済
波

及
効
果
の
高
い
取
組
、
次
世
代
産
業
参

入
を
目
指
す
取
組
に
つ
い
て
上
限
額
を

三
百
万
円
と
し
て
約
二
十
社
六
千
万
円

の
補
助
を
行
う
と
し
た
。

三
番
目
に
「『
中
国
進
出
拠
点
』
の

設
置
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
埼
玉
県
産

業
労
働
部
企
業
立
地
課
課
長
小
川
良
和

氏
よ
り
中
国
取
引
の
支
援
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り

切
る
た
め
の
活
路
の
一
つ
と
し
て
、
中

小
企
業
の
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
参
入

を
支
援
す
る
た
め
、
上
海
に
「
上
海
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
の
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
業
務
委
託
を
行
い
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
取
組
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
質
問
・
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
友
栄
塗
装
�
代
表
取
締
役
社
長
増

田
学
氏
か
ら
技
術
開
発
連
携
へ
の
支
援

に
つ
い
て
の
質
問
、
�
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長
高
橋
行
憲
氏
か
ら
中

国
大
連
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
関

す
る
質
問
、
坂
戸
ガ
ス
�
常
務
取
締
役

筋
野
正
美
氏
か
ら
圏
央
道
周
辺
の
企
業

立
地
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
意
見
、
�

テ
ィ
ー
・
ケ
ー
・
ケ
ー
代
表
取
締
役
高

橋
保
央
氏
か
ら
次
世
代
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
ス
タ
ー
ト
時
期
に
つ
い
て
の
質
問
な

ど
、
様
々
な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
産

業
労
働
部
の
担
当
者
が
対
応
し
た
。

そ
の
後
、
一
一
時
五
〇
分
に
埼
玉
県

経
営
者
協
会
根
岸
常
務
理
事
の
閉
会
挨

拶
に
て
閉
会
と
な
っ
た
が
、
終
了
後
も

埼
玉
県
産
業
労
働
部
の
幹
部
と
本
会
会

員
企
業
と
で
活
発
な
情
報
交
換
が
行
な

わ
れ
る
な
ど
盛
会
で
あ
っ
た
。

県
産
業
支
援
諸
施
策
説
明
会
に

会
員
企
業
四
〇
社
六
五
名
参
加

利
根
会
長
挨
拶

県
産
業
支
援
諸
施
設
説
明
会

松
岡
進
県
産
業
労
働
部
長

―２８―



正
社
員
の
若
者
と
若
い
人
材

求
め
る
企
業
の
出
会
い
の
場

本
会
は
県
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
埼
玉
）
と
共
催
し
、
今
年
度
で
三

回
目
と
な
る
「
仕
事
出
会
い
フ
ェ
ア
」

を
五
月
二
六
日
�
、
午
後
よ
り
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
に
て
開
催
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
正
社
員
と
し
て
の

就
職
を
希
望
す
る
若
者
と
、
若
い
人
材

を
必
要
と
す
る
企
業
の
出
会
い
の
機
会

を
つ
く
り
、
若
者
と
企
業
の
ベ
ス
ト
マ

ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
も
の
。
二
二
年
度

の
仕
事
出
会
い
フ
ェ
ア
は
、
県
が
県
内

経
済
団
体
や
業
界
専
門
団
体
と
共
催
し

て
行
い
、
六
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
本
会
は
第
一
回
目
を
共
催
し
た
。

当
日
は
本
会
が
呼
び
か
け
た
会
員
企

業
や
県
に
参
加
希
望
が
あ
っ
た
企
業
の

経
営
者
や
人
事
・
採
用
担
当
者
、
三
十

九
歳
以
下
の
求
職
者
三
四
名
ほ
か
関
係

者
も
含
め
て
約
五
十
名
が
参
加
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
企
業
ご
と
に
ブ
ー
ス

を
つ
く
り
、
若
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー

ス
を
順
番
に
訪
れ
、
自
己
紹
介
や
意
見

交
換
、
企
業
Ｐ
Ｒ
を
受
け
た
あ
と
、
興

味
の
あ
る
ブ
ー
ス
に
再
訪
し
、
フ
リ
ー

に
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
行
う
。
後

日
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
や
面
接
を
希
望

す
る
場
合
は
、
企
業
と
若
年
求
職
者
そ

れ
ぞ
れ
が
コ
ン
タ
ク
ト
希
望
シ
ー
ト
を

提
出
し
、
企
業
見
学
や
面
接
を
経
て
採

用
へ
と
繋
げ
る
。

企
業
の
ブ
ー
ス
で
は
厳
し
い
雇
用
情

勢
を
反
映
し
て
か
、
例
年
に
も
増
し
て

求
職
者
が
真
剣
に
説
明
を
聞
く
姿
勢
が

見
ら
れ
、
企
業
担
当
者
も
そ
れ
に
呼
応

す
る
よ
う
に
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
た
。

フ
ェ
ア
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

就
職
希
望
の
若
者
は
、「
仕
事
の
関
心

が
広
が
っ
た
」
や
「
採
用
す
る
側
の
視

点
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
で
、

参
加
企
業
か
ら
は
、「
若
者
と
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
話
し
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

や
「
参
加
者
の
中
に
は
自
社
の
採
用
ゾ

ー
ン
に
近
い
方
が
多
く
い
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

若
年
者
の
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
に

と
っ
て
こ
の
よ
う
な
機
会
は
、
採
用
に

繋
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
若

者
の
考
え
方
や
意
見
な
ど
を
直
接
聞
く

こ
と
に
よ
り
採
用
活
動
へ
の
参
考
と
な

る
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
視
野
と
選
択

肢
を
広
げ
る
上
で
も
有
意
義
な
会
と
な

っ
て
い
る
。

【
就
職
希
望
者
の
属
性
】

◆
参
加
者
計

三
四
名

☆
男
性
�
二
二
名
、
女
性
�
十
二
名

☆
年
齢
層
別
人
数

十
代

�

一
名

二
十
〜
二
四
歳
�

九
名

二
五
〜
二
九
歳
�

九
名

三
十
代

�
十
五
名

例
年
よ
り
二
週
間
遅
れ
で
関
東
地
方
も

入
梅
を
迎
え
た
。
こ
の
遅
れ
が
米
作
な
ど

の
自
然
生
態
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
か
心
配
で
あ
る
。

政
権
交
代
か
ら
八
ヶ
月
で
総

理
交
代
劇
も
あ
り
、
相
変
わ
ら

ず
景
気
も
低
迷
し
て
い
る
が
、

約
六
十
億
キ
ロ
の
長
旅
を
七
年

も
続
け
て
き
た
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
が
無
事
に
帰
還
し
、
科

学
技
術
の
高
さ
を
世
界
に
ま
ざ

ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
。
し
か
し
、

「
は
や
ぶ
さ
二
世
」
の
予
算
が

今
回
の
「
事
業
仕
分
け
」
で
は

二
千
万
円
減
額
さ
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
も

話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、
果
た

し
て
ど
こ
ま
で
善
戦
で
き
だ
ろ

う
か
？
世
界
の
壁
は
厚
す
ぎ
る

よ
う
な
気
が
す
る
。

さ
て
、
話
題
は
変
わ
る
が
、

最
近
「
分
析
思
考
力
」
の
養
成

を
訴
え
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
経

団
連
も
重
要
視
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

日
本
人
が
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
に
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
チ
ー
ム

で
働
く
力
」
と
共
に
、「
発
信
力
・
敬
聴

力
・
柔
軟
性
」
が
必
須
で
あ
る
と
。

分
析
思
考
力
の
養
成
に
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
で
も
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
非
常

に
少
な
い
。
企
業
の
一
部
で
は
研
修
制
度

で
多
少
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
な

か
な
か
育
っ
て
は
い
な
い
。

そ
の
最
大
原
因
は
、
日
本
人
の
国
民
性

に
根
強
く
関
係
し
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば

戦
後
の
学
校
教
育
（
ゆ
と
り
教
育
）
で
取

り
込
ま
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
の
各
種
試
験
で
は
、

問
題
に
対
し
て
の
分
析
思
考
力
は
ま
っ
た

く
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。
直
ぐ
に
五
枝
択

一
で
、
問
題
定
義
、
直
ぐ
に
「
正
解
」
を

求
め
る
事
が
実
に
多
く
、「
気
付
き
・
考

え
る
」
と
い
う
分
析
思
考
要
素
や
、「
自

分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
、
相
手
の
意
見

も
聴
く
」、
そ
し
て
「
自
分
の

考
え
な
ど
に
誤
り
を
感
じ
た
時

は
素
直
に
認
め
る
」
な
ど
が
出

来
ず
に
、
自
分
の
主
義
主
張
が

強
く
表
面
に
出
て
柔
軟
性
が
欠

如
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
最

も
悪
い
の
は
、
面
と
向
っ
て
は

何
も
言
わ
ず
、
陰
で
イ
ジ
メ
や

悪
口
を
行
な
っ
た
り
言
っ
て
い

る
。問

題
に
対
し
て
十
分
な
分
析

思
考
し
て
、
解
決
に
結
び
つ
け

る
「
議
論
」
が
絶
対
に
必
要
な

要
素
と
考
え
て
い
る
。
某
私
立

高
校
で
は
「
校
則
」
が
存
在
し

な
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
学
生
は
学
生
ら
し
く
」
だ
け

で
、
ル
ー
ル
が
必
要
な
ら
ば
、

生
徒
会
で
決
め
さ
せ
て
い
る
ら

し
い
。
時
間
は
相
当
か
か
る
が
、
分
析
思

考
能
力
を
養
成
す
る
た
め
に
は
是
非
と
も

必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
授
業
も
殆
ど
が
討

議
方
式
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
の
事
で
、

こ
の
高
校
に
は
留
学
生
も
多
く
国
際
人
養

成
が
メ
イ
ン
ら
し
い
。

人
材
育
成
に
は
、
幼
児
時
か
ら
教
育
方

法
を
原
点
か
ら
変
え
る
こ
と
の
必
要
を
今

後
は
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

第１７６回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

企
業
の
自
社
Ｐ
Ｒ

―２９―
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株
式
会
社
フ
ジ
ナ
ミ
は
平
成
十

八
年
に
創
業
五
十
年
を
迎
え
、
半

世
紀
を
越
え
る
経
験
、
実
績
か
ら

裏
付
け
ら
れ
た
確
か
な
品
質
、
顧

客
要
求
に
基
づ
い
た
納
期
対
応
は

最
大
の
強
み
で
あ
る
。

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
藤

田
亘
弘
会
長
�
写
真
�
は
当
社
の

原
点
は
型
造
り
で
あ
る
と
語
り
、

そ
れ
は
昭
和
十
一
年
藤
田
浪
六
初

代
社
長
が
東
京
・
大
森
に
藤
浪
木

型
製
作
所
を
開
設
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
同
年
十
月
に
は
荏
原
製
造

�
の
荏
原
ポ
ン
プ
、
羽
根
模
型
等

を
作
成
。
三
十
五
年
に
プ
リ
ン
ス

自
動
車
�

の
受
注
を

受
け
、
試

作
プ
レ
ス

型
木
型
の

製
作
に
入

る
。
さ
ら

に
、
四
十

三
年
吉
川

町
に
第
二

工
場
を
建

設
、
フ
ル
モ
ー
ル
ド
模
型
、
樹
脂

型
の
製
作
に
傾
注
す
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
営
業
品
目
は

一
、
モ
デ
ル
全
般（
デ
ザ
イ
ン
用
・

外
観
検
証
用
等
）
二
、
治
具
全
般

（
検
査
・
接
着
等
）
三
、
射
出
成

形
型
（
簡
易
型
）
四
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

成
形
及
び
型

五
、
真
空
成
形
及

び
型

六
、
複
合
材
輸
入

七
、

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
デ
ー
タ
作

成
等
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
藤
田

章
専
務
は
五
十

年
の
技
術
と
先
端
素
材
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
国
内
唯

一
の
「
水
溶
性
溶
解
中
子
」
を
使

用
し
た
新
商
品
を
語
っ
た
。
そ
れ

は
、
水
で
溶
け
る
中
子
で
、
粉
体

の
基
材
に
水
を
加
え
混
合
し
た
も

の
を
型
に
注
型
す
る
と
三
十
分
か

ら
六
十
分
で
硬
化
す
る
。
硬
化
後

は
型
よ
り
脱
型
し
、
熱
処
理
を
行

い
中
子
は
完
成
す
る
。
そ
の
後
、

離
型
処
理
を
施
し
従
来
通
り
の
複

合
材
に
よ
る
成
形
を
行
い
、
成
形

後
は
中
子
を
水
で
溶
か
し
完
成
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
優
れ
た

と
こ
ろ
は
、
従
来
の
中
子
で
は
出

来
な
か
っ
た
異
形
状
の
一
体
成
型

が
可
能
で
あ
り
、
上
下
型
・
分
離

型
を
用
い
て
の
注
型
が
可
能
な
こ

と
に
よ
り
、
同
一
形
状
を
必
要
数

量
製
作
が
容
易
に
な
る
。
ま
た
、

破
損
時
の
修
正
と
汎
用
乾
燥
炉
に

よ
り
硬
化
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
あ
ら
ゆ
る
樹
脂
含
浸
複
合
材

の
積
層
が
で
き
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー

プ
・
乾
燥
炉
等
で
積
層
硬
化
後
、

水
道
水
で
中
子
部
分
を
洗
い
流
せ
、

環
境
に
優
し
く
、
従
来
工
法
に
対

し
工
数
削
減
が
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
技
術
の
蓄

積
の
た
め
取
引
業
種
は
自
動
車
・

航
空
機
・
鉄
道
等
と
幅
広
い
。

ま
た
、
藤
田
会
長
は
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
ガ
バ
ナ
ー
を
務
め
あ

げ
、
そ
の
精
神
は
経
営
に
も
生
か

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
業
歴
の

中
で
バ
ブ
ル
等
々
の
危
機
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
の
は
、
初
代
社
長
の

「
本
業
以
外
で
金
儲
け
を
し
た
ら

汗
を
か
か
な
い
で
儲
け
る
。
そ
れ

は
本
業
を
忘
れ
る
こ
と
だ
」や「
緑

を
大
切
に
し
な
さ
い
」
ま
た
「
社

会
に
対
す
る
貢
献
は
お
前
の
人
生

に
対
す
る
家
賃
」
等
々
の
教
訓
で

あ
る
。
今
後
も
地
道
に
絶
え
間
ぬ

挑
戦
を
続
け
、
商
品
開
発
サ
ポ
ー

ト
の
担
い
手
と
し
て
常
に
お
客
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
邁
進
し
た

い
と
藤
田
会
長
は
語
っ
た
。

東
京
都
港
区
白
金
に
雲
下
鉄
工

所
と
し
て
創
業
し
た
日
本
オ
イ
ル

ポ
ン
プ
�
は
、
今
年
で
創
業
九
一

年
の
伝
統
を
持
つ
産
業
機
器
メ
ー

カ
ー
。

当
社
の
主
力
製
品
「
ト
ロ
コ
イ

ド
ポ
ン
プ
」
は
、
各
種
産
業
用
機

械
の
心
臓
部
で
、
目
立
た
な
い
が

縁
の
下
の
力
持
ち
。
ト
ロ
コ
イ
ド

曲
線
（
一
つ
の
円
が
直
線
上
を
滑

る
こ
と
な
く
転
が
る
と
き
、
中
心

を
通
る
直
線
上
の
定
点
の
描
く
曲

線
）
か
ら
な
る
内
接
ギ
ア
を
使
用

し
た
ポ
ン
プ
で
、
そ
の
特
徴
を
生

か
し
、
工
作
機
械
か
ら
船
舶
ま
で

幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
潤
滑
油
な
ど
を
移
送
・
循

環
さ
せ
る
用
途
が
主
で
、
特
に
工

作
機
械
の
温
度
調
節
用
の
ポ
ン
プ

で
は
シ
ェ
ア
世
界
一
を
誇
っ
て
い

る
。

徹
底
し
た
品
質
管
理
と
開
発
及

び
生
産
性
の
高
さ
で
業
界
ト
ッ
プ

の
信
頼
を
築
き
あ
げ
た
。
さ
ら
に
、

「
一
個
流
し
」
の
生
産
管
理
体
制

で
、
多
品
種
少
量
、
短
納
期
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
。
長
年
培

っ
た
製
品
の
設
計
開
発
力
だ
け
で

は
な
く
「
Ｑ
Ｃ
Ｄ
」
�
品
質
・
価

格
・
納
期
す
べ
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
を
中
期
経
営

計
画
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

今
年
二
月
、
社
長
に
就
任
し
た

中
尾
真
人
氏
�
写
真
�
は
、
昭
和

三
十
七
年
生
ま
れ
の
若
き
経
営
者
。

大
手
電
力
会
社
で
の
技
術
開
発
、

米
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で

の
戦
略
企
画
、
機
械
部
品
メ
ー
カ

ー
で
の
海
外
事
業
展
開
な
ど
の
経

験
を
活
か
し
、
社
長
と
い
う
重
責

を
担
い
な
が
ら
も
、
新
し
い
視
点

と
発
想
で
経
営
に
注
力
し
て
い
る
。

当
面
の
事
業
目
標
は
、
新
製
品

開
発
と
中
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
。

中
国
・
上
海
で
は
す
で
に
販
売
拠

点
を
持
っ
て
い
る
が
、
近
々
ト
ロ

コ
イ
ド
ポ
ン
プ
を
現
地
組
立
す
る

仕
組
み
を
立
ち
上
げ
る
。
中
尾
社

長
は
、「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
過
去

の
経
験
か
ら
難
し
さ
も
失
敗
も
学

ん
で
い
る
。
十
分
に
調
査
・
研
究

し
た
上
で
、
慎
重
に
始
め
て
、
大

胆
に
育
て
る
。
中
国
市
場
で
も
勝

て
る
自
信
は
あ
る
」
と
力
強
く
語

ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
今
後
の
抱
負
と
し
て
、

「
一
、
Ｑ
・
Ｃ
・
Ｄ
で
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
貫
き
通
す
。
二
、
大
型
新

製
品
を
毎
年
市
場
に
送
り
出
す
。

三
、
成
長
市
場
に
積
極
的
に
展
開

す
る
」
と
三
点
を
強
調
し
、
こ
れ

ら
を
実
行
す
る
た
め
に
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
、
社
員
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
図
り
「
燃
え
る
集
団
を

つ
く
る
」
こ
と
が
目
標
だ
と
い
う
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
厳

し
い
経
営
環
境
か
ら
の
完
全
回
復

に
は
至
っ
て
は
い
な
い
が
、
九
十

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
メ
ー

カ
ー
の
未
来
と
さ
ら
な
る
成
長
に

期
待
を
抱
い
た
。

なな話話題題 南南 北北 中中 西西

南
部

�
フ
ジ
ナ
ミ

新
商
品
は
国
内
唯
一
の

水
溶
性
溶
解
中
子
使
用
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主
力
製
品
は
工
作
機
械
か
ら
船
舶

ま
で
の
心
臓
部
と
し
幅
広
く
使
用

藤田亘弘会長

国
内
唯
一
の
「
水

溶
性
溶
解
中
子
」

中
尾
真
人

代
表
取
締
役
社
長

ト
ロ
コ
イ
ド
ポ
ン
プ
の

製
品
見
本
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�
橋
社
長
�
写
真
�
が
、
株
式

会
社
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
を
設
立
し
た

の
は
、平
成
一
〇
年
一
月
。第
二
の

人
生
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
決
意
し
、

そ
れ
ま
で
勤
務
し
た
大
手
損
保
会

社
退
職
を
機
に
当
社
を
設
立
し
た
。

当
時
将
来
性
が
期
待
さ
れ
た
、

Ｉ
Ｔ
、
環
境
、
福
祉
の
三
事
業
の

中
か
ら
、
事
業
環
境
、
競
争
環
境

等
を
踏
ま
え
、福
祉
事
業
を
選
択
・

起
業
し
た
と
の
こ
と
。
社
名
、「
ウ

イ
ズ
ネ
ッ
ト（w

isnet

）」
は
、
福

祉
に
関
す
る
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
（「W

elfare
Inform

ation
Service

N
etw
ork

」を
図
り
、�
街

の
中
に
福
祉
の
街
を
つ
く
る
�
と

い
う
当
社
の
経
営
理
念
か
ら
き
て

い
る
。

そ
の
後
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
を
核
に
、「
健
康
増
進
施
設

事
業
」、「
教
育
事
業
」、「
保
育
事

業
」、「
介
護
事
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
事
業
」、「
シ
ニ
ア
セ
ラ
ピ
ー
事

業
」
な
ど
、
次
々
と
事
業
を
拡
大
。

現
在
で
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、

一
五
三
事
業
所
、
資
本
金
三
四
七

百
万
円
、
売
上
高
一
〇
八
億
円
、

職
員
二
七
〇
〇
名
を
擁
す
る
、
首

都
圏
を
代
表
す
る
総
合
福
祉
事
業

者
の
一
社
に
ま
で
成
長
し
た
。

現
在
も
必
要
な
人
に
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
環
境

作
り
に
向
け
て
、
業
界
の
リ
ー
ダ

ー
企
業
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
取
り
組
み
の
一

部
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
は
、「
う

い
ず
協
同
仕
入
れ
シ
ス
テ
ム
」
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

大
量
一
括
発
注
に
よ
り
医
療
・
福

祉
関
係
事
業
者
の
方
々
の
大
幅
な

経
費
節
減
を
図
る
日
常
品
、
衛
生

用
品
、
福
祉
器
具
な
ど
の
共
同
購

入
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
現
在
、
医

療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
民
間

会
社
な
ど
約
五
〇
社
が
参
加
し
て

い
る
。

も
う
一
つ
は
、
福
祉
事
業
者
な

ら
び
に
そ
こ
で
働
く
職
員
の
将
来

を
考
え
た
「
確
定
拠
出
年
金
制
度

（
日
本
版
四
〇
一
Ｋ
）」
の
導
入

推
進
で
あ
る
。
�
橋
社
長
は
、「
退

職
金
は
人
事
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、

経
営
か
ら
職
員
へ
の
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
の
考
え
方
の

下
、
導
入
推
進
に
向
け
、
現
在
各

方
面
に
精
力
的
な
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
社
事
業
と
し
て
は
、

近
い
将
来
急
速
に
高
齢
化
が
進
行

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
中
国
福

祉
市
場
へ
の
進
出
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
数
年
後
の
株
式
公
開
を

視
野
に
入
れ
、
様
々
な
社
内
体
制

整
備
も
推
進
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て

い
る
、
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
は
、
総
合

福
祉
事
業
会
社
の
雄
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
成
長
し
続
け
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

有
限
会
社
野
火
止
製
作
所
は
昭
和

三
五
年
、
現
新
座
市
野
火
止
に
創
立
。

当
時
は
オ
ー
ト
バ
イ
部
品
・
チ
ェ
ー

ン
部
品
の
生
産
や
チ
ェ
ー
ン
組
立
・

生
産
、
治
具
・
工
具
の
生
産
、
プ
レ

ス
金
型
の
製
作
を
行
っ
て
い
た
が
、

同
五
二
年
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
加

工
・
放
電
加
工
を
開
始
、
五
九
年
か

ら
は
レ
ー
ザ
ー
光
線
加
工
を
開
始
し
、

以
後
逐
次
レ
ー
ザ
ー
光
線
の
各
種
加

工
機
な
ど
を
導
入
し
、
関
連
の
製
品

を
次
々
開
発
・
製
品
化
、
平
成
一
五

年
に
は
埼
玉
県
指
定
「
彩
の
国
工

場
」
に
認
定
さ
れ
、
同
一
八
年
に
は

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
「
西
海
記
念

賞
」（
ホ
ッ
パ
ー
チ
ー
ム
）
を
受
賞

し
て
い
る
（
見
出
し
の
Ｖ
Ｅ
と
は
バ

リ
ュ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
略
）。

同
社
は
ま
も
な
く
半
世
紀
の
創
立

五
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
が
、
独

自
の
技
術
と
先
端
技
術
を
複
合
、
融

合
す
る
こ
と
に
よ
り
「
速
い
・
キ
レ

イ
・
安
心
価
格
」
と
の
評
価
で
、
加

工
分
野
で
の
固
有
技
術
の
確
立
を
遂

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
板
金
の
高
精
度

加
工
ホ
ッ
パ
ー
を
は
じ
め
、
最
近
で

は
今
話
題
の
小
惑
星
探
査
機
「
は
や

ぶ
さ
」
の
カ
プ
セ
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
て
が
け
る
な
ど
、
野
火
止
製
作
所

の
名
を
上
げ
る
べ
く
頑
張
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
各
種
装
飾
品
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
グ
ッ
ズ
も
好
評
で
、
看
板
サ

イ
ン
な
ど
の
注
文
も
増
大
し
、
売
上

げ
に
か
な
り
寄
与
し
て
い
る
。
加
工

す
る
素
材
は
金
属
で
は
ス
テ
ン
レ
ス
、

ア
ル
ミ
な
ど
多
様
、
金
属
以
外
で
は

ア
ク
リ
ル
、
ペ
ッ
ト
・
人
工
大
理
石

な
ど
で
、「
多
品
種
」「
少
量
」「
短

納
期
」
の
製
品
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
対
応
力
に
よ
り
ユ
ー
ザ

ー
の
期
待
に
応
え
て
い
る
。

最
近
で
は
県
の
「
も
の
づ
く
り
教

育
フ
ェ
ア
」
に
も
参
加
し
、
幅
広
く

色
々
な
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
て
い
る
。

川
上
順
久
（
か
わ
か
み
の
ぶ
ひ
さ
）

社
長
�
写
真
�
は
「
お
客
様
の
ご
要

望
に
当
方
か
ら
提
案
し
、
需
要
を
掘

り
起
こ
す
Ｖ
Ｅ
提
案
営
業
を
展
開
し

て
、
新
技
術
、
新
素
材
な
ど
先
端
技

術
と
つ
な
ぎ
、
新
し
い
価
値
を
持
つ

製
品
加
工
技
術
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

技
術
力
で
顧
客
の
要
望
に
応
え
、
提

案
し
、
顧
客
と
と
も
に
育
ち
、
高
付

加
価
値
製
品
を
生
み
出
し
て
い
く
姿

勢
が
読
み
取
れ
る
こ
と
と
感
じ
た
。

工
場
に
は
「
感
謝
の
心
を
も
っ
て
、

前
向
き
に
、
明
る
く
」
と
あ
り
、
そ

し
て
独
自
の
８
Ｓ
と
し
て
、
親
切
に

対
応
し
、
信
頼
と
信
用
を
得
る
と
い

う
３
Ｓ
と
、
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、

清
潔
、
し
つ
け
の
５
Ｓ
の
標
語
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：�野火止製作所
本社・工場：〒３５２‐００１１ 新座市野火止３‐２‐４８
電 話：０４８‐４８１‐２３００�
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐４８１‐２３０４
代 表 者：代表取締役社長 川上順久
設 立：１９８０年（昭和３５）８月
資 本 金：３０百万円
従 業 員 数：３０名
主要生産品：精密板金、試作品、部品、ロボッ

ト部品、機械開発製作、モニュメ
ント、看板の切り抜き文字、模型、
医療器部品 etc

http : //www.nobidome.co.jp

DATA
会 社 名：株式会社ウイズネット
本 社：�いたま市大宮区三橋２‐７９５
電 話：０４８‐６３１‐３６９０
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐６３１‐２１１０
設 立：平成１０年１月
代 表 者：代表取締役社長 �橋行憲
資 本 金：３４７百万円
従 業 員：２７４０名 ※H２２年５月１日現在
事業内容：総合福祉事業
http : //www.wis-net.co.jp

西
部

�
野
火
止
製
作
所

中
部

�
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

地
域
社
会
に
密
着
し
た
総
合

的
福
祉
事
業
を
幅
広
く
展
開

レ
ー
ザ
ー
＆
製
密
板
金
加
工
と

先
端
技
術
を
複
合
・
融
合
し
た

ト
ー
タ
ル
技
術
の
Ｖ
Ｅ
提
案
企
業

�橋行憲
代表取締役社長

川上順久社長

２年前にオープンした「三井アウトレット
パーク入間」の看板を製作（出店２００店舗
のうち１２０店舗分の看板を製作した）

２
棟
の
本
社
オ
フ
ィ
ス

新
座
市
野
火
止
の
本
社
・
工
場

―３１―



���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

近代デザイン哲学に基づ
くデザイン製品の生産と
デザイナー育成

学歴・略歴
井口 壽乃
（いぐち としの）
１９９３～９５年 ハンガリー
政府給付金留学生とし
て、ハンガリー科学ア
カデミー美術史研究所
留学

１９９６年 筑波大学大学院
芸術学研究科博士課程
修了 博士（芸術学）
取得

１９９７年 東京工業大学、
岐阜県立国際情報科学
芸術アカデミー 非常
勤講師

１９９８年 北九州市立大学
文学部 助教授

２００４年 埼玉大学教養学
部 助教授

２００７年 埼玉大学教養学
部 教授

アメリカを代表するデザイン教
育機関のイリノイ工科大学は、１９

４９年にシカゴ・インスティテュート・オブ・デザ
イン（ID）を編入し、そのデザイン教育の理念を
現在でも継承している。その IDは、もとは第２
次世界大戦の難を逃れて移住したドイツの芸術学
校バウハウスの教師 L．モホイ＝ナジが１９３７年に
開校したニュー・バウハウスを前身としている。
バウハウスラー（バウハウス人）のアメリカへの
亡命・移住者たちは、建築家のW．グロピウス
（ハーバード大学）をはじめ、G．ケペシュ（MIT
高等視覚研究所）、J．アルバース（ブラック・マ
ウンテン・カレッジ、イェール大学）らがいた。
彼らはその他の多数の亡命知識人と同じく、ヨー
ロッパのモダニズム思想をアメリカへ移植し、戦
後のアメリカ現代芸術の基礎を築いたのであった。
なかでもニュー・バウハウスの学長モホイ＝ナ
ジは、近代科学とデザイン哲学をアメリカの産業
界へ導入すべく努力した重要な人物である。モホ
イ＝ナジによれば、デザイナーは「技術上、社会
上、経済上の要求と生物学的必要性、そして素材
や形、色彩、量感、空間による精神物理学的効果
を統合し、関係性のなかで思考すること」が求め
られる。有機的な文明を導く「基準」を目指すこ
とこそ、デザイナーの目標であり責任であり義務

でもある。デザイナーは同時代の芸術、科学、社
会と経済が求めているものに精通し、さらに工業
の過程とある事柄にかかわる基本的な機械の原理
にも通じていなければならない。なぜなら、「デ
ザインすることは職業ではなく態度である」から
だと述べる。１９４０年代におけるアメリカの産業界
のきびしい利潤追求の体制が、より豊かな社会生
物学的経済へとむ
かおうとする時代
の可能性と対立す
るなかで、モホイ
＝ナ ジ は、IDの
教育を通じて統合
された人間のヴィ
ジョンを提示する。
そして、このよう
な彼のデザイン思
想と方法論は、戦
後の日本にも若い
芸術家たちによっ
てもたらされたの
であった。

学歴・略歴
長谷川孝明
（はせがわたかあき）
１９８１年慶應義塾大学工学部
電気工学科卒業。１９８６年
慶應義塾大学大学院博士
課程修了、工学博士。同
年、埼玉大学工学部電気
工学科助手、１９９１年助教
授、２００６年埼玉大学大学
院理工学研究科教授、現
在に至る。１９９５～６年カ
ナダ・ビクトリア大学客
員研究員。現在の専門は
リアルワールドの IT に
よるシステム創成情報学。

私は今リアルワールドの IT（情
報技術）によるシステム創成情報学

（Systems Innovation Informatics）を進めている。シ
ステム創成は、「人間社会の価値観やライフスタイル」
と「数理物理の基本」の両面から進められる分野であ
る。２０世紀の IT は、時空を超えるサイバー空間中心
にその研究開発が展開されてきた。２１世紀に入り、リ
アルワールドの IT が重要になってきている。人も物
もリアルワールドの存在だから。
人や国には三段階のイノベーションがある。この場
合イノベーションは進化と言っても良い。第一段階は
「先人の創ったソリューション（解答）を学んで改善
する。」第二段階は、「先人の創った問題に対しソリュ
ーションを創る。」そして先頭を走る人と国にはもう
一つ大事な役目がある。それが進化の第三段階、すな
わち、「混沌とした自然現象や社会現象の本質を整理
し、解くべき問題をきれいに定式化する。」
我が国では幕末以来１５０年間、大きくやり方を変え
ていないことに今日の閉塞感の根本原因があると私は
考えている。今の激動の社会が維新に例えられること
があるが、本質的に異なる。我が国は維新で確かに大
きく変わった。しかしながら、１５０年前は西欧が確実
に先に進み、その文化を、高く上げたアンテナで急速
に取り入れることが成功の早道だった。つまり手本が
あった。この１５０年間の最初の八割はこの構図で進み、
一部を除き粗方はこの進み方にどっぷりと浸かってい
たのではなかろうか。手本がないことが先頭の国の特

徴である。
イノベーションの第一段階は１９７０年頃までに、第二

段階は１９８５年頃までに概ねクリアしてきた。しかしな
がら、この第三段階を明確に進めていると言えるだろ
うか。きたない問題の定式化は難しいことではない。
しかしながら、本質を射貫くきれいな問題の定式化に
は、お金も労力も洞察力も要る。モノつくりも大事だ
が、ニッチ市場では多数の日本人が食べることは難し
い。つくるのはモノだけではない。他に先駆けて人類
が未体験の新しい考え方を創り、何を作るか整理し、
メジャーな市場に耐えるビジネスを創出することが重
要である。
話を戻そう。モビリティ、また、モノやサービスの

購買は人間の根源的な活動である。したがって、モビ
リティ環境や生産企画を含む購買環境の IT による高
度化は、自然な流れである。そのためのシステム創成
を私は日々進めている。電子コンシェルジュが包み込
むように直感的な道案内環境を実現し、商品・サービ
スの案内・無駄な生産を防ぐバーチャル企画室機能を
提供するユビキタス店員さんシステムを創る。また、
これまでになかった交通信号制御による快適な都市を
実現し、環境負荷を抑えながら思いのままに動けるパ
ーソナル移動システムを創る。リアルワールドの IT
はサイバー空間の IT と異なる技術を多く必要とする
し、それらの実現する世界ではこれまでと異なる広告
媒体も発生する。このように種々の可能性のあるリア
ルワールドの IT を楽しく進めている。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

越境するデザイン思想とモホイ＝ナジ：アメリカ
の１９４０年代

埼玉大学教養学部 井 口 壽 乃 教授

リアルワールドの ITによるシステム創成情報学
～モビリティの高度化と経済活性化～

埼玉大学大学院理工学研究科 長谷川 孝 明 教授

L. Moholy-Nagy，
〈Light-Space Modulator〉
１９２２‐１９３０

―３２―



																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													

CAD/CAM、精密加工および測定などの分野を専門とし
ています。これらはものづくりの基本で、大企業、中堅企
業での精密技術畑に勤務した経験をもとに、学理と実務を
融合させた研究・開発・教育活動を行っています。
製造技能工芸学科には、２次元CADとしてAutoCAD

等が、３次元CADとしては Catia、Pro-E、SolidWorks 等
が導入されています。これらは、それぞれ教育用ライセン
スとして安価で、しかも比較的最新の状態で学生の授業用
に提供されています。学生の授業以外では、離職者等の社
会人の再教育等にも積極的に活用されています。
数種類のソフトを導入することによって、その時々の状

況に応じて必要なソフトを使用できる応用力が身に付き、
教科書やマニュアルがあれば自主的に作業が進められる力
を養うことができます。
３次元CADを有機的に活用するため、３次元スキャナ、

３次元プリンタ、CAMソフト、小型３次元加工機、およ
び小型マシニングセンタ等にまで拡張させたシステムを構

築しています。
粘土などを用いた模型（モック）を手作りし、３Dスキ

ャナで形状データを PCに取り込み、３次元CADで形状
データを修正・削除・追加など
を行い、３次元プリンタで形状
を確認し、CAMソフトでNC
データを出力し、マシニングセ
ンタで加工・製作するというデ
ィジタルモックアップの工程が
実習できるようになっています。
当研究室では、これらのCAD

/CAMシステム開発の他に、機
械計測・形状計測に関する研究
にも取り組んでいます。加工さ
れたものを高精度・高能率で形
状評価できるシステムの構築も
研究テーマの１つです。

前回の埼経協ニュース（２００６年４・５号）で、世界中の住居
や街並み研究のツールとして大凧を使った空撮写真のことを述
べましたが、今回はその凧写真／Kite Aerial Photography につ
いて紹介します。 ヤオトン

もともとは今から約３０前、中国の窰洞と呼ばれる地下住居の
研究に取り入れた手法でした。写真１のように、黄土高原には
四角い穴がいくつもぽっかり穿たれています。この四角い穴、
実は一つ一つが各戸の中庭で大きさは１辺１０�前後、深さが約
６�。地上から降って中庭に出ると、その四方に２～３穴ずつ、
居室や倉庫などの横穴が掘られています。ですから地上を歩い
ているといわゆる人家らしきものはまったく見当たらず、時折
地下から立ち上る煮炊きの煙によってはじめて人の存在に気づ
くといったなんとも奇妙な光景です。当初はこうした地域は外
国人の立ち入りが制限され、現地でいきなりひとつの中庭に案
内され、懐中電灯片手に地下の横穴の実測に数時間を費やすこ
とが多々あり、まさに暗中模索の研究でした。そうしたことか
ら村の全貌を知る手段としてこの凧写真の導入に至った次第で
す。

中国の地下住居の研究は今も継続中ですが、その間撮影技術
もずいぶん改良され、カメラの角度を地上からラジオコントロ
ールできるようになり、また数年前まではスライドフィルムを
使用していたので３６枚ごとに凧をいちいち下ろしていたのが、
デジカメのおかげでその手間が省けるようになりました。
昨今はパソコン上で世界中の衛星写真が手軽に入手できるよ
うになりましたが、それでも凧写真の臨場感とユニークなアン
グルの魅力は別格で、これはという建築があると凧紐を手に走
り続けています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

３次元CADを用いたものづくり
製造技能工芸学科 高 橋 正 明 教授

高橋正明（たかはしまさあき）教授 博士（工学）、東京都立大学修士修了、日本ビクター、都立航空工業高等専門学校、東京
工大、ものつくり大学助教授を経て、２００５年よりものつくり大学教授、現在に至る。専門分野：形状計測、知的センシング、超
精密加工機械の開発（連絡先：０４８‐５６４‐３８３７）

タコ

凧写真／Kite Aerial Photography
建設技能工芸学科 八 代 克 彦 教授

八代克彦（やしろかつひこ）教授・工学博士 東京工業大学、大学院卒業、２００５年４月からものつくり大学。住宅建築の設計手法、
人体―建築―都市に関する共時的研究、中国・東アジアの伝統的住居、至近距離からの空撮、デザイン教育の歴史と方法が専門で支
援可能分野。（連絡先：０４８‐５６４‐３８５９）

写真２ 北京オリンピック会場写真１ 中国の地下住居集落

３Dプリンタ

―３３―

























「
埼
玉
県
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ン
ジ

経
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宣
言
！
企
業
登
録

制
度
」
の
ご
案
内

チャレンジ
経営を宣言
します！

登録企業ステッカー

平
成
２２
年
度
「
彩
の

国
産
業
技
術
大
賞
」

を
募
集
し
ま
す
！

昨年度表彰式
（さいたまスーパーアリーナにて）

県
内
に
工
場
等
の
建

設
を
計
画
さ
れ
て
い

る
企
業
の
皆
様
へ

埼
玉
県
産
業
立
地
補
助
金

検
索

�

県
内
中
小
企
業
の
皆
様
か
ら
、
経
営
や
技
術

を
向
上
さ
せ
る
意
欲
的
な
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営

宣
言
！
」
を
大
募
集
し
ま
す
！

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

１

「
埼
玉
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
！
企
業

登
録
制
度
」
と
は
…

県
で
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
下
で
も
意
欲
的

な
取
り
組
み
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
県
内
中
小
企

業
を
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
企
業
」
と
し

て
登
録
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
登
録
証
書
の
交
付

や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
企
業
紹
介
な
ど
の
特

典
の
ほ
か
、
宣
言
し
た
取
組
内
容
の
具
体
化
に

向
け
て
、
県
担
当
者
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２

対
象
は
…

本
店
所
在
地
が
県
内
に
あ
る
中
小
企
業
者
・

組
合
等
で
す
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

※
過
去
３
年
間
に
お
い
て
、
企
業
経
営
上
の
関

係
法
令
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
場
合

な
ど
、
登
録
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３

募
集
す
る
宣
言
内
容
は
…

５
年
以
内
の
中
期
的
な
数
値

目
標
を
設
定
し
て
、

�
経
営
や
技
術
等
を
向
上
さ
せ

る
意
欲
的
な
取
り
組
み

�
埼
玉
県
知
事
に
承
認
さ
れ
た

経
営
革
新
計
画
（
計
画
期
間

内
に
限
る
）

�
既
存
の
経
営
計
画
等
に
よ
る

意
欲
的
な
取
り
組
み

の
い
ず
れ
か
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
経
営

の
向
上
と
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
宣
言
内
容

を
募
集
し
ま
す
。

４

登
録
の
審
査
は
…

ご
応
募
い
た
だ
い
た
企
業
に
は
、
訪
問
・
電

話
等
に
よ
り
、
宣
言
す
る
取
組
内
容
等
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
登
録
基
準
に
適
合
す

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
登
録
証
書
を
交
付

し
ま
す
。

※
登
録
後
に
は
、
宣
言
内
容
の
進
捗
状
況
や
成

果
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

５

登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
…

登
録
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

こ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
！
」
を
契
機
に
、

今
後
の
方
向
性
を
整
理
・
明
確
化
し
、
社
内
に

お
け
る
目
標
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

点
で
す
。

ま
た
、
次
の
特
典
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

�
宣
言
内
容
の
具
体
化
に
向
け
て
、
県
担
当
者

が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
と
な
っ
て
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

�
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
、

助
言
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

�
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
登
録
企

業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
も
で
き
ま
す
。

�
登
録
証
書
を
交
付
し
ま
す
。
広
報
等
に
活
用

す
れ
ば
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
登
録
企
業
ス
テ
ッ
カ
ー

も
交
付
し
ま
す
。

�
一
定
の
企
業
価
値
向
上
を
図
る
登
録
企
業
は
、

県
制
度
融
資
（
産
業
創
造
資
金
）
の
対
象
に

な
り
ま
す
（
融
資
申
込
時
に
は
、
別
途
金
融

機
関
や
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
審
査
が
あ
り

ま
す
）。

そ
の
他
、
経
営
革
新
計
画
の
申
請
や
産
学
連

携
、
知
的
財
産
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
登
録
企

業
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

６

応
募
す
る
に
は
…

応
募
用
紙
（
様
式
第
１
号
）
と
ご
質
問
票
（
様

式
第
２
号
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
や
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
等
に
て
、
県
産
業
支

援
課
あ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
等
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/challenge.htm

l

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
１
０
）

埼
玉
県
で
は
、
革
新
的
な
技
術
・
製
品
開
発

に
取
り
組
む
県
内
中
小
企
業
及
び
グ
ル
ー
プ
を

表
彰
す
る
「
産
業
技
術
大
賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１

応
募
資
格

県
内
に
事
業
活
動
拠
点
を
置
く
、
中
小
企
業

ま
た
は
そ
の
グ
ル
ー
プ

２

募
集
対
象
（
次
の
５
項
目
全
て
を
満
た
す

こ
と
が
条
件
で
す
）

�
環
境
、
福
祉
、
Ｉ
Ｔ
・
映
像
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
い
ず

れ
か
の
技
術
分
野
で
あ
る
も
の

�
平
成
２２
年
９
月
１０
日
時
点
で
、
国
内
で
販
売

ま
た
は
提
供
さ
れ
て
い
る
技
術
・
製
品
で
、

販
売
・
提
供
後
７
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も

の
�
国
内
で
特
許
登
録
済
み
、
ま
た
は
実
用
新
案

技
術
評
価
書
で
評
価
６
を
取
得
済
み
の
も
の

�
技
術
・
製
品
開
発
等
に
つ
い
て
訴
訟
な
ど
に

よ
り
争
っ
て
い
な
い
も
の

�
既
に
全
国
規
模
ま
た
は
類
似
の
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
も
の

３

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

�
応
募
受
付
期
間

平
成
２２
年
７
月
１
日
〜
９
月
１０
日

�
審
査
期
間

平
成
２２
年
９
月
下
旬
〜
１１
月
下
旬

�
大
賞
決
定

平
成
２３
年
１
月

�
表
彰
式

４

募
集
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
募
集

期
間
内
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

様
式
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http
://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
page/a31.htm

l

５

賞

大
賞

１
企
業
・
グ
ル
ー
プ

副
賞

５０
万
円

奨
励
賞

１
企
業
・
グ
ル
ー
プ

副
賞

１０
万
円

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
７
７
）

埼
玉
県
で
は
、
県
内
に
工
場
等
を
建
設
し
、

操
業
す
る
場
合
に
、
当
該
土
地
・
建
物
に
係
る

不
動
産
取
得
税
に
相
当
す
る
額
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件
、
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

・
埼
玉
県
産
業
立
地
促
進
補
助
金

http
://w
w
w.pref.saitam

a.lg.jp/
page/subsidy.htm

l

・
県
内
市
町
村
の
企
業
立
地
優
遇
制
度

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
shichouson- ricchi- incentive.htm

l

〈
問
合
せ
〉
埼
玉
県
産
業
労
働
部
企
業
立

地
課
立
地
総
合
窓
口
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
０
）

彩
の
国
か
ら
第第５５４４回回

県
政
情
報

―３４―
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開
講
満
二
八
周
年
を
迎
え
た
「
第
２８

期
人
事
・
労
務
・
庶
務
・
総
務
・
現
場

管
理
担
当
者
養
成
講
座
全
六
講
」
が
、

第
一
講
六
月
一
八
日
講
師
・
渡
邊
岳
弁

護
士
「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
基
礎
知

識
パ
ー
ト
�
」
で
開
講
し
、
第
二
講
六

月
一
六
日
、
講
師
・
藤
原
宇
基
弁
護
士

第
三
講
六
月
二
二
日
、
講
師
・
岩
本
充

史
弁
護
士
「
同
パ
ー
ト
�
、
�
」
と
開

催
さ
れ
、第
四
講
六
月
二
九
日
は
講
師
・

新
弘
江
弁
護
士
に
よ
り
「
パ
ー
ト
�
」

が
行
わ
れ
、
後
半
の
二
講
は
第
五
講
七

月
六
日
「
社
会
保
険
」、
第
六
講
七
月

一
三
日
「
労
働
保
険
」
講
師
・
御
園
富

士
夫
社
会
保
険
労
務
士
で
今
期
の
全
講

を
終
了
し
た
。

全
講
及
び
そ
れ
に
準
じ
る

ご
参
加
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
塚
化
学
産
業
�
石
塚
有
希
子
、
エ

ー
ザ
イ
�
美
里
工
場
占
部
賢
、
�
さ
い

た
ま
住
宅
検
査
セ
ン
タ
ー
島
本
義
雄
・

小
泉
玲
子
、
新
報
国
製
鉄
�
大
和
田
真

広
、
�
テ
ィ
ー
・
ケ
ー
・
ケ
ー
清
野
芳

之
・
山
本
正
光
、
望
月
印
刷
�
岡
部
弘

雄
、
�
山
三
電
業
梅
澤
浩
之
、
武
州
ガ

ス
�
金
子
栄
一
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス

ア
イ
�
井
芹
由
起
子
、
全
日
本
空
輸
�

岡
崎
雄
一
郎
・
内
藤
恒
、
日
本
通
運
�

埼
玉
支
店
長
敬
子
、
富
国
生
命
保
険
�

鎌
野
健
介

今
日
の
企
業
で
は
、
正
社
員
の
み
で
な
く
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
嘱
託
・
臨
時
・
期

間
社
員
・
契
約
社
員
・
日
雇
社
員
と
い
っ
た
非
正

社
員
を
多
様
な
雇
用
形
態
を
も
っ
て
雇
用
し
て
業

務
を
営
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
当
該
企
業
に
は
就
業
規
則
と
し
て
は
、

正
社
員
の
就
業
規
則
し
か
な
い
と
い
っ
た
中
小
企

業
の
例
は
よ
く
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、

労
働
契
約
と
就
業
規
則
と
の
関
係
に
つ
い
て
定
め

た
労
働
契
約
法
第
一
二
条
の
「
就
業
規
則
で
定
め

る
基
準
に
達
し
な
い
労
働
条
件
を
定
め
る
労
働
契

約
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
無
効
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
無
効
と
な
っ

た
部
分
は
、
就
業
規
則
で
定

め
る
基
準
に
よ
る
。」
と
い

う
規
定
と
の
関
係
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
そ
れ

ら
の
非
正
規
労
働
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
就
業

規
則
が
な
く
、
正
社
員
就
業
規
則
し
か
な
い
と
い

っ
た
場
合
も
、
そ
れ
ら
の
非
正
規
労
働
者
に
は
雇

用
の
性
質
上
、
退
職
金
、
賞
与
は
な
く
、
家
族
手

当
・
住
宅
手
当
と
い
っ
た
諸
手
当
、
定
期
昇
給
制

度
も
適
用
さ
れ
ず
、
特
別
休
暇
等
の
定
め
も
な
い

と
い
う
正
社
員
と
差
の
あ
る
労
働
契
約
が
通
常
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
労
働
契
約
は
正
社
員

就
業
規
則
に
定
め
る
基
準
に
達
し
な
い
も
の
で
あ

る
た
め
、
右
規
定
に
よ
っ
て
無
効
と
な
っ
て
、
正

社
員
と
同
じ
基
準
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
採
用
時
の
労
働
契
約
に
当
た
っ
て
は
、
同

法
第
七
条
が
、「
労
働
者
及
び
使
用
者
が
労
働
契

約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
が
合
理

的
な
労
働
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
就
業
規
則
を

労
働
者
に
周
知
さ
せ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
働
契

約
の
内
容
は
、
そ
の
就
業
規
則
で
定
め
る
労
働
条

件
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
労
働
契
約
に

お
い
て
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
就
業
規
則
の
内

容
と
異
な
る
労
働
条
件
を
合
意
し
て
い
た
部
分
に

つ
い
て
は
、
第
一
二
条
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。」
と
さ
れ
、
採
用
時
に
正

社
員
の
就
業
規
則
し
か
な
い
と
き
は
、
非
正
社
員

と
の
労
働
契
約
の
内
容
は
、
正
社
員
就
業
規
則
の

内
容
と
異
な
る
か
ら
右
第
一
二
条
の
規
定
に
よ
っ

て
正
社
員
の
就
業
規
則
が
労
働
契
約
の
内
容
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
と
関
係
す
る
。

こ
れ
は
、
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
か
ら
、
当

事
者
の
合
意
に
よ
る
こ
と
に
な
る（
同
法
第
六
条
）。

そ
の
場
合
、
明
ら
か
に
雇
用
形
態
や
雇
用
の
性
質

が
正
社
員
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
職
務
内
容
、

職
務
権
限
、
配
置
・
異
動
、
企
業
内
の
処
遇
、
そ

の
他
が
全
く
異
な
り
正
社
員
と
同
視
で
き
な
い
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
右
の
就
業
規
則
の
直
接
規
律

効
力
は
及
ば
ず
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
こ
と
に

な
る
。

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
民
事
上
の
契
約
で
あ
り
、

当
事
者
の
合
意
が
最
大
限
に
重
視
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
前
記
第
七
条
の
「
合
理
的
な

労
働
条
件
」
と
は
、
正
規
・
非
正
規
労
働
者
の
社

会
通
念
上
の
差
異
の
点
も
含
む
も
の
で
、
正
社
員

就
業
規
則
を
非
正
社
員
に
直
接
強
制
力
を
も
っ
て

適
用
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
「
合
理
的
で
な
い
」

当
事
者
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
拡
大
適
用
を
本
条
は
定
め
て
い
る
の
で
は
な

く
、
従
っ
て
当
然
そ
の
効
力
は
及
ば
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
で
、

非
正
社
員
に
つ
い
て
も
雇
用
形
態
別
の
就
業
規
則

を
作
成
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

養養
成成
講講
座座
全全
六六
講講
終終
わわ
るる

第
２８
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
担
当
者
の
養
成
講
座

正
社
員
の
就
業
規
則
し
か

な
い
会
社弁

護
士

安
西

�

第
五
・
六
講

社
会
保
険
労
務
士
・
御
園
富

士
夫
氏

第
一
講

弁
護
士
・
渡
邊
岳
氏

第
二
講

弁
護
士
・
藤
原
宇
基
氏

第
三
講

弁
護
士
・
岩
本
充
史
氏

第
四
講

弁
護
士
・
新
弘
江
氏

―３５―
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「
新
卒
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

集
計
結
果
を
公
表

―
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
選
考
時

重
視
要
素
で
７
年
連
続
１
位

日
本
経
団
連
は
４
月
１４
日
、「
新
卒
（
２
０
１
０
年

３
月
卒
業
者
）
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

集
計
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
企
業
の
大
学

等
新
卒
者
採
用
活
動
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
１
９

９
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
、
会
員
企
業
１
２
８
３
社
を
対
象
に

行
い
、
４
２
５
社
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答
率
３３
・
１

％
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
採
用
実
績
・
計
画

２
０
１
０
年
卒
採
用
の
実
施
企
業
割
合
は
９１
・
１
％

（
前
年
度
９５
・
８
％
）
と
な
り
、
調
査
開
始
以
来
初
と

な
る
２
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

前
年
度
と
比
べ
た
採
用
人
数
の
増
減
で
は
、「
増
加
」

が
１４
・
２
％
（
同
３４
・
９
％
）
に
対
し
、「
減
少
」
が

６８
・
７
％
（
同
２１
・
９
％
）
で
あ
っ
た
。
採
用
人
数
を

減
ら
し
た
理
由
と
し
て
は
、「
経
営
環
境
の
悪
化
」
が

６０
・
５
％
で
ト
ッ
プ
と
な
り
、
そ
の
他
「
昨
年
度
に
例

年
以
上
の
採
用
を
し
た
た
め
、
今
年
度
は
適
正
水
準
に

戻
し
た
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

一
方
で
、
１１
年
卒
採
用
を
実
施
す
る
計
画
の
企
業
割

合
は
８７
・
５
％
（
同
８６
・
４
％
）
と
な
り
、
前
回
の
急

落
か
ら
若
干
改
善
し
た
。

■
就
職
採
用
市
場
の
評
価

就
職
採
用
市
場
に
関
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
、
０４
年

度
調
査
（
０５
年
卒
）
か
ら
５
年
間
続
い
て
い
た
「
売
り

手
市
場
」
評
価
が
逆
転
し
、
６４
・
１
％
の
企
業
が
「
買

い
手
市
場
」
で
あ
っ
た
と
回
答
、「
売
り
手
市
場
」
と

回
答
し
た
企
業
は
２.８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

■
選
考
時
に
重
視
す
る
要
素

企
業
が
選
考
に
あ
た
っ
て
重
視
し
た
点
を
２５
項
目
か

ら
５
つ
回
答
す
る
設
問
で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
が
７
年
連
続
で
１
位
と
な
り
、
選
択
し
た
企

業
割
合
は
８１
・
６
％
と
前
年
度
（
７６
・
６
％
）
に
比
べ

さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
続
く
２
位
に
は
「
主
体
性
」
が
入

り
、「
協
調
性
」
を
逆
転
し
た
。

ま
た
、「
専
門
性
」
が
前
年
度
に
比
べ
急
上
昇
し
１４

位
か
ら
９
位
へ
浮
上
し
た
。

■
既
卒
者
の
受
け
付
け

１１
年
卒
の
採
用
活
動
に
お
け
る
既
卒
者
へ
の
対
応
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
従
来
か
ら
受
け
付
け
て
い
る
」
と

「
今
回
、
受
け
付
け
る
予
定
が
あ
る
」
を
合
わ
せ
る
と

３９
・
３
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
新
卒
採
用
と
同
様

の
扱
い
で
受
け
付
け
る
と
回
答
し
た
企
業
は
７６
・
０
％

あ
り
、
企
業
側
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
受
け
付
け
る
予
定
が
な
い
企
業
は
５８
・
８
％

で
あ
り
、「
新
卒
者
で
充
足
し
て
い
る
」
が
主
な
理
由

で
あ
っ
た
。

■
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」
の
見
直

し
に
つ
い
て

０９
年
１０
月
改
定
の
倫
理
憲
章
で
は
、
新
た
に
「
広
報

活
動
で
あ
る
こ
と
の
明
示
」
の
項
目
を
設
け
、
企
業
情

報
の
発
信
を
目
的
と
し
た
会
社
説
明
会
な
ど
の
広
報
活

動
を
実
施
す
る
際
に
は
、
そ
の
後
の
選
考
に
影
響
し
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
こ
の
追
加
項
目
に
つ
い
て
は
、
賛
同
し
た

企
業
が
８３
・
８
％
と
な
り
、「
学
生
が
学
事
日
程
を
優

先
の
う
え
、
参
加
・
不
参
加
を
判
断
で
き
る
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
１０
年
卒
採
用
に
お
い
て

「
広
報
活
動
で
あ
る
こ
と
の
明
示
」
を
実
施
し
た
企
業

は
５０
・
６
％
、
１１
年
卒
採
用
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る

企
業
は
６０
・
２
％
で
あ
っ
た
。

０９
年
夏
季
・
冬
季
賞
与
・
一
時
金
調
査
結
果

を
発
表

―
非
管
理
職
・
管
理
職
と
も
に
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
／
考
課
査
定
の
幅
は
管
理
職
で
広
く

設
定

日
本
経
団
連
は
４
月
１５
日
、「
２
０
０
９
年
夏
季
・

冬
季

賞
与
・
一
時
金
調
査
結
果
」
の
概
要
を
発
表
し

た
。
今
回
の
調
査
は
、
日
本
経
団
連
企
業
会
員
お
よ
び

東
京
経
営
者
協
会
会
員
企
業
１
９
２
８
社
を
対
象
に
実

施
し
、
３
４
１
社
か
ら
回
答
を
得
た
（
こ
の
う
ち
集
計

可
能
な
３
２
１
社
に
つ
い
て
集
計
、
有
効
回
答
率
１６
・

６
％
）。
調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
賞
与
の
水
準

賞
与
・
一
時
金
支
給
額
を
非
管
理
職
・
管
理
職
別
に
み

る
と
、
非
管
理
職
は
夏
季
６６
万
９
１
２
１
円
、
冬
季
６６

万
４
２
３
９
円
で
、
対
前
年
増
減
率
は
夏
季
が
マ
イ
ナ

ス
１４
・
６
％
、
冬
季
が
マ
イ
ナ
ス
１２
・
６
％
と
な
っ
た
。

管
理
職
は
夏
季
１
２
９
万
８
７
５
０
円
、
冬
季
１
２
４

万
８
２
１
円
で
、
対
前
年
増
減
率
は
夏
季
が
マ
イ
ナ
ス

１６
・
６
％
、
冬
季
が
マ
イ
ナ
ス
１３
・
２
％
で
あ
っ
た
。

対
前
年
増
減
率
は
、
夏
季
・
冬
季
、
非
管
理
職
・
管

理
職
と
も
に
、
１
９
５
３
年
の
調
査
開
始
以
来
最
大
の

マ
イ
ナ
ス
幅
と
な
っ
た
。

２
�
産
業
別
の
状
況

支
給
額
（
非
管
理
職
）
を
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造

業
で
は
夏
季
６９
万
４
９
２
１
円
、
冬
季
６９
万
１
８
５
０

円
、
非
製
造
業
で
は
夏
季
６３
万
４
３
８
１
円
、
冬
季
６２

万
７
３
３
３
円
と
な
っ
て
い
る
。

対
前
年
増
減
率
は
、
製
造
業
で
は
夏
季
が
マ
イ
ナ
ス

１６
・
８
％
、
冬
季
が
マ
イ
ナ
ス
１４
・
４
％
、
非
製
造
業

で
は
夏
季
が
マ
イ
ナ
ス
１１
・
０
％
、
冬
季
が
マ
イ
ナ
ス

９.９
％
で
あ
り
、
製
造
業
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

集
計
対
象
１６
業
種
（
製
造
業
１０
、
非
製
造
業
６
）
の

う
ち
、
１４
業
種（
製
造
業
８
、
非
製
造
業
６
）で
夏
季
・

冬
季
と
も
に
増
減
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
２
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
業
種
が
６
業
種

（
製
造
業
３
、
非
製
造
業
３
）、
３
年
連
続
で
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
業
種
が
２
業
種
（
製
造
業
２
）
あ
っ
た
。

３
�
配
分
割
合

非
管
理
職
で
は
「
定
率
分
」（
４９
・
４
％
）
が
最
も

多
く
、「
考
課
査
定
分
」（
３１
・
７
％
）、「
定
額
分
」（
１７
・

８
％
）と
続
い
て
い
る
。
管
理
職
で
は「
考
課
査
定
分
」

（
５０
・
８
％
）、「
定
率
分
」（
３０
・
０
％
）、「
定
額
分
」

（
１６
・
２
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

非
管
理
職
、
管
理
職
と
も
に
「
考
課
査
定
分
」
の
割

合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
非
管
理
職
で
は
、
１
９
９
０

年
代
前
半
に
は
「
定
率
分
」
が
約
７
割
、「
考
課
査
定

分
」
約
２
割
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
「
定
率
分
」
が

約
５
割
、「
考
課
査
定
分
」
が
約
３
割
に
変
化
し
て
い

る
。
管
理
職
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
９０

年
代
前
半
に
は
「
定
率
分
」
が
約
６
割
、「
考
課
査
定

分
」
が
約
３
割
で
あ
っ
た
も
の
が
、
近
年
で
は
「
定
率

分
」
が
約
３
割
、「
考
課
査
定
分
」
が
約
５
割
と
な
っ

て
い
る
。

４
�
考
課
査
定
の
幅

「
最
高
と
最
低
の
幅
が
同
じ
場
合
」
と
「
最
高
と
最

低
の
幅
が
異
な
る
場
合
」
の
査
定
幅
は
、
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
非
管
理
職
よ
り
も
管
理
職
で
広
く
設
定
す
る

企
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

査
定
幅
を
３０
％
以
上
と
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
、

「
最
高
と
最
低
の
幅
が
同
じ
場
合
」
で
は
、
非
管
理
職

で
１８
・
９
％
、
管
理
職
で
２３
・
６
％
と
な
っ
た
。「
最

高
と
最
低
の
幅
が
異
な
る
場
合
」
で
は
、
最
高
幅
を
３０

％
以
上
と
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
非
管
理
職
４３
・
０

％
、
管
理
職
４９
・
９
％
、
最
低
幅
を
３０
％
以
上
と
し
て

い
る
企
業
の
割
合
は
非
管
理
職
４１
・
５
％
、管
理
職
４９
・

０
％
と
な
っ
て
い
る
。

提
言
「
豊
か
で
活
力
あ
る
国
民
生
活
を
目
指

し
て
〜
経
団
連
成
長
戦
略
２
０
１
０
」
公
表

―
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
や
地
域
活
性

化
な
ど
６
分
野
で

日
本
経
団
連
は
４
月
１３
日
、
提
言
「
豊
か
で
活
力
あ

る
国
民
生
活
を
目
指
し
て
〜
経
団
連
成
長
戦
略
２
０
１

０
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
同
提
言
は
、
政
府

が
掲
げ
る
名
目
３
％
、
実
質
２
％
の
経
済
成
長
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
成
長
戦
略
や
税
・
財
政
・
社
会
保

障
の
一
体
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
４
つ
の
視
点
と
３
つ
の
柱

成
長
戦
略
を
講
じ
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、

４
つ
の
視
点
（
�
企
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
通
じ

た
雇
用
創
出
�
需
要
面
と
供
給
面
、
大
企
業
と
中
小
企

業
を
一
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
重
要
性
�
税
・
財
政
・

社
会
保
障
の
一
体
改
革
の
必
要
性
�
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
）
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
政
策
と
し
て
は
、
�
企
業
の
国
際
競
争
力
の

維
持
と
さ
ら
な
る
強
化
�
新
し
い
内
需
の
創
出
と
成
長

力
強
化
�
柔
軟
性
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
兼
ね
備

え
た
労
働
市
場
の
構
築

の
３
つ
の
柱
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
成
長
戦
略
の
実
現
を
担
保
す
る
た
め
、
工

程
表
を
策
定
す
る
こ
と
や
成
長
戦
略
特
別
枠
の
設
定
に

よ
る
優
先
的
な
予
算
の
確
保
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て

い
る
。

■
成
長
の
実
現
に
向
け
た
６
つ
の
戦
略
と
規
制
改
革

成
長
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
措
置
事
項
は
政
府
の

方
針
に
あ
わ
せ
、
６
つ
の
分
野
に
整
理
し
た
。

ま
ず
、
わ
が
国
の
強
み
を
活
か
す
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
健
康
分
野
で
は
、
エ
コ
カ
ー
、
エ
コ
家
電
な
ど
環

境
負
荷
の
小
さ
い
耐
久
財
な
ど
の
初
期
需
要
を
喚
起
す

る
た
め
、
税
・
補
助
金
と
い
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

付
与
や
、
医
療
・
介
護
分
野
の
産
業
化
に
関
連
し
て
、

保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
の
併
用
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

大
を
提
言
し
た
。

ま
た
、
経
済
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
に
資
す
る
ア
ジ

ア
、
地
域
活
性
化
分
野
で
は
、
官
民
ト
ッ
プ
外
交
の
推

進
に
よ
る
海
外
の
大
規
模
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受

注
促
進
や
、
観
光
振
興
、
道
州
制
の
導
入
等
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
成
長
を
促
す
基
盤
で
あ
る
科
学
・
技
術
、

雇
用
・
人
材
分
野
で
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
を
目
標
と

し
た
政
府
研
究
開
発
投
資
の
増
額
、
柔
軟
な
働
き
方
を

可
能
と
す
る
環
境
整
備
や
労
働
市
場
に
お
け
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
・
充
実
等
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
６
分
野
に
お
け
る
成

長
戦
略
の
推
進
に
必
要
な
個
別
の
規
制
改
革
事
項
に
つ

い
て
言
及
し
た
。

■
税
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一
体
改
革

税
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
わ
が
国
の
危
機
的
な
財
政
状
況
に
対
す
る
強
い

懸
念
を
表
明
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
２
０
１
１
年
度
予
算

編
成
も
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
国
債
に
対
す
る
内
外
の

信
認
を
棄
損
し
か
ね
な
い
た
め
、
経
済
成
長
と
両
立
し

た
財
政
健
全
化
目
標
の
設
定
が
欠
か
せ
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
国
民
の
将
来
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
成
長

を
促
す
と
の
観
点
か
ら
、
制
度
横
断
的
な
社
会
保
障
制

度
の
再
構
築
の
必
要
性
を
指
摘
。
税
制
抜
本
改
革
を
通

じ
て
、
消
費
税
の
社
会
保
障
目
的
税
化
を
確
立
し
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

現
役
世
代
の
保
険
料
に
過
度
に
依
存
し
な
い
改
革
の
推

進
を
求
め
た
。

税
制
抜
本
改
革
に
つ
い
て
は
、
消
費
・
所
得
・
資
産

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
税
体
系
の
構
築
を
目
指
す
こ
と

を
前
提
に
、
社
会
保
障
給
付
を
は
じ
め
と
す
る
中
長
期

的
な
歳
出
の
増
大
に
耐
え
得
る
よ
う
、
一
刻
も
早
い
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
、
所
得
税
の
基
幹
税
と
し
て
の
機

能
回
復
、
法
人
実
効
税
率
の
早
期
引
き
下
げ
な
ど
を
一

体
的
に
講
じ
る
こ
と
を
要
請
。
あ
わ
せ
て
、
社
会
保
障
・

税
共
通
番
号
の
早
期
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

「
経
営
環
境
の
変
化
に
と
も
な
う
企
業
と
従

業
員
の
あ
り
方
」
発
表

―
職
場
の
課
題
解
決
へ
対
応
策
提
示

日
本
経
団
連
は
５
月
１８
日
、
報
告
書
「
経
営
環
境
の

変
化
に
と
も
な
う
企
業
と
従
業
員
の
あ
り
方

〜
新
た

な
人
事
労
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
課
題
と
対
応
策
」
を

発
表
し
た
。
同
報
告
書
は
、
経
営
環
境
の
変
化
に
と
も

な
い
職
場
に
生
じ
て
い
る
５
つ
の
課
題
の
解
決
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
や
対
応
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
２２
社
の
企
業
事
例
も

紹
介
し
て
い
る
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
経
営
環
境
の
変
化
に
と
も
な
う
経
営
・
組
織
お
よ
び

職
場
に
お
け
る
変
化
と
課
題

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
と
も
な
う
国
際
競
争
の
激

化
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化
を
受
け
、
企
業
は
、
経
営

の
ス
ピ
ー
ド
化
や
グ
ル
ー
プ
経
営
の
強
化
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
を
見
据
え
た
各
種
戦
略
の
策
定
・
見
直
し
な

ど
の
ほ
か
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
就
労
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
人
事
労
務
管
理
を
推
進
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
な
か
、
職
場
で
は
、
�
従
業
員
・
組
織
間
の
一

体
感
の
醸
成
�
技
術
・
技
能
、
ナ
レ
ッ
ジ
の
伝
承
�
ミ

ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
�
多
様
な
就

労
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
�
海
外
人
事
労
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
強
化

の
５
つ
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

■
企
業
と
従
業
員
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
的
な
視
点

雇
用
形
態
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
従
業

員
が
自
社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
経
営
資
源
で
あ
り
、

「
人
材
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
自
社
の
競
争
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
人
材
重
視
の
理
念
は
、
普

遍
的
な
も
の
と
し
て
堅
持
す
る
こ
と
が
企
業
に
は
求
め

ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
す
べ
て
の
従
業

員
が
意
欲
を
持
っ
て
働
き
、
持
て
る
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
雇
用
形

態
の
違
い
や
働
き
方
に
応
じ
た
公
正
処
遇
と
、
有
期
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う
な
活
性
化
施

策
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

■
職
場
に
お
け
る
５
つ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
基
本
的

な
考
え
方
と
具
体
策

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３６―



�
職
場
に
お
け
る
一
体
感
の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み

わ
が
国
企
業
の
強
み
で
あ
る
「
従
業
員
一
人
ひ
と
り

の
能
力
・
責
任
感
の
強
さ
」
と
「
一
体
感
か
ら
く
る
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
」
が
生
み
出
す
「
現
場
力
」
の
強
化
の
た

め
に
は
、
有
期
雇
用
従
業
員
も
含
め
た
す
べ
て
の
従
業

員
を
対
象
と
し
た
満
足
度
調
査
等
を
実
施
し
、
現
状
を

踏
ま
え
た
対
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

経
営
理
念
や
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
、
個
々
人
の
努
力

を
褒
め
合
う
制
度
の
活
用
、
社
内
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
縦
割
り
意
識
の
解

消
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

人
材
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

�
教
育
訓
練
体
制
の
強
化

企
業
組
織
の
中
長
期
的
な
維
持
・
発
展
の
た
め
に
は
、

安
定
的
な
採
用
に
よ
る
人
員
構
成
の
維
持
と
、
適
切
な

教
育
訓
練
に
よ
る
従
業
員
の
成
長
の
促
進
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
制
度
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ

の
制
度
的
支
援
や
、
従
業
員
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
、
卓
越
技
能
認
定
制
度
の
導
入
な
ど
円
滑
な
技

能
伝
承
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な
る
。

�
組
織
の
中
核
を
担
う
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
・

育
成組

織
の
司
令
塔
で
あ
る
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
強
化

に
あ
た
っ
て
は
、
求
め
ら
れ
る
役
割
や
心
構
え
、
ス
キ

ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
考
え
方
を
身
に
つ
け

る
研
修
の
効
果
的
な
実
施
に
向
け
た
工
夫
（
自
社
事
例

が
ベ
ー
ス
の
研
修
等
）
や
、
部
下
へ
の
権
限
移
譲
な
ど

に
よ
る
業
務
効
率
化
、
業
務
内
容
や
役
割
、
責
任
に
見

合
っ
た
権
限
付
与
と
賃
金
水
準
の
検
討
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

�
従
業
員
個
々
人
の
意
思
を
踏
ま
え
た
人
事
諸
施
策
の

実
施新

し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
業
員
の
多
様
な
価
値
観
や

発
想
を
尊
重
し
、
そ
の
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
そ
こ
で
、
育
児
支
援
制
度
の
充
実
や
短
時
間

勤
務
制
度
、
再
雇
用
制
度
の
導
入
に
よ
る
女
性
の
活
躍

推
進
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
践
な
ど
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、「
予
防
」
と
「
早
期
発
見
」
に
重
き

を
置
い
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。

�
海
外
拠
点
お
よ
び
外
国
人
労
働
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
充
実

海
外
人
事
労
務
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
現

地
の
文
化
や
慣
習
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
現
地
法
人
の
経
営
幹
部
や
駐
在
員
を

対
象
と
し
た
現
地
の
労
働
法
と
労
働
慣
行
に
関
す
る
知

識
の
付
与
や
、
文
化
や
習
慣
な
ど
の
違
い
に
よ
り
負
担

が
増
え
る
駐
在
員
と
そ
の
家
族
へ
の
身
体
・
心
の
健
康

管
理
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
経
団
連
が
定
時
総
会
を
開
催
、
米
倉
新

会
長
を
選
任

―
新
体
制
の
下
で
「
決
議
」
を
採
択
／
２
０

１
０
年
度
事
業
計
画
承
認

日
本
経
団
連
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
は
５
月
２７
日
、
東

京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
に
は
経
団
連
の
会
員
代
表
者
約
５
５
０
名
が
出
席
。

２
期
４
年
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
た
御
手
洗
冨
士

夫
・
キ
ヤ
ノ
ン
会
長
が
退
任
し
、
新
会
長
に
米
倉
弘
昌
・

住
友
化
学
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
、

２
０
０
９
年
度
事
業
報
告
や
２
０
１
０
年
度
事
業
計

画
・
収
支
計
算
書
・
財
務
諸
表
・
収
支
予
算
書
、
総
会

決
議
「
民
間
活
力
で
経
済
を
再
生
し
世
界
に
貢
献
す

る
」
な
ど
の
議
件
が
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
新
た
な
体
制

と
活
動
方
針
が
決
定
し
た
。

当
日
は
、
鳩
山
由
紀
夫
総
理
大
臣
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
、「
御
手
洗
前
会
長
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
世
界
経
済
が
大
揺
れ
に
揺
れ
る
な
か
で
高
い
指
導

力
を
発
揮
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
経
済
も
厳
し
い
状

況
か
ら
、
明
る
さ
が
見
え
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
」
と

指
摘
。
ま
た
、
米
倉
新
会
長
に
は
、「
世
界
、
ア
ジ
ア

に
お
い
て
、
ま
さ
に
日
本
あ
り
と
い
う
存
在
感
を
示
し
、

日
本
経
済
を
牽
引
し
て
ほ
し
い
」
と
の
期
待
を
示
し
た
。

■
開
会
あ
い
さ
つ

開
会
あ
い
さ
つ
で
御
手
洗
前
会
長
は
、
就
任
以
来
の

４
年
間
を
振
り
返
り
、
０７
年
１
月
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
希
望

の
国
、
日
本
」
に
基
づ
い
て
優
先
課
題
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
紹
介
。
主
な
成
果
と
し
て
、
研
究

開
発
投
資
促
進
税
制
の
拡
充
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

加
速
の
環
境
整
備
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済

連
携
協
定
）
の
締
結
、
少
子
化
対
策
・
雇
用
対
策
の
推

進
を
挙
げ
た
。

国
内
の
当
面
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
フ
レ
を
克
服
し
、

日
本
経
済
を
自
律
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を
挙

げ
、
�
成
長
戦
略
の
実
施
�
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化

を
通
じ
た
雇
用
の
創
出
�
税
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一

体
改
革
の
推
進

の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
。

■
米
倉
新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
米
倉
新
会
長
は
、
経
団
連
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
重
要
な
も

の
と
し
て
、
�
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
の
向
上
を
通

じ
た
「
企
業
活
力
に
よ
る
成
長
の
実
現
」
�
各
国
の
民

間
経
済
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
高
度
人
材
の
育
成
に
よ
る
「
世
界
へ
の
貢
献
」
�

政
府
、
政
党
、
国
民
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
「
政
治
や
社
会
と
の
対
話
」

の
３
つ
を

挙
げ
た
。

ま
た
、
今
こ
そ
、
経
営
者
は
自
信
を
持
と
う
と
訴
え
、

民
間
企
業
・
団
体
を
代
表
す
る
、
国
民
と
と
も
に
歩
む

経
団
連
と
し
て
、新
し
い
日
本
経
済
の
構
築
に
向
け
、リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
と
の
決
意
を
示
し
た
。

民
間
活
力
で
経
済
を
再
生
し
世
界
に
貢
献
す
る

―
２
０
１
０
年
度
総
会
決
議
―

２
０
１
０
年
５
月
２７
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

世
界
経
済
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興

市
場
が
牽
引
役
と
な
り
、
不
況
の
波
を
乗
り
越
え
て
成

長
経
路
へ
と
回
帰
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
わ
が
国
は
、

時
代
の
変
化
に
十
分
対
応
で
き
ず
、
デ
フ
レ
傾
向
と
低

成
長
の
も
と
で
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
直
面
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
危
機
的
状

況
に
あ
る
財
政
赤
字
、
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
の
揺
ら
ぎ
な
ど
か
ら
、
経
済
社
会
の
将
来
展
望

が
描
け
て
い
な
い
。

今
こ
そ
、
目
前
の
困
難
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
世
界

の
潮
流
を
見
据
え
た
ス
ピ
ー
ド
感
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

も
っ
て
以
下
の
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
み
、
一
刻
も
早

く
日
本
経
済
を
再
生
し
、
自
律
的
な
経
済
成
長
の
達
成

と
雇
用
の
創
出
、
安
心
・
安
全
な
社
会
の
実
現
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
、
わ
が
国
の
輝
く
未
来
を
築
く
た

め
に
は
、
産
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
し
、
ア
ジ
ア
と

と
も
に
成
長
路
線
を
築
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

我
々
経
済
界
と
し
て
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
国
民
生

活
を
実
現
す
る
と
の
基
本
理
念
の
も
と
、
企
業
倫
理
の

徹
底
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
各
界
各
層
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
自
ら
成
長
分
野
を
切
り
拓
く
気
概
を

も
っ
て
、
民
間
活
力
に
よ
る
経
済
再
生
お
よ
び
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
に
英
知
を
結
集
し
て
取
り
組
む
覚
悟

で
あ
る
。

記

１
�
デ
フ
レ
克
服
、
自
律
的
な
景
気
回
復
お
よ
び
新
た

な
成
長
に
向
け
た
挑
戦

�
実
質
成
長
を
上
回
る
名
目
成
長
の
実
現

�
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
態
を
踏
ま
え
た
法
人
実

効
税
率
の
引
き
下
げ
と
競
争
政
策
の
見
直
し
に
よ
る

競
争
力
強
化
、
海
外
か
ら
の
投
資
誘
致

�
創
意
工
夫
・
活
力
発
揮
を
促
す
規
制
・
制
度
改
革
の

断
行

�
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の

開
発
・
普
及
と
海
外
展
開

�
知
的
財
産
制
度
の
整
備
を
含
め
た
科
学
・
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
推
進

�
産
官
学
・
広
域
連
携
を
通
じ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
コ

ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
や
人
材
育
成
な
ど
に
よ
る
観
光
立

国
の
実
現

�
国
際
競
争
力
を
備
え
た
空
港
・
港
湾
と
首
都
圏
三
環

状
道
路
な
ど
の
戦
略
的
整
備
、
貿
易
手
続
改
革
に
よ

る
物
流
の
円
滑
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

	
農
政
改
革
の
推
進
お
よ
び
農
商
工
連
携
に
よ
る
農
業

の
活
性
化



成
長
を
支
え
る
金
融
・
資
本
市
場
の
整
備

２
�
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
強
化

�
税
制
抜
本
改
革
と
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
、
社

会
保
障
・
税
共
通
の
番
号
制
度
の
導
入
、
財
政
健
全

化
目
標
の
設
定
な
ど
に
よ
る
歳
出
入
一
体
改
革
と
行

政
改
革
の
徹
底

�
安
心
・
安
全
な
社
会
に
向
け
た
社
会
保
障
制
度
の
機

能
強
化
と
少
子
化
対
策
の
拡
充

�
道
州
制
導
入
に
向
け
た
分
権
改
革
の
推
進
と
広
域
連

合
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
電
子
行
政
の
推
進
を
含
む

総
合
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
の
策
定
・
推
進

�
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
積
極
的
活
用
に
よ
る
、
公
共
投
資
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
活
性
化
、
都
市
機
能
の
高
度
化

と
地
域
活
性
化
・
需
要
創
出
、
住
宅
投
資
の
活
性
化

と
質
の
高
い
ス
ト
ッ
ク
形
成

�
国
際
的
公
平
性
、
国
民
負
担
の
妥
当
性
、
実
現
可
能

性
を
踏
ま
え
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
目
標
の

設
定

�
人
的
・
文
化
的
交
流
の
推
進
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興
な
ど
に
よ
る
多
文
化

共
生
社
会
の
構
築
、
大
学
改
革
に
よ
る
留
学
生
を
含

む
高
度
人
材
の
育
成

�
政
労
使
の
一
致
協
力
し
た
取
り
組
み
に
よ
る
雇
用
の

安
定
と
創
出
、
働
き
方
の
多
様
性
や
仕
事
と
生
活
の

調
和
を
推
進
す
る
全
員
参
加
型
社
会
の
構
築

	
企
業
倫
理
の
徹
底
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

３
�
世
界
と
の
連
携
強
化
と
国
際
貢
献

�
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
早
期
妥
結
に
よ
る

世
界
経
済
の
一
層
の
活
性
化

�
経
済
連
携
協
定
の
面
的
・
質
的
拡
充
と
地
域
経
済
統

合
の
拡
大

�
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
の
決
議
を
踏
ま
え

た
ア
ジ
ア
成
長
戦
略
の
展
開

�
資
源
国
と
の
重
層
的
関
係
の
構
築
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
体
制
の
強
化

�
機
動
的
な
国
際
協
力
の
推
進
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
抜
本
的
見

直
し

�
ア
ジ
ア
域
内
の
金
融
・
資
本
市
場
整
備

�
官
民
連
携
に
よ
る
海
外
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進

以
上

２
０
１
０
年
春
季
労
使
交
渉
・
大
手
企
業
業

種
別
妥
結
結
果
（
最
終
集
計
）

―
１
１
３
社
平
均
５
８
８
６
円
、
賃
上
げ
率

１
・
８６
％

日
本
経
団
連
は
６
月
１０
日
、
２
０
１
０
年
春
季
労
使

交
渉
・
大
手
企
業
業
種
別
妥
結
結
果
（
加
重
平
均
）
の

最
終
集
計
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
２１
業
種
、
大
手
２
５

１
社
）
の
う
ち
２
０
２
社
（
８０
・
５
％
）
で
回
答
（
了

承
・
妥
結
を
含
む
）
が
示
さ
れ
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が

わ
か
っ
て
い
る
１
１
３
社
の
総
平
均
は
５
８
８
６
円
、

賃
上
げ
率
１
・
８６
％
で
、
昨
年
の
最
終
集
計
結
果
（
０９

年
６
月
１９
日
発
表
、
１
１
０
社
５
７
５
８
円
、
１
・
８１

％
）
と
比
較
す
る
と
、
額
で
１
２
８
円
、
率
で
０
・
０５

ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１
０
６
社
の
総
平
均
は

５
８
４
０
円
、
賃
上
げ
率
１
・
８６
％
（
０９
年
の
最
終
集

計
５
６
９
３
円
、
１
・
８０
％
）、
非
製
造
業
７
社
の
総

平
均
は
６
１
６
７
円
、
賃
上
げ
率
１
・
８５
％
（
同
６
１

３
９
円
、
１
・
８４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

回
答
・
妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
５
５
０
０
円

〜
６
０
０
０
円
未
満
」
と
「
６
０
０
０
円
〜
６
５
０
０

円
未
満
」（
と
も
に
１５
社
、
１８
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、

以
下
「
４
５
０
０
円
〜
５
０
０
０
円
未
満
」（
１３
社
、

１５
・
９
％
）、「
５
０
０
０
円
〜
５
５
０
０
円
未
満
」（
１１

社
、
１３
・
４
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

賃
上
げ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は「
１
・
９０
〜
２
・

００
％
未
満
」（
１３
社
、
１５
・
９
％
）
で
、
次
い
で
「
１
・

５０
〜
１
・
６０
％
未
満
」「
１
・
８０
〜
１
・
９０
％
未
満
」「
２
・

２０
％
以
上
」（
い
ず
れ
も
１０
社
、
１２
・
２
％
）
が
続
い

て
い
る
。

提
言
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
持
続
的
成
長

を
目
指
し
て
」
公
表

―
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
地
域
経

済
統
合
へ
の
道
筋
示
す

日
本
経
団
連
は
６
月
１５
日
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
持
続
的
成
長
を
目
指
し
て
―
２
０
１
０
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

議
長
国
日
本
の
責
任
」
を
公
表
し
た
。

提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
現
状

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
貿
易
額
の
約
５
割
、
人
口
の
約
４

割
を
占
め
る
一
大
経
済
圏
で
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
協
力
）
参
加
国
・
地
域
の
持
続
的
成
長
は
、

わ
が
国
経
済
と
世
界
経
済
が
金
融
・
経
済
危
機
か
ら
脱

却
し
、
持
続
的
成
長
を
遂
げ
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
同
地
域
は
、
経
済
水
準
・
経
済
規
模
の
点
で
多
様

性
に
富
み
、
貿
易
面
の
相
互
補
完
性
が
高
い
。
同
地
域

の
重
要
性
が
高
ま
り
、
協
力
促
進
へ
の
期
待
が
増
す
な

か
、
昨
年
発
足
２０
年
を
迎
え
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
は
、
次
の

２０
年
を
見
据
え
た
活
動
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

■
わ
が
国
企
業
に
と
っ
て
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

わ
が
国
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
、
ア
ジ
ア
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
欧
米
ま
で
伸
び
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、
と
り
わ
け
、
世
界
一
の
経
済
大
国

の
米
国
を
含
め
た
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
確
保
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）・
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
基
本
的
に
は
ア
ジ
ア
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
米
国
を
含
め
た
枠
組
み
づ
く
り
は
進
ん
で
い

―３７―
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な
い
。
そ
の
一
方
で
米
国
は
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
Ｐ
）
実
現
の
た
め
の
重
要
な
布
石
と
位
置
付
け
、

今
年
か
ら
交
渉
に
参
加
し
て
い
る
。

■
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
―
２
０
１
０

年
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
構
築
の
道
筋

多
様
性
、
相
互
補
完
性
と
い
っ
た
地
域
の
強
み
な
ど

を
活
か
し
た
経
済
統
合
の
推
進
を
、
こ
の
地
域
の
持
続

的
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
の
中
核
に
位
置
付
け

る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
地
域（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

の
完
成
時
期
で
あ
る
２
０
１
５
年
を
め
ど
に
地
域
経
済

統
合
の
核
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ

の
よ
う
な
広
域
経
済
統
合
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。具

体
的
に
は
、
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
遅
く
と
も
２
０
１

５
年
ま
で
に
妥
結
す
る
と
と
も
に
、
日
韓
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

を
で
き
る
限
り
早
期
に
妥
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
完
成
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
日
印
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
妥
結
に
よ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＋
６
へ
の
道
筋
を
つ
け
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
完

成
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
米
国
と
の
橋
渡
し
と
な

る
経
済
連
携
の
枠
組
み
と
し
て
、
日
米
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
の

ほ
か
、
わ
が
国
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
に
参
加
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
実
現
に
向
け
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
と
並
ぶ
経
済
統
合

の
一
つ
の
大
き
な
核
を
形
成
す
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
経
済
活
動
の
広
範
な
分
野
に
お
い
て
高
水

準
の
自
由
化
を
目
指
す
枠
組
み
づ
く
り
に
貢
献
す
べ
く
、

わ
が
国
と
し
て
も
、
国
境
措
置
、
国
内
措
置
を
問
わ
ず
、

聖
域
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
制
度
・
ル
ー
ル
を
大
胆
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

■
地
域
経
済
統
合
の
実
現
に
向
け
た
協
力

地
域
経
済
統
合
の
実
現
に
向
け
、
ヒ
ト（
査
証
取
得
・

更
新
手
続
き
等
出
入
国
の
簡
素
化
・
迅
速
化
な
ど
）、

モ
ノ
（
関
税
・
非
関
税
措
置
の
撤
廃
な
ど
）、
資
本
（
投

資
保
護
・
自
由
化
・
円
滑
化
な
ど
）、
サ
ー
ビ
ス
（
規

制
の
現
状
維
持
・
緩
和
、
透
明
性
確
保
、
恣
意
性
の
排

除
な
ど
）、
知
識
・
情
報
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
ル
ー
ル
整
備
な
ど
）
等
の
分
野
に

お
け
る
協
力
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

■
協
力
の
場
と
し
て
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

地
域
経
済
統
合
を
中
核
と
す
る
成
長
戦
略
を
推
進
す

る
場
と
し
て
は
、
２０
年
の
実
績
を
有
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が

最
も
適
当
で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
域
経
済
統
合
の
推
進

と
い
う
観
点
か
ら
活
動
全
体
を
と
ら
え
直
し
、
よ
り
一

体
的
・
戦
略
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
制

度
・
ル
ー
ル
の
調
和
を
軸
と
す
る
経
済
統
合
の
推
進
に

加
え
、
そ
の
非
拘
束
性
を
活
か
し
て
、
多
国
間
で
の
合

意
が
困
難
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
組
織
の
拡
充
・
参
加
国
の
拡
大
な
ど

も
必
要
で
あ
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介
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第
七
回
利
根
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
は
、
六
月
二
日
�
武
蔵
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

二
四
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
プ

レ
ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー

ト
し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

利
根
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）
は
、
ア
ウ
ト
四
三
、
イ
ン
四
〇
、

グ
ロ
ス
八
三
、
ネ
ッ
ト
七
二
・
二
で
田

口
米
太
郎
氏
（
関
電
工
埼
玉
支
店
営
業

部
部
長
）
が
初
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
五
、
イ
ン
四

八
、
グ
ロ
ス
九
三
、
ネ
ッ
ト
七
二
・
六

で
吉
野
寛
治
氏
（
吉
野
電
化
工
業
社

長
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
優
勝
は
田
口
氏
が
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
は
植
田
耕
作
氏
（
日

本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ
ッ
ト
会
長
）
が
ア
ウ

ト
四
三
、
イ
ン
四
〇
、
グ
ロ
ス
八
三
、

ネ
ッ
ト
七
三
・
四
で
優
勝
す
る
と
と
も

に
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
も
獲
得
し
た
。（
主

な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長

杯
、
準
優
勝
杯
、
そ
の
他
の
優
勝
杯
・

準
優
勝
杯
が
、
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
、

授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
等
で
盛
り
上

が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
二
六
日
�

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス

で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

田田
口口
氏氏（（
関関

電電

工工

埼埼
玉玉
支支
店店

））がが
初初
ＶＶ

第
７
回
利
根

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第７回利根会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
平成２２年６月２日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順 位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト ィン グロス HC ネット 各 賞

優 勝 田口米太郎 関 電 工 埼玉 支 店
営業部部長 ４３ ４０ ８３１０．８７２．２

準優勝 吉野 寛治 吉野電化工業 社 長 ４５ ４８ ９３２０．４７２．６

３ 位 植田 耕作 日本メタルガスケット 会 長 ４３ ４０ ８３ ９．６７３．４ ベスグロ

４ 位 細野 博隆 川口鋳物工業
協 同 組 合

専務理事 ４１ ４２ ８３ ８．４７４．６

５ 位 杉田 圭三 CWM総合経
営 研 究 所 社 長 ４７ ４７ ９４１９．２７４．８

２．シニアの部

優 勝 田口米太郎 関 電 工 埼玉 支 店
営業部部長 ４３ ４０ ８３１０．８７２．２

準優勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会 長 ４３ ４０ ８３ ９．６７３．４

３．グランドシニア

優 勝 植田 耕作 日本メタルガスケット 会 長 ４３ ４０ ８３ ９．６７３．４

懇親会風景

会
長
杯
を
授
与
さ
れ
る
田
口
氏
�左

準
優
勝
杯
を
授
与
さ
れ
る
吉
野
氏
�左

全
員
で
記
念
撮
影

（
授
与
者
�右
は
い
ず
れ
も
細
沼
競
技
委
員
長
）

―３９―






























報
告
１

弁
護
士
・
今
津
幸
子
氏

「
労
働
者
派
遣
制
度
の
見
直
し

が
実
務
に
与
え
る
影
響
」

日
本
経
団
連
・
日
本
経
団
連
事
業
サ

ー
ビ
ス
主
催
、
経
営
法
曹
会
議
協
賛
に

よ
る
「
第
１０４
回
日
本
経
団
連
労
働
法
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
６
月
１０
、
１１
日
の
両
日
、

都
内
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
企
業
か
ら

２０８
名
、
経
営
法
曹
会
議
所
属
弁
護
士
１５４

名
の
計
３６２
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
度
重
な
る
法
改
正
に
よ
り

労
働
法
制
が
複
雑
化
し
た
こ
と
を
受
け
、

最
新
判
例
の
研
究
に
よ
っ
て
企
業
が
取

り
組
む
べ
き
実
務
の
指
針
を
示
す
と
い

う
趣
旨
か
ら
、「
複
雑
化
す
る
労
働
法

制
へ
の
対
応
策
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
三
浦
惺
日
本
経

団
連
副
会
長
・
労
働
法
規
委
員
長
は
、

改
正
労
働
基
準
法
、
改
正
育
児
・
介
護

休
業
法
の
施
行
や
、
国
会
へ
の
改
正
労

働
者
派
遣
法
案
の
提
出
な
ど
、
労
働
法

関
係
の
改
正
が
続
い
て
い
る
状
況
を
説

明
。
ま
た
、「
経
営
側
と
し
て
、
改
正

内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
健
全
な
労
使
関

係
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。

個
別
テ
ー
マ
で
は
、
�
国

会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正

労
働
者
派
遣
法
案
の
内
容
を

踏
ま
え
た
「
労
働
者
派
遣
制

度
の
見
直
し
が
実
務
に
与
え

る
影
響
」
�
直
近
の
改
正
法

に
係
る
裁
判
例
や
実
務
課
題

を
取
り
上
げ
る
「
労
働
時
間

管
理
の
あ
り
方
と
労
務
管
理

に
関
す
る
裁
判
例
の
最
新
動

向
」

の
２
つ
に
つ
い
て
、

弁
護
士
が
詳
細
に
報
告
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
企
業
が
直

面
し
て
い
る
人
事
労
務
管
理

上
の
課
題
に
関
す
る
質
問
を

受
け
付
け
、
約
３０
名
の
弁
護

士
に
よ
り
、
実
務
的
な
対
応

策
に
つ
い
て
多
角
的
な
討
論

が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
６

月
３０
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
改

正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ

い
て
も
、
厚
生
労
働
省
の
担

当
官
か
ら
説
明
を
聞
い
た
。

１
日
目
は
、今
津
幸
子
弁
護
士
が「
労

働
者
派
遣
制
度
の
見
直
し
が
実
務
に
与

え
る
影
響
」
と
題
し
、
第
１７４
回
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
、
現
在
は
継
続
審
議
扱

い
と
な
っ
て
い
る
改
正
労
働
者
派
遣
法

案
の
概
要
と
、
実
務
上
の
対
応
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
今
回
の
改
正
労
働
者
派

遣
法
案
の
概
要
は
、
�
事
業
規
制
の
強

化
�
）
派
遣
労
働
者
の
待
遇
改
善
・
情

報
公
開
等
�
派
遣
労
働
者
の
無
期
雇
用

化
の
た
め
の
措
置
�
違
法
派
遣
に
対
す

る
迅
速
・
的
確
な
対
処
�
そ
の
他

の
５
つ
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
、
特
に

法
改
正
に
よ
り
企
業
に
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
事
業
規
制
の
強
化
と
、

違
法
派
遣
に
対
す
る
迅
速
・
的
確
な
対

処
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

■
事
業
規
制
の
強
化

�
登
録
型
派
遣
の
禁
止

登
録
型
派
遣
の
う
ち
「
常
時
雇
用
す

る
労
働
者
で
な
い
者
」
の
派
遣
を
禁
止

す
る
も
の
で
あ
る
。

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
定
義
は
法

的
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
労

働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領
」

に
よ
れ
ば
、
�
期
間
の
定
め
な
く
雇
用

さ
れ
て
い
る
者
�
雇
用
契
約
が
反
復
継

続
さ
れ
て
、
事
実
上
�
と
同
等
と
認
め

ら
れ
る
者
。
す
な
わ
ち
、
過
去
１
年
を

超
え
る
期
間
に
つ
い
て
引
き
続
き
雇
用

さ
れ
て
い
る
者
、
ま
た
は
、
採
用
の
時

か
ら
１
年
を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
者
と
さ
れ
て
い
る
。

�
製
造
業
務
派
遣
の
原
則
禁
止

登
録
型
派
遣
の
禁
止
と
同
様
に
、
常

時
雇
用
す
る
労
働
者
で
あ
れ
ば
製
造
業

へ
の
派
遣
は
引
き
続
き
可
能
で
あ
る
。

登
録
型
派
遣
、
製
造
業
務
派
遣
の
原

則
禁
止
へ
の
実
務
上
の
対
応
と
し
て
は
、

請
負
や
直
接
雇
用
へ
の
切
り
替
え
を
検

討
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
請
負
に
切
り

替
え
た
場
合
は
、
偽
装
請
負
と
な
ら
な

い
よ
う
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

�
日
雇
派
遣
の
原
則
禁
止

日
雇
派
遣
の
定
義
は
、
日
々
ま
た
は

２
カ
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
す

る
労
働
者
の
派
遣
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
派
遣
元
で
の
雇
用
期
間
の
問
題

で
あ
り
、
派
遣
先
へ
の
派
遣
期
間
の
問

題
で
は
な
い
。

ス
ポ
ッ
ト
派
遣
へ
の
実
務
上
の
対
応

と
し
て
は
、
２
カ
月
を
上
回
る
期
間
を

定
め
て
雇
用
契
約
を
締
結
し
た
労
働
者

に
よ
る
日
々
派
遣
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

�
グ
ル
ー
プ
企
業
内
派
遣
の
８
割
規
制

派
遣
元
に
よ
る
派
遣
就
業
に
係
る
総

労
働
時
間
（
１
事
業
年
度
）
に
お
け
る

関
係
派
遣
先
へ
の
派
遣
就
業
に
係
る
総

労
働
時
間
（
１
事
業
年
度
）
の
割
合
を

８０
％
以
下
に
抑
え
る
規
制
で
あ
り
、
関

係
派
遣
先
と
は
連
結
子
会
社
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
。
実
務
上
の
対
応
と
し
て

は
、
連
結
か
ら
外
す
こ
と
や
直
接
雇
用

へ
の
切
り
替
え
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

�
離
職
し
た
労
働
者
を
離
職
後
１
年
以

内
に
派
遣
労
働
者
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
の
禁
止

本
規
定
は
グ
ル
ー
プ
企
業
内
派
遣
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
。
実

務
上
の
対
応
と
し
て
は
、
派
遣
元
で
は

当
該
労
働
者
の
過
去
１
年
間
の
職
歴
を

確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
派
遣
先
で
は

派
遣
労
働
者
の
氏
名
の
通
知
を
受
け
た

時
点
で
速
や
か
に
過
去
１
年
間
に
自
社

で
雇
用
し
て
い
た
か
否
か
の
確
認
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。

■
違
法
派
遣
に
対
す
る
迅
速
・
的
確
な

対
処派

遣
先
が
改
正
法
案
第
４０
条
の
６
第

１
項
お
よ
び
登
録
型
派
遣
の
禁
止
に
違

反
し
、
違
法
派
遣
を
行
っ
た
場
合
、
派

遣
先
は
派
遣
労
働
者
に
対
し
、
違
法
派

遣
時
点
の
当
該
労
働
者
に
係
る
労
働
条

件
と
同
一
の
労
働
条
件
を
内
容
と
す
る

労
働
契
約
を
申
し
込
ん
だ
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
派
遣
先
が
違
法
派

遣
に
該
当
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
か
つ

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
過
失
が

な
か
っ
た
場
合
を
除
く
と
し
て
い
る
。

違
法
派
遣
時
点
の
当
該
労
働
者
に
係

る
労
働
条
件
と
は
、
派
遣
元
で
の
労
働

条
件
を
指
し
、
労
働
条
件
に
含
ま
れ
る

も
の
と
し
て
は
、
賃
金
、
手
当
、
労
働

時
間
、
雇
用
期
間
、
休
暇
等
々
が
挙
げ

ら
れ
る
。
派
遣
先
の
労
働
条
件
が
派
遣

元
の
労
働
条
件
を
上
回
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
労
働
契
約
法
第
１２
条
に
よ
り
派

遣
先
の
労
働
条
件
を
適
用
す
る
こ
と
と

な
る
。

ま
た
、
直
接
雇
用
後
の
雇
用
契
約
期

間
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
規
定
が
な

い
こ
と
か
ら
、
派
遣
元
で
の
雇
用
期
間

が
有
期
で
あ
れ
ば
当
該
雇
用
期
間
と
な

る
。
こ
の
場
合
、
当
該
期
間
の
期
間
満

了
を
も
っ
て
雇
い
止
め
を
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

な
お
、
派
遣
先
は
違
法
派
遣
行
為
が

終
了
し
た
日
か
ら
１
年
間
は
申
込
み
み

な
し
と
さ
れ
た
労
働
契
約
を
撤
回
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
実

務
上
の
対
応
と
し
て
は
、
合
理
的
な
期

間
を
定
め
て
労
働
契
約
の
申
し
込
み
に

対
す
る
諾
否
の
意
思
表
示
を
行
う
よ
う
、

積
極
的
に
催
告
す
る
こ
と
が
賢
明
で
あ

る
。

第第
１１００４４
回回
日日
本本
経経
団団
連連
労労
働働
法法
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
開開
催催

―
「
複
雑
化
す
る
労
働
法
制
へ
の
対
応
策
」
テ
ー
マ
に

第
１０４
回
日
本
経
団
連
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

―４０―



報
告
２

弁
護
士
・
三
上
安
雄
氏

「
労
働
時
間
管
理
の
あ
り
方
と
労
務
管

理
に
関
す
る
裁
判
例
の
最
新
動
向
」

２
日
目
は
、「
労
働
時
間
管
理
の
あ

り
方
と
労
務
管
理
に
関
す
る
裁
判
例
の

最
新
動
向
」
と
題
し
、
労
働
時
間
概
念

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
解

説
と
労
務
管
理
問
題
に
関
す
る
最
新
動

向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

■
現
下
の
動
向

昨
今
の
総
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た

動
き
の
な
か
で
、
今
年
３
月
に
は
「
労

働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
」
が
改
正
さ

れ
、
政
府
は
年
休
の
取
得
促
進
と
と
も

に
年
間
の
総
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
方

向
に
あ
る
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

今
年
度
に
お
け
る
労
働
基
準
行
政
の
重

点
施
策
に
お
い
て
は
、
今
年
４
月
の
改

正
労
働
基
準
法
の
施
行
を
受
け
て
、
そ

の
遵
守
・
徹
底
に
よ
る
長
時
間
労
働
の

抑
制
も
挙
げ
ら
れ
、
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
監
督
行
政
が
強
化
さ
れ
る
方
針

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
時
間
管
理
の

重
要
性
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と

に
な
る
。

■
改
正
労
働
基
準
法
施
行
に
係
る
留
意

点
月
６０
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、「
法
定
休
日
」
と
「
所
定
休

日
」
の
区
別
と
い
う
も
の
が
非
常
に
重

要
と
な
っ
た
。
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
導
入
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
時

間
外
労
働
時
間
の
算
出
方
法
が
複
雑
と

な
る
た
め
、
対
応
に
は
細
心
の
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
。

時
間
外
労
働
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

限
度
基
準
の
年
間
の
上
限
（
３６０
時
間
）

へ
の
対
応
が
十
分
で
は
な
い
企
業
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
い
つ
、
ど
の

時
点
で
限
度
時
間
の
超
過
が
見
込
ま
れ

る
の
か
に
つ
い
て
、
企
業
は
常
に
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
特
に

年
度
末
に
繁
忙
期
が
集
中
す
る
よ
う
な

企
業
は
よ
り
注
意
が
必
要
と
言
え
る
。

■
労
働
時
間
の
認
定

労
働
時
間
の
適
切
な
管
理
が
求
め
ら

れ
る
な
か
で
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
記
録

さ
れ
た
時
間
ど
お
り
に
賃
金
を
支
払
う

こ
と
を
命
じ
る
裁
判
例
が
増
え
て
い
る

が
、
裁
判
所
は
「
何
に
よ
っ
て
労
働
時

間
を
認
定
す
る
こ
と
が
よ
り
合
理
的

か
」
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
タ
イ
ム
カ
ー

ド
に
よ
る
労
働
時
間
管
理
を
推
奨
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド

の
是
非
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、

記
録
さ
れ
た
時
刻
に
よ
っ
て
少
な
く
と

も
労
働
者
の
在
社
時
間
が
わ
か
り
、「
こ

れ
以
上
の
労
働
時
間
の
請
求
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
立
証
で
き
る
点
や
、
使

用
者
が
労
働
実
態
を
把
握
し
て
過
重
労

働
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た

め
の
客
観
的
資
料
に
な
り
得
る
と
し
て
、

安
全
配
慮
義
務
の
観
点
か
ら
も
有
益
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■
管
理
監
督
者
性
の
判
断

こ
れ
ま
で
の
行
政
実
務
、
裁
判
例
に

お
け
る
管
理
監
督
者
性
の
判
断
要
素
と

し
て
は
、
�
事
業
主
の
経
営
に
関
す
る

決
定
に
参
画
し
、
労
務
管
理
に
関
す
る

指
揮
監
督
権
限
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
�

労
働
時
間
に
つ
い
て
の
裁
量
権
が
あ
る

こ
と
�
そ
の
地
位
と
権
限
に
ふ
さ
わ
し

い
待
遇
が
あ
る
こ
と

と
さ
れ
て
き

た
が
、
な
か
で
も
�
に
つ
い
て
は
非
常

に
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
事
件（
東

京
地
裁
判
決
平
成
２０
年
１
月
２８
日
）
で

は
、「
店
長
は
企
業
全
体
の
経
営
方
針

等
の
決
定
過
程
に
関
与
し
て
い
る
と
は

評
価
で
き
な
い
」
と
し
て
、
裁
判
所
は

店
長
の
管
理
監
督
者
性
を
否
定
し
て
い

る
。し

か
し
、
企
業
の
実
態
か
ら
み
る
と
、

企
業
が
配
置
す
る
管
理
監
督
者
と
い
う

の
は
、
そ
の
「
組
織
」
を
委
ね
ら
れ
た

者
で
あ
っ
て
、
企
業
全
体
の
経
営
を
委

ね
ら
れ
た
者
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
組
織
に
お
け
る
長
と
し
て
の
実
態

が
あ
れ
ば
よ
く
、
企
業
全
体
の
経
営
の

意
思
決
定
に
参
画
す
る
こ
と
を
判
断
要

件
に
す
る
こ
と
は
、
企
業
の
取
締
役
や

本
部
長
ク
ラ
ス
で
な
い
と
管
理
監
督
者

で
は
な
い
と
言
う
に
等
し
く
、
企
業
実

態
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
実
務
に
近
い

考
え
方
と
し
て
は
、「
職
務
内
容
が
少

な
く
と
も
あ
る
部
門
全
体
の
統
括
的
な

立
場
に
あ
る
こ
と
」
を
も
っ
て
判
断
す

る
方
が
適
切
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
管
理
監
督
者
性
が
争
わ
れ

て
賃
金
不
払
い
請
求
の
事
件
等
に
発
展

す
る
の
は
、「
長
時
間
労
働
は
や
め
て

ほ
し
い
」
と
い
う
主
張
や
、
待
遇
面
に

対
す
る
不
満
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
�
長
時
間
労
働
が
発
生
し
て
い

な
い
か
の
配
慮
�
管
理
職
手
当
と
し
て

相
当
程
度
の
支
払
い
を
し
て
い
る
か
の

検
証

が
、
企
業
実
務
に
お
け
る
紛

争
予
防
の
観
点
か
ら
は
必
要
と
い
え
る
。

■
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

２
０
０
９
年
度
に
お
い
て
、
全
国
の

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
持
ち
込
ま

れ
た
民
事
上
の
個
別
労
働
紛
争
相
談
件

数
は
、
過
去
最
多
の
２４
万
７
３
０
２
件

に
上
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
解

雇
（
２４
・
５
％
）、
労
働
条
件
の
引
き

下
げ
（
１３
・
５
％
）、
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
（
１２
・
７
％
）
と
続
き
、
特
に
い

じ
め
・
嫌
が
ら
せ
に
つ
い
て
は
こ
こ
数

年
で
増
加
し
て
い
る
。

問
題
と
な
っ
た
行
為
が
業
務
指
導
と

し
て
許
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
パ
ワ
ハ

ラ
と
し
て
違
法
な
も
の
な
の
か
に
つ
い

て
、
裁
判
の
場
で
判
断
さ
れ
る
際
に
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、「
社
会
通
念
上

許
容
さ
れ
る
業
務
上
の
指
導
・
教
育
の

範
囲
を
超
え
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う

点
で
あ
り
、
�
指
導
の
対
応
�
指
導
の

程
度
�
目
的
の
正
当
性
�
注
意
・
指
導

の
時
間
や
場
所

と
い
っ
た
点
か
ら

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

入
社
後
半
年
を
迎
え
た
新
入
社
員
は
、

職
場
や
仕
事
に
も
慣
れ
、
戦
力
と
し
て

大
き
く
期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑

問
や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
事
業

と
し
て
、
新
入
社
員
を
対
象
（
※
後
記

参
照
）
に
職
場
の
戦
力
と
し
て
実
力
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
を
下
記
内
容
で
開
催
致

し
ま
す
。

�
入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
り
、

見
直
し
を
図
る

�
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役

割
を
再
確
認
す
る

�
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
理
解
す
る

�
正
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
知
識

と
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
再
確
認
す

る
採
用
さ
れ
た
貴
重
な
人
材
の
実
力
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

討
議
・
実
習
を
取
り
入
れ
ま
し
た
本
研

修
を
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

日
時

平
成
２２
年
１０
月
２１
日
�

１０
時
００
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６
階
６０４
研

修
室

目
的

入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、

よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た

め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
仕
事

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
意
欲
の

向
上
を
図
る

内
容

�
入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り

返
っ
て
【
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・

討
議
】

�
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え

と
役
割
の
再
確
認
【
教
育
ゲ
ー

ム
】

	
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
【
グ
ル
ー
プ
実
習
・
討
議
】



職
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
振
り
返
っ
て
【
実
習
】

�
今
後
の
挑
戦
課
題
と
目
標
設

定
を
考
え
る
【
講
義
】

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー
ト

ナ
ー
講
師
・
古
澤
美
奈
子
人
材

教
育
研
究
所
代
表

古
澤
美
奈

子
氏

対
象

平
成
２２
年
度
新
卒
採
用
者

※
平
成
２１
年
度
新
卒
採
用
者
や
、

中
途
採
用
者
（
平
成
２１
年
度
以

降
）
の
方
も
対
象
と
致
し
ま
す

定
員

５０
名
（
申
込
先
着
順
〆
切
）

会
費

１
３，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

昼
食
代
、
消
費
税
等
を
含
む
）

お
問
い
合
わ
せ

電
話
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

担
当

町
田

職
場
の
戦
力
と
し
て
実
力
ア
ッ
プ
を
図
る

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

―４１―
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実務のための変革時代の労働法ゼミナール開催のご案内
社団法人 埼玉県経営者協会
日本経団連 埼玉

（全７講 ３１時間コース ２０１０年１０月～２０１１年１月）
１年１期のみの開催です。この機会を逃すことなく奮ってご参加ください。今年で開講満３６周年になります。

企画指導・安西 �弁護士，高井伸夫弁護士
ご指導講師

埼玉労働局労働基準部
監督課長 野田直生氏

弁護士 安西 �氏

弁護士 渡邊 岳氏

弁護士 安西 �氏

弁護士 木下潮音氏

弁護士 山中健児氏

弁護士 岩本充史氏

弁護士 岡芹健夫氏

会 費�全講参加：全講一括参加 会 員 ９９，５００円
（１名に付） 非会員 １２３，０００円
�特定講参加：�第 ２ ・ ４ ・ 会 員 １３，０００円
（１講・１名に付） ５ ・ ７ 講 非会員 １６，０００円

�第 １ ・ ６ 講 会 員 １７，０００円
非会員 ２０，０００円

�第 ３ 講 会 員 ２２，０００円
非会員 ２６，０００円

◎会費振込み先：埼玉りそな銀行 大宮西支店 埼玉県経営者協会名義 普通預金口座 �３７２２１２、
または武蔵野銀行 本店 同名義 同口座 �０４４４１９

申込・問い合わせ先 〒３３０‐８６６９ さいたま市大宮区桜木町１―７―５ ソニックシティビル９階
社団法人 埼玉県経営者協会 担当：法規部 会場は事務局と同じ住所（大宮駅西口正面２００�）
TEL０４８（６４７）４１００	 FAX０４８（６４１）０９２４【会場・ソニックシティビル TEL０４８（６４７）４１１１	】

※参加お申込は FAXでも可能です。後程参加費をお振込み下さい。または、申込書に参加費を添えて現金書留でお送り下さい。
※全講一括ご参加（その場合は交代出席も可能です）はもとより、ご希望の個別講分割参加も可能です。
◎定員 各講 ４０名（申込先着順〆切）

テ ー マ（仮題）

一般労働条件管理にあたっての問題点と対策について
～労働基準法等に沿った実務のポイント～

企業のリスク管理からみた労働契約の
ポイントと社員の義務

出張・配転・転勤・出向・転籍などの
人事異動と退職・解雇・懲戒などの人
事をめぐる実務と法律問題

こんな場合どうするか、社員の日常管
理上のトラブル防止と対策のゼミ
《事例研究ゼミナール》
～ケース・スタディを中心に交流会を
含めた研修～

最近の非正規雇用・派遣、請負など、
新育児介護休業法、パート法などをめ
ぐる実務と法律問題

従業員の労働災害、職業病、過労死、
過労自殺等をめぐる実務と法律問題

労働時間、フレックスタイム、外勤・出
張、裁量労働、休憩、休日、休暇、三六
協定、割増賃金などの実務と法律問題

労働組合活動の変化と対応について～
労働組合運動の最近の傾向と法律的対
応（労働組合の最近の趨勢、労働組合
結成・介入時の対応、合同労組、団体
交渉対応、労働協約、労働組合活動の
自由と限界、無組合問題等）～

労働行政

企業の
トラブル防止

解雇・懲戒

事例研究
ゼミナール

派遣・
請負・
パート

安全衛生・
労災・賠償

労働時間・
割増賃金

組合活動
の変化
無組合、
合同労組

時 間

１０：００～
１２：３０

１３：３０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１３：３０～
１８：３０

（ゼミナール）
１８：４５～

２０：３０
（名刺交換交流会）

１３：１０～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

１０：００～
１６：４５

１３：１０～
１６：４５

日程・会場

２０１０年１０月１４日�
大宮ソニックシティビル
９０５研修室（９階）

１０月２０日�
同上

９０１研修室（９階）

１１月１９日�
同上

９０５研修室（９階）

１１月２５日�
同上

９０１研修室（９階）

１２月９日�
同上

９０１研修室（９階）

１２月１６日�
同上

９０５研修室（９階）

２０１１年１月２０日�
同上

９０１研修室（９階）

講番号

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

第７講

）法改正時代の体系的な
労働関係法の研修を�（

お茶代、テキスト代、参考図書代（講によって配布）、講座
用法規集代、消費税などの費用を含みます。（但し法規集は
お申込者１名に付１冊）、全講参加お申込の場合、交代参加
も結構です。
第１・６講は昼食代を含みます。第３講は夕食兼懇親会費な
どを含みます。講義時間には休憩・質問時間、第１・６講は
昼食時間（約１時間）が含まれています。
受付はいずれも開講１０分前頃から。

―４２―
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五
月
一
六
日
〜
七
月
一
五
日

�音
�
埼
玉
音
協

◆
五
・
一
八

青
年
経
営
者
部
会
平
成

二
二
年
度
定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

◆
六
・
二

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
六
・
三

人
事
賃
金
管
理
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
八

第
二
八
期
担
当
者
養
成
講

座
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
〇

�音
平
成
二
二
年
度
定
時

総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
六
・
一
四

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
六
・
一
六

担
当
者
養
成
講
座
第
二

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
二

同
右
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
八

第
三
一
次
小
笠
原
洋
上

研
修
ス
タ
ッ
フ
会
議
（
事
務
局
会
議

室
）

◆
六
・
二
九

担
当
者
養
成
講
座
第
四

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
四

第
三
八
回
埼
玉
県
実
業
団

剣
道
大
会
（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
六

担
当
者
養
成
講
座
第
五
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
九

小
笠
原
洋
上
研
修
下
見

（
〜
六
・
一
四
）

◆
七
・
一
三

担
当
者
養
成
講
座
第
六

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
五

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第

四
類
受
験
対
策
講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

８
月
２６
日
�
９
時
３０
分
〜
２０
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９０６
研
修
室

内
容

安
全
管
理
・
安
全
教
育
・
危
険
性
又
は

有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に

基
づ
き
講
ず
る
処
置
等
・
関
係
法
令

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

鈴
木

昭
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
３０
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
、
洋
上
・
島
内

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
労
務
管
理
講
座

日
時

９
月
１４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
６０３
研
修
室

内
容

人
事
担
当
者
の
知
っ
て
お
く
べ
き
労

働
基
準
法
の
カ
ン
ど
こ
ろ
と
企
業
の

対
応

講
師

弁
護
士

安
西

�
氏

★
第
２
期
経
営
幹
部
・
管
理
職
養
成
講
座
第

１
講

日
時

９
月
１５
日
�
１０
時
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９０４
研
修
室

内
容

戦
略
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

講
師

�
Ｍ
Ｅ
Ｌ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

取
締
役
社
長

安
田
芳
樹
氏

★
埼
玉
大
学
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
合
同
特

別
公
開
講
座

日
時

９
月
１５
日
�
１５
時
〜
１８
時
１０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
「
日
本
経
済
の
環
境
と
戦
略
を

考
え
る
」・
交
流
会

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部
長

伊
藤

修
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
３
回
集
合
研
修

日
時

９
月
２２
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

内
容

チ
ー
ム
作
り
、
講
義
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
解
説
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
ア
イ
ワ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

藤
田

博
子

川
越
市
古
谷
上
一
一
五
六
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
三
五
―
一
一
二
三

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
五
一
名

不
動
産
賃
貸
管
理
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

�
曙
運
輸

代
表
取
締
役

大
野

祐
肇

越
谷
市
宮
本
町
一
―
一
一
八
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
六
四
―
五
三
一
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
一
〇
名

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業

�
ア
ジ
ア
通
商

代
表
取
締
役

倉
林

修
司

本
庄
市
児
玉
町
金
屋
一
八
三
―
二

電
話
〇
四
九
五
―
七
二
―
六
七
九
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
三
名

輸
入
業

�
ア
シ
ス
ト

代
表
取
締
役
社
長

内
藤

清
司

鶴
ヶ
島
市
大
字
脚
折
一
八
二
二
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
七
一
―
六
八
七
七

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
六
名

工
作
機
械
製
造
販
売
、
精
密
部
品
加
工

ア
ロ
ハ
ガ
ス
�

代
表
取
締
役

田
邊

正
一

羽
生
市
小
須
賀
五
〇
〇

電
話
〇
四
八
―
五
六
三
―
〇
〇
二
二

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
〇
八
名

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
住
宅
設
備
機
器
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
販
売
、
ガ
ス
・
水
道
工
事

ウ
ナ
テ
ッ
ク
�

代
表
取
締
役

長
島

範
明

東
松
山
市
新
郷
八
八
―
八
〇

電
話
〇
四
九
三
―
二
三
―
六
九
九
一

（
資
）
六
千
万
円

（
従
）
二
三
名

製
造
業
（
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
の
製
造
、
販

売
）

エ
ー
ビ
ー
イ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
�

代
表
取
締
役

阿
部

隆
義

所
沢
市
小
手
指
町
五
―
一
三
―
六
九

電
話
〇
四
―
二
九
三
四
―
三
一
一
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
六
名

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
製
造
販
売

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

埼
玉
支
店
長

橘

博
之

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
五
―
二
ポ
ル

ト
小
池
ビ
ル

電
話
〇
四
八
―
七
一
四
―
三
〇
〇
三

（
資
）
一
百
二
十
四
億
円

（
従
）
五
五
〇
〇
名

建
築
物
・
電
力
設
備
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
企
画
、
設
計
、
保
守
、
維
持
管
理
な
ど

�
Ｍ
Ｉ
Ｄ

代
表
取
締
役

相
川

政
二

南
埼
玉
郡
白
岡
町
西
八
―
五
―
五

電
話
〇
四
八
〇
―
九
二
―
六
一
五
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
八
五
名

外
国
車
（
ド
イ
ツ
そ
の
他
）
販
売
デ
ィ
ー

ラ
ー
、
ア
ウ
デ
ィ
車
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー

ゲ
ン
車
、
ボ
ル
ボ
車

Ｍ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人

代
表
社
員

本
塚

雄
一
郎

熊
谷
市
本
石
一
―
六
三

電
話
〇
四
八
―
五
二
二
―
一
八
五
七

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
二
五
名

税
理
士
業

�
大
堰

代
表
取
締
役

宮
内

廣
介

行
田
市
大
字
須
加
三
八
二

電
話
〇
四
八
―
五
五
七
―
二
九
二
一

（
資
）
一
千
七
百
万
円

（
従
）
六
九
名

靴
製
造
業

大
森
機
械
工
業
�

取
締
役
社
長

大
森

利
夫

越
谷
市
西
方
二
七
六
一

電
話
〇
四
八
―
九
八
八
―
二
一
一
一

（
資
）
一
億
四
千
八
百
万
円

（
従
）
四
六
八
名

包
装
機
械
製
造
販
売
業

�
オ
リ
ケ
イ

代
表
取
締
役

鵜
養

秀
男

深
谷
市
稲
荷
町
二
―
一
―
四
一

電
話
〇
四
八
―
五
三
二
―
一
一
八
九

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
四
名

包
装
資
材
卸
売
業

�
開
成
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

武
田

宏

ふ
じ
み
野
市
清
見
二
―
一
―
一
一

電
話
〇
四
九
―
二
六
四
―
一
一
六
一

（
資
）
二
億
四
千
二
百
万
円

（
従
）
一
三
〇
名

建
築
工
事
請
負
、
設
計
、
監
理
、
施
工

か
つ
み
不
動
産
�

代
表
取
締
役

橋
本

克
己

朝
霞
市
西
原
二
―
九
―
一

電
話
〇
四
八
―
四
七
三
―
〇
〇
一
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
七
〇
名

不
動
産
業
（
売
買
・
建
築
・
管
理
）

�
関
東
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
埼
玉
支
店

代
表
取
締
役

�
橋

道
憲

熊
谷
市
筑
波
二
―
三
八
三
和
ビ
ル
３
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
五
二
九
―
〇
三
三
三

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

各
種
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
製
造
販
売
、
保
守
、

修
繕
工
事

�
木
屋
製
作
所

代
表
取
締
役

橋
本

孝
雄

川
越
市
新
宿
町
一
―
一
〇
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
四
二
―
三
五
五
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
六
四
名

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

�
工
房

代
表
取
締
役

成
田

正
史

川
口
市
本
町
三
―
二
―
二
二

電
話
〇
四
八
―
二
二
七
―
〇
五
五
五

（
資
）
一
億
四
千
三
百
万
円

（
従
）
八
五
名

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
開
発
・
販
売
、

建
築
業

コ
ー
ワ
�

代
表
取
締
役

松
村

俊
也

狭
山
市
上
奥
富
三
六
―
一

電
話
〇
四
―
二
九
五
二
―
七
一
三
一

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
三
一
名

建
築
資
材（
合
板
・
建
築
材
・
住
宅
機
器
等
）

�
国
分
商
会

代
表
取
締
役

椎
名

仁
郎

熊
谷
市
万
吉
二
六
四
三
―
一

電
話
〇
四
八
―
五
三
六
―
一
五
六
四

（
資
）
四
千
九
百
九
十
五
万
円

（
従
）
一
〇
六
名

廃
棄
物
処
分
業
・
タ
イ
ヤ
卸
小
売
業
・
タ

イ
ヤ
輸
出
入
業

�
コ
タ
ニ

代
表
取
締
役

小
谷

善
吉

練
馬
区
早
宮
二
―
二
四
―
三

電
話
〇
三
―
三
九
三
一
―
八
一
五
一

（
資
）
一
億
円

（
従
）
三
八
名

フ
ォ
ー
ム
印
刷
、
情
報
処
理
業
務

埼
玉
相
互
住
宅
�

代
表
取
締
役

斎
藤

寿
一

越
谷
市
蒲
生
本
町
一
―
五
二

電
話
〇
四
八
―
九
八
五
―
〇
七
一
一

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
四
〇
名

建
築
、
不
動
産
業

斎
藤
工
業
�

取
締
役
社
長

斎
藤

恵
介

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
三
―
六
―
五

電
話
〇
四
八
―
八
三
三
―
一
五
五
五

（
資
）
一
億
二
千
万
円

（
従
）
一
六
八
名

総
合
建
設
業

�
三
興
プ
レ
ス
工
場

代
表
取
締
役
社
長

富
重

秀
三

春
日
部
市
豊
野
町
三
―
五
―
四

電
話
〇
四
八
―
七
三
八
―
一
八
八
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
四
三
名

金
属
プ
レ
ス
加
工
・
レ
ー
ザ
ー
切
断
・
板

金
加
工
等

�
シ
ー
エ
ス
エ
ム

代
表
取
締
役

田
中

悦
子

川
越
市
久
下
戸
字
前
田
三
〇
九
五

電
話
〇
四
九
―
二
三
六
―
〇
七
一
〇

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
五
名

機
械
器
具
設
置
業
、
セ
メ
ン
ト
サ
イ
ロ
の

製
造
お
よ
び
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス

�
ジ
ェ
イ
・
コ
ネ
ク
ト

代
表
取
締
役

結
城

和
俊

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
東
町
一
―
三
二
―
二

電
話
〇
四
八
―
六
五
七
―
六
八
〇
〇

（
資
）
五
百
万
円

（
従
）
一
〇
〇
名

通
信
系
商
材
取
次
代
理
店
業
務

�
シ
バ
サ
キ
製
作
所

代
表
取
締
役

柴
崎

猛

大
里
郡
寄
居
町
大
字
桜
沢
一
二
二
六

電
話
〇
四
八
―
五
八
一
―
三
〇
〇
一

（
資
）
三
千
六
百
万
円

（
従
）
七
八
名

自
動
車
部
品
製
造

西
武
造
園
�

取
締
役
社
長

林

輝
幸

豊
島
区
南
池
袋
二
―
三
〇
―
一
一

電
話
〇
三
―
三
九
八
九
―
二
七
五
一

（
資
）
三
億
六
千
万
円

（
従
）
二
〇
五
名

建
設
業

新
日
本
建
設
工
業
�

代
表
取
締
役

保

正
昭

草
加
市
氷
川
町
二
一
七
九
―
一
二

電
話
〇
四
八
―
九
八
八
―
八
八
五
八

（
資
）
九
千
万
円

（
従
）
二
二
名

一
般
土
木
建
築
工
事
業
、
土
木
・
舗
装
工

事
�
ス
ラ
ッ
シ
ュ

代
表
取
締
役

沖
山

正
人

鶴
ヶ
島
市
町
屋
一
七
三
―
三
六

電
話
〇
四
九
―
二
七
九
―
六
三
六
〇

（
資
）
九
千
九
百
万
円

（
従
）
三
名

自
動
車
部
品
・
同
用
品
小
売
業

�
ゼ
ウ
ス

代
表
取
締
役

駒
澤

一
郎

児
玉
郡
上
里
町
大
字
嘉
美
八
一
三
―
一

電
話
〇
四
九
五
―
三
三
―
五
二
七
五

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
四
八
名

通
信
機
器
の
製
造

�
セ
レ
モ
ニ
ー

代
表
取
締
役

志
賀

司

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
九
―
四
―
一
三

電
話
〇
四
八
―
八
二
二
―
六
四
四
六

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
八
〇
名

冠
婚
葬
祭
、
互
助
会
業

�
第
一
住
宅

代
表
取
締
役
会
長

河
野

経
夫

川
越
市
脇
田
本
町
一
四
―
一
二

電
話
〇
四
九
―
二
四
七
―
六
一
一
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
一
六
〇
名

建
築
、
不
動
産
、
遊
技
場
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

�
泰
久
建
設

取
締
役

森
川

泰
明

坂
戸
市
石
井
二
〇
九
九
―
五

電
話
〇
四
九
―
二
八
四
―
一
〇
三
〇

（
資
）
八
百
万
円

（
従
）
六
名

土
木
建
築
工
事
業

�
ダ
イ
セ
ン

代
表
取
締
役

栗
原

健
一

事
業
だ
よ
り

告 知 版会員の動き

※
次
頁
一
段
目
に
続
く

―４３―
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戸
田
市
笹
目
八
―
八
―
二
一

電
話
〇
四
八
―
二
二
九
―
一
一
七
七

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
五
名

冠
婚
葬
祭
向
け
ギ
フ
ト
商
品
卸
売

大
東
ハ
ウ
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

島

慶
雄

朝
霞
市
田
島
一
―
一
一
―
一

電
話
〇
四
八
―
四
五
六
―
〇
〇
四
七

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

ハ
ウ
ス
事
務
家
電
総
合
リ
ー
ス
・
販
売

高
砂
食
品
�

代
表
取
締
役

�
丹

秀
篤

深
谷
市
榛
沢
二
七
三

電
話
〇
四
八
―
五
八
五
―
二
九
二
一

（
資
）
九
千
三
百
七
十
五
万
円

（
従
）
一
四
〇
名

め
ん
類
製
造
業

�
東
宝
ダ
イ
ス
製
作
所

代
表
取
締
役

中
島

和
彦

草
加
市
苗
塚
町
四
三
六

電
話
〇
四
八
―
九
二
五
―
二
一
三
一

（
資
）
一
千
七
百
万
円

（
従
）
四
四
名

金
型
製
造
業

ト
ー
ヨ
ー
産
業
�

代
表
取
締
役
社
長

竹
井

克
則

八
潮
市
浮
塚
三
三
六
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
九
七
―
三
一
一
一

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
三
九
名

工
業
用
ゴ
ム
の
製
造
・
販
売
、
建
築
（
土

木
）
資
材
の
製
造
・
販
売
、
工
事
、
リ
ー

ス
西
武
倉
庫
�

代
表
取
締
役

西
川

武
重
郎

志
木
市
本
町
一
―
一
―
四

電
話
〇
四
八
―
四
七
一
―
〇
〇
一
七

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
六
名

不
動
産
管
理

西
本
産
業
�

代
表
取
締
役

西
本

東
司

草
加
市
瀬
崎
町
一
一
六
二

電
話
〇
四
八
―
九
二
二
―
九
一
一
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

サ
ー
ビ
ス
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
ホ
テ
ル
・

店
舗
の
装
飾
及
び
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
ビ
ル

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

�
ニ
ッ
ソ
ウ

代
表
取
締
役

佐
野

敏
彦

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
川
戸
四
〇
五
一

電
話
〇
四
八
―
九
九
二
―
〇
七
三
七

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
二
名

橋
梁
架
設
機
械
製
作

日
本
興
新
�

代
表
取
締
役

星

昭
二

さ
い
た
ま
市
北
区
盆
栽
町
六
七
―
二

電
話
〇
四
八
―
六
六
三
―
五
四
三
三

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
五
名

不
動
産
業

日
本
ス
テ
ッ
プ
工
業
�

代
表
取
締
役

�
橋

英
明

草
加
市
住
吉
一
―
一
一
―
六
〇

電
話
〇
四
八
―
九
二
七
―
八
八
八
八

（
資
）
四
千
三
百
二
十
万
円

（
従
）
一
五
名

卸
売
業
、
上
下
水
道
資
材
（
可
と
う
性
継

手
サ
ン
タ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
プ
）

�
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

久
野

義
博

春
日
部
市
備
後
西
五
―
一
―
四
四

電
話
〇
四
八
―
七
三
一
―
〇
五
〇
〇

（
資
）
九
千
万
円

（
従
）
一
七
〇
名

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営
、
通
所

介
護
事
業
所
、
訪
問
介
護
事
業
所
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所

浜
野
電
設
�

代
表
取
締
役

浜
野

信
雄

さ
い
た
ま
市
北
区
別
所
町
五
四
―
九

電
話
〇
四
八
―
六
六
八
―
一
二
〇
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
四
五
名

電
気
設
備
工
事

�
原
田
製
作
所

取
締
役
会
長

原
田

政
雄

和
光
市
新
倉
七
―
九
―
三
七

電
話
〇
四
八
―
四
六
一
―
四
四
九
一

（
資
）
一
千
二
百
万
円

（
従
）
三
一
名

精
密
機
械
部
品
製
造
業

東
日
本
メ
デ
ィ
コ
ム
�

代
表
取
締
役

松
本

運
造

行
田
市
斉
条
一
二
八

電
話
〇
四
八
―
五
五
七
―
三
三
三
三

（
資
）
三
千
二
百
六
十
万
円

（
従
）
一
五
三
名

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
販
売
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
販
売

�
富
士
建
設
工
業

代
表
取
締
役

井
上

宏
一

所
沢
市
久
米
五
五
四
―
二

電
話
〇
四
―
二
九
九
三
―
〇
〇
〇
一

（
資
）
三
億
六
千
万
円

（
従
）
四
〇
名

建
設
・
不
動
産
業

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ（
木

造
３
階
建
共
同
住
宅
）

�
フ
ジ
ナ
ミ

代
表
取
締
役

藤
田

亘
弘

吉
川
市
川
藤
三
六
〇
一

電
話
〇
四
八
―
九
八
一
―
一
一
二
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
三
四
名

木
型
、
樹
脂
型
、
Ｆ
Ｍ
型
、
成
形
用
樹
脂

型
、
成
形
品
及
び
治
具
類
の
製
造

�
富
士
見
テ
レ
ビ

代
表
取
締
役

渡
辺

力

富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
三
―
四
―
三

電
話
〇
四
九
―
二
六
六
―
〇
二
三
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
四
名

電
波
受
信
調
査

�
平
成
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役

田
倉

貴
弥

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台
一
―
四
―
五
グ
ラ

ン
シ
ャ
リ
オ
２
０
２

電
話
〇
四
九
―
二
五
三
―
七
七
七
七

（
資
）
三
千
五
百
万
円

（
従
）
一
五
〇
名

旅
客
運
送
業

細
田
建
設
�

代
表
取
締
役

細
田

伴
次
郎

飯
能
市
双
柳
七
六
〇
―
一
四

電
話
〇
四
二
―
九
七
四
―
一
一
五
五

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
一
八
名

建
設
工
事
業

�
マ
ス
セ
イ

代
表
取
締
役

増
田

清
治

加
須
市
古
川
一
―
一
―
一

電
話
〇
四
八
〇
―
六
八
―
六
六
五
一

（
資
）
三
千
二
百
万
円

（
従
）
八
五
名

銑
鉄
鋳
物
製
造
業
・
印
刷
機
械
・
工
作
機

械
鋳
物

武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�

代
表
取
締
役

大
谷

義
武

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
七
―
五

電
話
〇
四
八
―
六
四
九
―
〇
三
三
三

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
七
名

不
動
産
業

�
武
蔵
野
香
料
化
学
研
究
所

代
表
取
締
役
会
長

伊
藤

有
正

所
沢
市
下
安
松
九
六
七

電
話
〇
四
―
二
九
四
四
―
七
五
四
一

（
資
）
九
千
万
円

（
従
）
九
〇
名

食
品
香
料
製
造
販
売

�
ム
ト
ー
セ
ー
フ

代
表
取
締
役
社
長

武
藤

正

熊
谷
市
問
屋
町
二
―
五
―
一
八

電
話
〇
四
八
―
五
二
三
―
五
六
一
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
九
名

オ
フ
ィ
ス
家
具
卸
売
業

山
大
物
産
�

代
表
取
締
役

山
下

逸
郎

新
座
市
菅
沢
二
―
一
四
―
二
九

電
話
〇
四
八
―
四
五
一
―
三
八
四
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
九
四
名

衛
生
設
備
保
守
管
理
、
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
、
各
種
清
掃
業
、
空
調
設
備
保
守
管

理
、
建
設
工
事
業
、
保
安
警
備
業

ユ
ニ
オ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�

代
表
取
締
役

岩
間

幸
雄

三
郷
市
鷹
野
五
―
三
五
三

電
話
〇
四
八
―
九
五
六
―
八
一
一
一

（
資
）
九
千
七
百
万
円

（
従
）
五
〇
名

食
品
他
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
、
流
通
加
工

湯
本
内
装
�

代
表
取
締
役

湯
本

茂
作

行
田
市
大
字
埼
玉
三
三
三
一

電
話
〇
四
八
―
五
五
九
―
四
六
一
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
四
二
名

内
装
工
事
業
、
温
泉
経
営

�
ヨ
シ
カ
ワ

代
表
取
締
役

吉
川

武

比
企
郡
鳩
山
町
今
宿
五
一
二
―
四

電
話
〇
四
九
―
二
九
六
―
一
二
二
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

建
築
鉄
骨
工
事

〈
代
表
者
変
更
〉

�
ア
ル
ビ
オ
ン
熊
谷
工
場

工
場
長

千
葉

等
（
旧

佐
久
間

昇
）

�
さ
い
た
ま
住
宅
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平成22年12月17日（金）

18 : 30開場 19 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
４回目の主催公演となりました“三遊亭歌之介独演会”は、毎回ご来場の
お客様より「とにかく笑った」「また聴きたい」とご好評を頂いております。
師匠である“三遊亭円歌”譲りの“漫談調の高座”はお腹がひっくりほ
どの笑いの連続です！ 是非お楽しみください。

＊発売は９月上旬を予定しております。
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